
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 



  



はじめに 

 

私たちの暮らしは、食べ物や水、地域文化やレク

リエーションなど、生物多様性がもたらす様々な恵

みに支えられています。私たちが住む川崎市にも、

高尾山麓から三浦半島まで続く丘陵、多摩川をはじ

めとした河川、そして海といった自然環境がありま

す。こうした自然環境に多くの生き物が育まれているとともに、身近な住宅街

や公園にも、様々な生き物が息づいています。 

一方、暮らしが便利になる中で、生き物の生息・生育環境が減少し、多様な

生き物とそれらのつながりである生物多様性の損失は続いているとされており、

身近な地域においても保全の取組が求められています。 

今回、改定した「生物多様性かわさき戦略」では、生物多様性の重要性を市

民の皆様によりわかりやすく伝えるとともに、市内河川流域の特徴など、本市

の地域特性を踏まえて取組を進めることとしており、これらの取組により、戦

略の基本理念にある「多様な緑と水 人や生き物がつながり 都市と自然が共

生するまち かわさき」をめざしてまいります。 

私たちの暮らしに欠かせない生物多様性を保全し、将来の世代に引き継いで

いくことが重要ですので、皆様の御理解と御協力をお願い申し上げます。 

 

令和４（２０２２）年３月 

 

川崎市長 

写真 
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第１章 川崎市における生物多様性を取り巻く状況について 

 

１ 戦略の改定の趣旨 

  本市では、生物多様性に関する課題のうち、市域の地域特性と生態系の多様性に着目し、生物

多様性からもたらされる恵みを持続的に享受し、潤いのある豊かな地域を形成していくために、

生物多様性の保全に取り組む意義、戦略の持つ役割を踏まえて、平成 26（2014）年度に生物多様

性基本法に基づく地域戦略として、「生物多様性かわさき戦略～人と生き物 つながりプラン～」

（以下「前戦略」という。）を策定しました。前戦略については、「多様な緑と水 人や生き物

がつながり 都市と自然が共生するまち かわさき」を基本理念とし、3 つの基本方針「人と生き

物をつなげる」、「生き物をつなげる」、「情報をつなげる」を掲げ、基本方針ごとに7つの施策

別取組方針を定め、重要かつ先行的な取組として、それぞれリーディング・プロジェクトを設定

するとともに、地域特性を踏まえた生態系エリアを設定し、取組を進めてきました。 

  生物多様性を取り巻く状況については、国際的には、平成 27（2015）年に国連において「持続

可能な開発のための 2030 アジェンダ」を採択し、この中で「持続可能な開発目標（SDGs）」が掲

げられているとともに、令和 2（2020）年までの国際目標である「愛知目標」の次の目標の決定に

向け、COP15（生物多様性条約第15回締約国会議）での策定に向けた取組が進められており、同様

に、平成24（2012）年に策定された「生物多様性国家戦略2012-2020」の次期国家戦略の策定に向

けて議論が進められているところです。 

  このような状況とともに前戦略が令和 2（2020）年度に目標年度を迎えることから、本市は令和

元（2019）年5月に川崎市環境審議会（以下「審議会」という。）に、「生物多様性かわさき戦略

の改定の基本的な考え方」について諮問を行い、本市の地域特性やこれまでの取組状況等を踏ま

えた、幅広い見地からの審議を経て、令和 3（2021）年 2月に審議会から答申をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

また、令和 3（2021）年 2 月には、本市の環境行政の基本指針である「川崎市環境基本計画」

（以下「環境基本計画」という。）が改定され、環境基本計画と環境分野の個別計画の役割分担

を整理、明確化したことから、新たな環境基本計画の枠組みに対応するとともに、社会状況の変

化や審議会からの答申を踏まえて、戦略の改定をするものです。 

  

【答申の要旨】 
・今後の取組の推進には、生物多様性を市民にわかりやすく伝え、生物多様性が身近なもので

あり、関わりを日常の中で捉えてもらうことが重要 
・前戦略の枠組みを維持し、生物多様性保全の取組を位置づけるとともに、市内河川の流域に

着目し取組を検討することが重要 
・リーディング・プロジェクトを着実に進めるとともに、戦略的な取組の位置づけが重要 
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第 1 章 川崎市における生物多様性を取り巻く状況について 

（１）生物多様性の保全に取り組む意義及び戦略の役割 

   本市において、生物多様性の保全に取り組むことの意義については、次のとおりです。 

○地球環境への配慮の推進 

地球温暖化の進行は、生態系のバランスを崩す要因の一つとなっている。また、生き物に

とって重要な生息・生育環境である緑は、同時に CO2の吸収源でもある。環境先進都市として

総合的に環境問題に取り組んできた本市としては、引き続き地球温暖化対策と生物多様性の

保全を含めて総合的に取り組むことに意義がある。 

○次世代への継承 

市街化が進展している本市においても、多摩丘陵や多摩川、海等の自然環境に、人と生き

物とが関わりながら育まれてきた固有の景観が残っている。これらの自然環境等を通じた生

き物とのふれあいを通して、市民が生き物との関わりを再認識するとともに、環境に配慮し

た活動や取組の輪を広げることで“ふるさと川崎”の姿を次世代に継承していくことに意義

がある。 

○広域的な視点 

生き物は様々な自然環境や生き物同士の関わりによって存在し、その生息・生育環境は、

緑や水等の様々な環境要素が有機的につながって存在しており、土地利用や行政界を越えた

広域的な視野を持つことも重要である。これまでも取り組んでいる多摩川や多摩・三浦丘陵

等における広域連携をはじめとする近隣他都市や多様な主体と連携した取組を進めるととも

に、生き物の生息・生育環境の連続性の確保に向け、引き続き取り組んでいくことに意義が

ある。 

○持続可能な都市づくり 

都市化が進行する中で、人と生き物との調和を図っていくことが大切であり、残された自

然環境を保全、活用し、生き物の生息・生育環境の再生を図るとともに、生物多様性に配慮

した行動の促進や自然環境と調和した都市活動により、持続可能な都市づくりに向けて取り

組んでいくことに意義がある。 

○魅力あるまちづくり 

市内の農地や緑地等に存する生物資源は、経済、文化、レクリエーション等における地域

固有の資源である。市域の生物多様性の価値を正しく認識・利活用することで、市民ととも

に魅力あるまちづくりに取り組み、市域内外に向けて本市の魅力を発信していくことに意義

がある。 

    

また、本市において生物多様性の保全に取り組む上での戦略の持つ役割は次のとおりです。 

○市の施策を生物多様性の保全という観点で横断的に体系整理し、総合的かつ計画的に施策

を推進するための指針とする。 

○様々な行政施策に生物多様性への配慮意識の浸透を図る。 

○多様な主体との連携に向けて生物多様性の保全においてめざす将来の姿を描いて共有す

る。 
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第 1 章 川崎市における生物多様性を取り巻く状況について      

 

【コラム】 生物多様性と SDGs について 

 SDGs における水の保全、気候変動対策、海域陸域の生態系保全という環境面の取組が、経済・社

会面を支えるという考え方が示すように、生物多様性の保全に取り組むことは、SDGs の推進の基盤

となるものです。 

国の国家戦略の改定における課題の抽出や方向性の検討を行うために設置された次期生物多様性

国家戦略研究会資料によると、持続可能な開発目標（SDGs）の相互関係等について、次のように説

明しています。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 回次期生物多様性国家戦略研究会 資料 4 より抜粋 

 

環境（生物圏） 

⑮生態系・森林、⑭海洋、 

⑥水、⑬気候変動 
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第 1 章 川崎市における生物多様性を取り巻く状況について 

２ 生物多様性について 

（１）定義・意義 

生物多様性とは、多くの種類の生き物全てが、複雑に関わり合って存在していることをいい

ます。地球上に生命が誕生して以来、森林・草地・河川などの様々な自然環境に適応して進化

し、現在の多様な生き物とそれらのつながりがつくり上げられてきました。生物多様性条約で

は、この生物多様性には、生態系の多様性・種の多様性・遺伝子の多様性という3つの多様性が

あるとしています。 

私たちの暮らしは、豊かな自然がもたらす恵みを受け取って成り立っています。この自然が

もたらす恵みは、多くの生き物が関わり合う生物多様性から得られるものであり、生物多様性

が私たちのいのちや暮らしを支えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 都市化が進み、人口が集中する本市においても、地域特有の自然や文化等が育まれ、様々な

自然がもたらす恵みを受け取っているとともに、市域外の多くの恵みに支えられています。こ

のように、私たちに多くの恵みを与えてくれる生物多様性を、将来の世代に引き継ぐことが大

切です。 

 

  

（出典）「生物多様性広報パネル 自然のめぐみ」（環境省）より 



 

5 
 

第 1 章 川崎市における生物多様性を取り巻く状況について      

鎌倉時代に発見された、
日本で最初の甘柿とされ
る禅寺丸柿。 

多摩区菅地区の農家が江戸
時代から代々受け継いでき
たアブラナ科の野菜。 

（２）私たちの生活との関わり 

   私たちが受け取っている自然の恵みは、「豊かな暮らしの基礎・有用な価値」、「豊かな文

化の根源」、「すべての生命の存立基盤」、「自然に守られる私たちの暮らし」の4つの項目に

分類されています。それぞれの項目について、本市との関わりとしては次の例が挙げられます。 

１ 豊かな暮らしの基礎・有用な価値 
 （食べ物、水、紙、木材、繊維、燃料、医薬品などの原材料の供給） 
 
 【食べ物（かわさきそだち）】 

人口150万人を超え、産業・工業といったイメージ
が強い川崎市ですが、実は農地が約 530ha（等々力陸
上競技場 4.4ha、約 120 個分）存在します。 

市では、野菜、果物など様々な農作物が栽培され
ており、地域で採れた新鮮な農作物を楽しむことが
できます。 

 
２ 豊かな文化の根源 

（自然と共生してきた知恵と伝統、レクリエーションや観光の場と機会、豊かな文化・芸術、神秘的
体験） 

 
【二ヶ領用水】 

二ヶ領用水は多摩川における最古級の農業用水の一つとされていま
す。近世から現在に至る川崎発展の歴史を理解するうえで意義深いも
のであることから、二ヶ領用水の一部（約 9.2km）については、令和 2
（2020）年 3 月 10 日付けで、文化財登録（国登録記念物（遺跡関
係））されています。 

農業・工業用水として利用されてきた二ヶ領用水は、現在市民の方
が親しめる空間として一部区間整備され、地域の人々に利活用されて 
います。 

 
３ すべての生命の存立基盤 
 （酸素の供給、気温・湿度の調節、豊かな土壌、遺伝的多様性の保全、水や栄養塩の循環） 
 
 【生田緑地】 
  クヌギ、コナラ等の雑木林や谷戸部の湿地、湧水等の

貴重な資源が市民の方々の継続的な保全活動などにより
残されています。多様な在来植物が生息しているほか、
ゲンジボタルなど貴重な生き物が生息しています。 

生田緑地のようなまとまりのある緑は、蒸散作用によ
る地表面の高温化の防止・改善機能により、ヒートアイ
ランド現象の緩和に寄与しているほか、光合成による酸
素の供給・二酸化炭素の吸収により地球温暖化防止にも寄与しています。 

 
４ 自然に守られる私たちの暮らし 
 （暴風や洪水による被害の緩和、水源かん養、干ばつ防止、山地災害・土壌流出の防止、病害

虫・病原菌の発生の抑制） 
 
 【街路樹】 

街路樹には、風速を減衰させることにより強風を防ぐだけでなく、風によ
り飛んでくる土ぼこりや塩分、雪などを防ぐ機能や、火災の延焼を緩和する
機能があります。 

 
 【樹林地、農地及び水辺地等】 
  樹林地、農地及び水辺地等は、雨水を貯留・浸透する機能（保水力）を有

しており、雨水の流出を抑制し、浸水被害の軽減に寄与します。 
麻生区黒川付近は緑豊かな三沢川の上流に位置する地域になり、この地域

で保水力を低下させないよう緑地の保全を行うことで、下流域にも良い影響
を与えていると推測されます。 

菅の「のらぼう菜」 柿生禅寺丸柿 

多摩区宿河原周辺の二ヶ領用水 

市役所前通りのイチョウ並木 

⿊川海道特別緑地保全地区 

ホタルの里 野鳥の森 
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第 1 章 川崎市における生物多様性を取り巻く状況について 

（３）生物多様性の危機 

「生物多様性国家戦略2012-2020（平成24（2012）年9月）」によると、人間の暮らしに必要

な生物多様性の損失は今も継続しているとされています。また、日本では、生物多様性の危機

の構造は、4 つに整理することができるとされています。第 1 の危機は「開発や乱獲による種の

減少・絶滅、生息・生育地の減少」、第2の危機は「里地里山などの手入れ不足による自然の質

の低下」、第3の危機は「外来種などの持ち込みによる生態系のかく乱」、第4の危機は「地球

環境の変化による危機」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 生物多様性の危機 

（出典：「生物多様性 –Biodiversity- わかる 生物多様性とは」（環境省）） 
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第 1 章 川崎市における生物多様性を取り巻く状況について      

【コラム】 外来種について 

≪外来種とは≫ 

 外来種とは、例えばカミツキガメのように、もともとその地域にいなかったのに、人間の活動に

よって持ち込まれた生き物です。外来種の中で地域の自然環境に大きな影響を与え、生物多様性を

脅かすおそれのあるものを、特に侵略的な外来種といいます。国では、平成 17（2005）年に「特定

外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」を施行し、問題を引き起こす海外起源の

外来生物を特定外来生物として指定し、その飼養、栽培、保管、運搬、輸入等を規制し、必要に応

じて国や自治体が特定外来生物の防除を行うこととしています。 
 

≪外来種の問題点≫ 

［生態系への影響］外来種が侵入し、新たな場所で生息するためには、餌をとったり葉っぱを茂ら

せて生活の場を確保したりする場合があり、もともとその場所で生活していた在

来の生き物との間で競争が起こります。 
［人の生命・身体への影響］毒をもっている外来種にかまれたり、刺されたりする危険があります。 
［農林水産業への影響］外来種の中には、畑を荒らしたり、漁業の対象となる生き物を捕食したり、

危害を加えたりするものもいます。  
≪外来種予防三原則≫ 

国では、これ以上外来種等による影響を大きくしないようにするため、被害を予防するための三

原則を掲げています。 
 
 
 

（出典：日本の外来種対策（環境省 HP）） 

アライグマやミシシッピアカミミガメなど、ペットとして海外から輸入され、飼われていた外来

種が、大きくなって人になつかなくなるなどして野外に捨てられたり逃げたりして、日本中に拡が

ってしまっている事例もあります。ペットとして、いったん飼い始めたら責任をもって最後まで飼

いましょう。  
≪本市の取組≫ 

本市としては、外来種のうち、地域の自然環境に大きな影響を与え、生物多様性を脅かす外来種

については、その被害の拡大を防止していかなければと考えています。 
また、生き物は特定の種を除いて、自由に移動、拡散するため、何らかの対応が必要と考えられ

る外来種の対策は、広域的に対応する必要があり、市としては、国や県の動向を踏まえ対応するこ

とが重要だと考えています。 
こうしたことから、国が掲げる外来種に関わる際の適切な対応の３原則である「入れない」、

「捨てない」、「拡げない」について周知するなど必要な情報提供を実施しています。 
（市内で見つかった外来種（写真：環境省提供）） 

  

アライグマ オオキンケイギク ガビチョウ 

『入れない』 
悪影響を及ぼすかもしれない
外来生物をむやみに入れない 

『捨てない』 
飼養・栽培している外来生物
を野外に捨てない 

『拡げない 』 
野外にすでにいる外来生物は
他地域に拡げない 

ヒアリ 
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３ 生物多様性を取り巻く状況 

（１）生物多様性条約締約国会議（COP） 

平成 4（1992）年にブラジル・リオデジャネイロでの地球サミットで生物多様性に関する条約

が採択され、その後、平成 22（2010）年に愛知県で開催された COP10 で愛知目標を採択しまし

た。平成 26（2014）年に開催された COP12 において決定された愛知目標の中間評価では、取組

は全体的に進んでいるものの、愛知目標の達成にはさらに加速する必要があるとされました。

さらに、平成 30（2018）年に COP14 がエジプトで開催され、次期目標の検討プロセスの採択な

どがされています。次期目標については、令和 2（2020）年に開催予定の COP15 において採択が

予定されていました。 

しかし、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、令和 2（2020）年 10 月に開催予定であ

った COP15 が延期され、令和 4（2022）年 5 月のポスト 2020 生物多様性枠組の採択に向けて国

際的な議論が進められています。 

令和 2（2020）年 9 月には、地球規模生物多様性概況第 5版（Global Biodiversity Outlook5

（GBO5））※が公表されました。環境省によると、GBO5に記載されている主なポイントは、「ほ

とんどの愛知目標についてかなりの進捗が見られたものの、20 の個別目標で完全に達成できた

ものはない」、「達成できなかった理由として、愛知目標に応じて各国が設定する国別目標の

範囲や目標のレベルが、愛知目標の達成に必要とされる内容と必ずしも整合していなかったこ

とを指摘」などとなっています。 

※ これまでのGBO、各国から提出された国別報告書、IPBESアセスメント等の既存の生物多様性に関する研究成果やデー

タを分析し、生物多様性戦略計画 2011-2020 及び愛知目標の達成状況について分析した報告書 

 

（２）持続可能な開発目標（SDGs） 

平成 27（2015）年に国連において、先進国と開発途上国が共に取り組むべき国際社会全体の

普遍的な目標として、「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」が採択され、この中に「持

続可能な開発目標（SDGs）」（以下「SDGs」という。）として 17 のゴールと 169 のターゲット

が掲げられています。国においては、平成 28（2016）年に、「持続可能な開発目標（SDGs）実

施指針」が決定され、8 つの優先課題の一つとして「生物多様性、森林、海洋等の環境の保全」

が定められています。 

本市においても、令和元（2019）年７月に SDGs 未来都市に選定されるなど、SDGs の達成に向

け、取組を推進しています。 

 

 

図 1-2 持続可能な開発目標（SDGs） 
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（３）生物多様性国家戦略 

国では、平成24（2012）年に愛知目標を踏まえて、第5次となる「生物多様性国家戦略2012-

2020」を策定し、取組を推進しています。平成 30（2018）年に策定された「第 5 次環境基本計

画」では、COP15 で採択予定のポスト 2020 生物多様性枠組を踏まえて、生物多様性国家戦略の

改定が求められており、令和 4（2022）年秋頃の次期国家戦略の策定に向けて、次期生物多様性

国家戦略研究会での検討や中央環境審議会での審議が行われています。 

 

（４）第 5 次環境基本計画 

平成 30（2018）年に策定された「第 5 次環境基本計画」では、持続可能な社会を実現してい

くためには、環境的側面、経済的側面、社会的側面を統合的に向上させることが必要であると

されています。環境・経済・社会の統合的な向上に向けては、前述した SDGs の他に、グリーン

インフラストラクチャー※1 や生態系を活用した防災・減災（Eco-DRR）※2、生態系を活用した適

応策（EbA）※3など、自然環境や生態系サービスを有効に活用する考えが示されています。 

※1 グリーンインフラストラクチャー：土地利用において自然環境の有する防災や水質浄化等の機能を人工的なインフ

ラの代替手段として有効に活用し、自然環境、経済、社会によって有益な対策を社会資本整備の一環として進めよう

とする考え方 

※2 生態系を活用した防災・減災（Eco-DRR）：生態系と生態系サービスを維持することで、危険な自然現象に対する

緩衝帯・緩衝材として用いるとともに、食糧や水の供給などの機能により、人間や地域社会の自然災害への対応を支

える考え方 

※3 生態系を活用した適応策（EbA）：気候変動に対する全体的な適応戦略の一部として生物多様性や生態系サービス

の活用など自然環境や生態系サービスを有効に活用する考え方 

 

（５）気候変動対策の動向 

   気候変動による影響は、種の絶滅や生息・生育域の減少、移動など生物多様性の損失や自然

の恵みの減少につながる可能性があるとされています。 

   国際的には、ヨーロッパを中心に令和 32（2050）年までに、二酸化炭素排出量を実質ゼロに

する方針を表明する動きが広がり、日本においても、令和 2（2020）年 10 月に、内閣総理大臣

が脱炭素社会の実現に向けて「2050 年までに、温室効果ガス排出を全体としてゼロにする」こ

とを、令和 3（2021）年 4 月の気候変動サミットでは、「2030 年度に、温室効果ガスを 2013 年

度から 46％削減する」ことを表明するなど、脱炭素化に向けた取組が進められています。 

   本市においては、令和 2（2020）年 11 月に、CO2排出実質ゼロや使用電力の再生可能エネルギ

ー100％への転換をめざし、2050 年の脱炭素社会の実現に向けた戦略「かわさきカーボンゼロチ

ャレンジ 2050」を策定しました。また、「かわさきカーボンゼロチャレンジ 2050」や国内外の

動向を踏まえて、令和 4（2021）年 3 月に、川崎市地球温暖化対策推進基本計画を改定しました。 

   なお、地球温暖化の進行に伴い、豪雨や猛暑のリスクがさらに高まることが予想されていま

す。近年においては、豪雨による浸水や土砂崩れなどの被害が生じており、本市においても、

令和元（2019）年10月の「令和元年東日本台風」（台風第19号）では、浸水による甚大な被害

が発生しました。 
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（６）新しい生活様式への移行 

新型コロナウイルス感染症は、令和元（2019）年 12 月の確認後、世界的に感染が広がってい

きました。国内においても、この感染拡大により、日常生活や社会経済に大きな影響を及ぼし

ており、新型コロナウイルス対策を取り入れた日常生活である「新しい生活様式」が広がって

います。 

こうした中、新型コロナウイルスが終息した後の経済対策として、経済復興と脱炭素社会へ

の移行を同時に取り組む「グリーン・リカバリー」の考え方が広がっています。気候変動の影

響は、種の絶滅・生育域の移動、減少、消滅など生物多様性の損失につながる可能性があり、

気候変動の影響を抑える脱炭素社会の実現に向けた取組を進めることは、生物多様性の保全に

も寄与するものです。 
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４ 川崎市の概況 

（１）社会的な状況 

現在の本市の都市的土地利用率は約 86％、144.35km2の市域に約 154 万人（令和 3（2021）年

10 月現在）が居住しています。 

 

図 1-3 土地利用現況図（平成 27（2015）年度） 

（出典：本市の土地利用現況 平成 27（2015）年度調査結果） 

 

   国全体では、人口が減少する中、本市では増加が続いており、他都市と比べ平均年齢は若い

状況にありますが、令和 12（2030）年に人口が 160.5 万人とピークを迎え、その後減少に転じ

ることが見込まれています。 

 

図 1-4 本市将来人口推計（令和 4（2022）年 2月）（出典：本市資料） 
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（２）自然環境の状況 

本市の自然的環境分布は、「川崎市緑の基本計画」（以下「緑の基本計画」という。）によ

ると次のとおりです。自然的環境の分布とは、樹木の集団（300 ㎡以上のまとまりのある樹林地

（緑地を含む）の面積を空中写真で把握）、農地（固定資産概要調書により把握）、河川等

（河川、ため池等の面積を空中写真で把握）、運河（運河の面積を空中写真で把握）とします。 

樹木の集団（300 ㎡以上）は、川崎区、幸区、中原区では点在して分布しており、高津区、宮

前区、多摩区、麻生区の多摩丘陵の一角をなす地域には、比較的まとまりのある樹林地が多く

分布しています。 

農地は、幸区鹿島田、小倉を境に市南東部にはほとんど見られませんが、北西部の高津区、

宮前区、多摩区、麻生区には比較的多くの農地が分布しています。また、黒川、早野、岡上地

区の農業振興地域にはまとまった農地の分布が見られます。 

河川等は、多摩川をはじめとした河川、水路等が市域全体に分布しており、臨海部には広大

な面積を有する運河が分布しています。 

 

都市的土地利用率の高い本市においては、北西部には多摩丘陵が広がり、丘陵部と多摩川低

地の間には多摩川崖線があり、河川、臨海部の海とともに本市を特徴づける重要な自然的環境

資源となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多摩丘陵軸の緑 
（出典：川崎市緑の基本計画（平成 30（2018）年）） 

多摩川崖線軸の緑 
（出典：川崎市緑の基本計画（平成 30 年（2018）年）） 

多摩川崖線軸 

多摩丘陵軸 
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図 1-5 自然的環境の分布（出典：川崎市緑の基本計画（平成 30（2018）年）） 

 

住宅地の農地 

市街地の緑 

多摩川河川敷 樹林地（生田緑地等） 

農地（農業振興地域等） 市内河川、水路 臨海部の緑 
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【コラム】生き物が生息・生育するには 

 生き物には、それぞれの種に適した環境があります。移

動してエサを取る場所、休息や子どもを育てる場所など、ラ

イフサイクルにそった、さまざまな環境が必要です。 
  
 
 
 
≪生き物が移動できる距離≫ 

生き物が日常的に行動する距離や、繁殖等のために他の生息環

境に移ろうとする場合に移動できる距離は概ね、タヌキなどの中

型の哺乳類では1km、飛んで移動するチョウの仲間でも、600mくら

いと言われています。 

 生き物が生きていく、あるいは、生息・生育場所を広げていく

ためには、緑地等の空間が連続していることが大切です。 

 
 
≪拠点となる緑をつなぐ≫ 

特別緑地保全地区などまとまった緑は、生き物の生息・生育の重要な拠点となっていますが、拠

点が分断化・孤立化している状態では、生き物は自由に移動することができません。まとまった緑

のある地域周辺で緑化を進めることや、まちなかで生き物に配慮した取組を進めることで、生き物

が移動しやすくなり、生き物のにぎわいや季節の彩りのある、人にとっても暮らしやすい環境にな

ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪生き物のすみか ビオトープづくりをやってみませんか≫ 

ビオトープとは、「野生生物が生息できる空間」を指す言葉で、人工的に

整備したものだけでなく、森林や草地、河川や河原、池や湖沼、海や干潟な

ど、その地域にもともといる野生生物が生息・生育する場所を表します。  
まちなかの小さな草地や水辺などでも、生き物にとっての休息地や採餌場

になる場合もあります。プランターや水鉢、屋上・壁面緑化など身近にでき

るビオトープづくりをやってみませんか。 

（図：「都市域のエコロジカルネットワーク計画における動物の移動分散の距離に関する考案」日本緑化工学会誌
Vol.37（2011）をもとに作成） 

（図：動物のライフサイクルの一例） 

※育てる植物は、地域に自生する在来種が望ましいです。（現地の生態系に影
響を与える外来種の植栽は控えるようにします） 
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   本市を河川流域別にみると、大きくは多摩川流域と鶴見川流域に位置しています（図 1-6）。 

市内河川の流域としては、多摩川水系の河川では、五反田川、山下川、旧三沢川、三沢川、

平瀬川、平瀬川支川、二ヶ領用水があり、鶴見川水系では、片平川、麻生川、真福寺川、早野

川、谷本川、矢上川、有馬川があります。市内河川ごとにみると、流域が市内で完結するもの

が多いですが、一部の流域は県域・市域を跨いでいます。市域北西部には、流域の上流域にあ

たり、下流域が近隣都市に広がる地域があります。それぞれ特徴があることから、それらを踏

まえることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6 市内河川及びその流域界の分布（出典：本市資料） 

 

   この流域での視点については「生物多様性国家戦略 2012-2020」においても、「生物の生息の

基盤となっている場所のつながりを確保するため、自然本来の特性やメカニズム、歴史性を考

慮しつつ、将来にわたり保全すべき自然環境や優れた自然条件を有している地域を核として、

それらを有機的につなぐ生態系ネットワークの形成を目指し、流域全体の生態系管理の視点に

立ち、さまざまなスケールで森、里、川、海を連続した空間として積極的に保全・再生」する

と記載されており、本戦略の改定にあたっては、この流域の視点を盛り込んでいます。 

 

 

 

 

 

二ヶ領本川 

二ヶ領用水宿河原線 

山下川 旧三沢川 

三沢川 

片平川 

麻生川 

真福寺川 

早野川 

五反田川 

平瀬川支川 

平瀬川 

矢上川 

江川 

渋川 

鶴見川 

二ヶ領用水円筒分水下流 

鶴見川（谷本川） 多摩川 
有馬川 
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（３）生き物の状況 

本市では、平成 25（2013）年～令和元（2019）年度において、生き物調査を実施してきまし

た。これまでに、2,300 種を超える生き物が確認されています。戦略策定から期間も短いことか

ら、引き続き、定期的な調査が必要です。 

 

表 1-1 生き物調査結果 

植物 哺乳類 鳥類 は虫類 両生類 昆虫類 魚類 計 

1,183 種 7 種 91 種 12 種 6 種 1,011 種 25 種 2,335 種 

 注）魚類は平成 29 年度～令和元年度の調査結果、その他は平成 25 年～令和元年の調査結果 

 

５ 川崎市における生物多様性に関連する施策等 

（１）川崎市の環境関連施策 

本市の環境関連施策では、平成 30（2018）年 3 月に「緑の基本計画」及び「川崎市地球温暖

化対策推進基本計画」（以下「地球温暖化対策推進基本計画」という。）が、令和 3（2021）年

2 月には、「環境基本計画」が改定されています。 

生物多様性と関連の強い「緑の基本計画」においては、3 つの基本施策として、「Ⅰ 緑のパ

ートナーづくり」、「Ⅱ 緑の空間づくり」、「Ⅲ グリーンコミュニティづくり」を掲げて

います。「緑のパートナーづくり」では、全市的に緑のパートナーが広がってきたことを踏ま

え、協働プログラムの更なる推進と緑のパートナーの育成・支援を核としながら、緑を通じた

子どもたちの健全な育成と、パートナーの活動を支える情報発信を推進するとしています。

「緑の空間づくり」では、生物多様性の保全などに資する多様な緑について、多摩丘陵軸・多

摩川崖線軸・多摩川軸といった「みどり軸」、多面的な機能を有する公園や農地などの「みど

り拠点」、軸と拠点をつなぐ「ネットワーク」を保全、創出及び育成するとしています。「グ

リーンコミュニティづくり」では、緑を「自然環境」「歴史・文化」「都市の魅力と活用」

「防災」「少子高齢化への対応」の視点で活用することにより、緑を取り巻く多様な主体の参

画を生み、地域財産としての緑の価値を高め、地域の誇りを醸成し、さらには賑わいのあるま

ちへの発展をめざすとしています。これらの基本施策を進めるためプロジェクトを設定し、取

組を推進していくとしています。 

 
（２）生物多様性の保全等に関連する主な計画 

   生物多様性の保全等に関連する主な計画として、次のものが挙げられます。 

計画名 生物多様性との関わり 計画年次 

川崎市環境
基本計画 

・川崎市における環境行政の基本指針として策定 
・環境要素の一つに「自然共生」を掲げ、その目標として「緑の保全、創出、

育成及び活用を図り、水と緑のネットワークを市域全体に広げ、生物多様性
を確保するなど、都市と自然が調和した自然共生社会をめざす」を設定 

・環境要素ごとに取り組む施策の一つとして、「都市と自然が調和した自然共
生社会の構築に取り組む」の施策内容に生物多様性の保全を設定 

・施策の方向性として、市域に生息する生物の生息・生育地の保全・創出に向
け、生物多様性の保全に努め、身近な生き物とふれあえる機会の確保などの
取組の推進を設定 

 

R3(2021) 

～

R12(2030) 
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計画名 生物多様性との関わり 計画年次 

川崎市緑の
基本計画 

・緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画として策定 
・緑の役割の一つとして「樹林地、農地、河川及び運河等は、生き物の生息・

生育環境、生態系の基盤を形成し、生物多様性を確保する上で重要な役割を
果たす」と記述 

・基本施策の一つとして「緑の空間づくり」を位置づけ、生物多様性の保全に
資する多様な緑について、緑の骨格を形成する多摩丘陵軸・多摩川崖線軸・
多摩川軸といった「みどり軸」、多面的な機能を有する公園や農地などの
「みどり拠点」、軸と拠点をつなぐ「ネットワーク」を保全、創出及び育成 

H30(2018)

～ 

R9(2027) 

川崎市地球
温暖化対策
推進基本計
画 

・令和 2 年 11 月に策定した脱炭素戦略「かわさきカーボンチャレンジ 2050」
を踏まえ、令和 4 年 3月に計画改定 

・2050 年の脱炭素社会の実現に向け、基本理念に「『将来世代にわたって安心
に暮らせる脱炭素なまちづくり』と『環境と経済の好循環による持続可能で
力強い産業づくり』に挑戦」を掲げる計画 

・基本的方向に「気候変動に適応し安全で健康に暮らせるまち」や「多様なみ
どりが市民をつなぐまち」などを掲げている 

R4(2022) 

～ 

R12(2030) 

川 崎 市 大
気・水環境
計画 

・水環境保全計画を統合して策定 
・「だれもが健全で良好な大気や水などの環境を育み、将来にわたり安心して

快適に暮らせるまちをめざす」の実現に向け、大気や水などの環境保全分野
における考え方や目標、具体的な施策等を体系的にわかりやすく取りまとめ
た計画 

・水質などの環境保全とともに、水辺に親しむ機会の創出など、市民実感や環
境配慮意識向上に向けた取組の方向性を提示 

R4(2022) 

～ 

R12(2030) 

川崎市新多
摩川プラン 

・市民の心のふるさとと呼べる多摩川を市民共有の財産として再評価し、憩え
る環境、より豊かな河川空間の創出をめざすための計画として策定 

・基本目標の一つとして「自然と調和した美しい多摩川へ」を位置づけ、多摩
川が市民の記憶に残る風景となるよう、より自然豊かな多摩川の再生を推進 

H28(2016)

～ 

R7(2025) 

川崎市都市
計画マスタ
ープラン 

・長期的視点に立った都市の将来像を明らかにし、計画的な都市づくりを進め
るための指針として策定 

・都市づくりの基本方針の一つに「緑と水の豊かな環境に配慮したまちづく
り」を掲げて都市づくりの方向性を提示 

H29(2017)

～ 

生田緑地ビ
ジョン 

・誰もが共有できる生田緑地のめざすべき将来像を示す構想として策定 
・取組の視点の一つとして「生田緑地の生物を守るために、生物の生育・生息

空間の保全・再生・創出」を推進し、生物多様性に配慮している 

H23(2011)

～ 

二ヶ領用水
総合基本計
画 

・二ヶ領用水を、治水機能・利水機能・環境の機能に加えて、歴史的な側面か
らも見つめ直し、伝統や物語等も未来につなげ、安全で心豊かな都市空間の
創造をめざすために策定 

・基本方針「市民に身近な二ヶ領用水を整える」の推進施策に「多自然整備」
を位置づけ、生物多様性における河川の重要性等について記述 

H25(2013)

～ 

「かわさき
臨海のもり
づくり」緑
化推進計画 

・市民、事業者、行政の協働により、緑豊かで魅力ある臨海部を形成していく
ために、基本理念、将来像、取組の方針や方向を示すものとして策定 

・臨海部において緑を創出していくことは、生物多様性の保全に貢献するもの
として記述 

H24(2012)

～ 

川崎港緑化
基本計画 

・水際線の開放や環境との共生を考慮した親水空間など、港ならではの求めら
れる機能や港湾緑地の活用方策等を検討し、市民等に憩いと安らげる場を提
供することを目的として策定 

H28(2016)

～ 

臨海部ビジ
ョン 

・本市の「力強い産業都市づくり」の中心を担う臨海部について、「30 年後を
見据えた目指すべき将来像」とその実現に向けた戦略や取組の方向性を示す
ものとして策定 

・多摩川など恵まれた地域資源の活用や、設備投資の促進と効果的な緑の創出
を両立する仕組み作りの検討など、産業と環境の高度な調和を図る必要性を
示す 

H30(2018)

～ 

川崎市農業
振興計画 

・本市の農業の新たな課題や期待へ対応するため、次世代に引継ぐかわさきの
『農業』～『農』を育て・創り、活かし・繋ぐ～を基本目標として策定 

・農産物の生産供給機能としてだけでなく、生物の生育・生息空間としての役
割を有するなど、農地の多面的な機能等について記述 

H28(2016)

～ 

R7(2025) 
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６ 生物多様性かわさき戦略におけるこれまでの取組及び課題について 

（１）施策体系図 

前戦略における施策体系は次のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）リーディング・プロジェクト事業の取組概要 

前戦略で設定した 15 のリーディング・プロジェクト事業の取組概要は、次のとおりです。 

ア 施策別取組方針「広める」 

プロジェクト事業① 
【地域の魅力を発見する】 

 

 

 

 

河口干潟観察会や生き物探検隊など、市内の様々な場
所で自然観察会等を実施しました。 

 

 
プロジェクト事業② 
【生物多様性について理解を深める】 

 

 

 

 

各種イベントでの講演や川崎アゼリア広報コーナー等で
生物多様性に関する展示を行う等普及啓発を実施しまし
た。 

 
プロジェクト事業③ 
【生物多様性に配慮して活動する】 

 

 

 

「生物多様性の保全に取り組む方々へのメッセージ～活動ポ
イント事例集～」を作成し情報提供するとともに、水辺の楽校
（かわさき、だいし、とどろき）の活動を支援しました。 

項目 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 

自然観察会や普及啓
発等の実施状況 

180 回 150 回 129 回 143 回 147 回 119 回 47 回 

川崎アゼリア広報コーナーでの普及啓発 

自然観察会等の様子 

 基本理念 「多様な緑と水 人や生き物がつながり 都市と自然が共生するまちかわさき」 

伝える 

施策別取組方針 

広める 

育む 

リーディング・プロジェクト 

 事業① 地域の魅力を発見する 
事業② 生物多様性について理解を深める 
事業③ 生物多様性に配慮して活動する 

１ 環境配慮意識を広めて人と生き物をつなげるプロジェクト 

基本方針Ⅰ 

人と生き物

をつなげる  事業④ 子どもたちが自然とふれあい学ぶ 
事業⑤ 生物多様性の保全に取り組む人材を育成する 

２ 人材を育んで人と生き物をつなげるプロジェクト 

つなぐ  事業⑧ 河川を利用して拠点をつなぐ 
事業⑨ 広域的に生き物の生息・生育環境をつなげる 

４ 緑と水をつなげたコリドーで生き物をつなげるプロジェクト 
基本方針Ⅱ 

生き物を 

つなげる 

創る  事業⑩ 生き物に配慮した公園づくり 
事業⑪ 生き物に配慮した緑化地づくり 

５ まちなかに拠点を創って生き物をつなげるプロジェクト 

守る 

集める 

 事業⑥ 拠点となる樹林や農地を保全する 
事業⑦ 良好な水環境を保全する 

３つの基本方針 

３ 生き物をすみかを守って生き物をつなげるプロジェクト 

 事業⑫ 市域の生き物について調べる 
事業⑬ 生物多様性の新たな知見をつくる 

６ 調査や知見等を集めて情報をつなげるプロジェクト 

 事業⑭ 生き物の情報を“見える化”する 
事業⑮ 情報を活用してネットワークを構築する 

７ 地域間、主体間で伝えて情報をつなげるプロジェクト 

基本方針Ⅲ 

情報を 

つなげる 

水辺の楽校シンポジウム川崎 
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イ 施策別取組方針「育む」 

プロジェクト事業④ 
【子どもたちが自然とふれあい学ぶ】 

 

 

 

 

身近に見られる生き物観察教材を「環境副読本」に掲載するとと
もに、「みんなで生きものしらべ KAWASAKI」を作成し、希望する小
学校等へ配布しました。 

 
プロジェクト事業⑤ 
【生物多様性に取り組む人材の育成】 

 

 

 

 

自然環境の調査や研究を担う人材育成につながる自然
観察会や講座を実施するとともに、地域環境リーダー育
成講座や緑化推進リーダー育成講座等を実施しました。 

 
項目 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 

育成講座等※修了者 73 名 57 名 65 名 55 名 56 名 61 名 31 名 

※地域環境リーダー育成講座、緑化推進リーダー育成講座及び里山ボランティア講座 

 

ウ 施策別取組方針「守る」 

プロジェクト事業⑥ 
【拠点となる樹林や農地を保全する】 

 

 

 

 

令和 2（2020）年度までに 31 地区の保全管理計画を策
定するとともに、特別緑地保全地区の指定等による緑地
保全や都市農地の保全の取組を実施しました。 

 

 
プロジェクト事業⑦ 
【良好な水環境を守る】 

 

 

 

水環境保全計画に基づき施策を推進しました。また、川や湧水地
の良さを総合的に評価できる「かわさき水辺地市民調査マニュア
ル」を活用した「夏休み水環境体験教室」を開催しました。 

 

エ 施策別取組方針「つなぐ」 

プロジェクト事業⑧ 
【河川を活用して拠点をつなげる】 

 

 

 

 

多自然川づくりの整備等に取り組み、平瀬川支川の改修区間が令
和 2（2020）年度末で累計 845m となりました。また、川崎市新多摩
川プランを策定し、生物多様性の保全に向けた普及啓発等の取組を
推進しました。 

 

  
プロジェクト事業⑨ 
【広域的に生き物の生息・生育環境をつなげる】 

 

 

 

 

多摩・三浦丘陵の緑と水景に関する広域連携会議に参画する
など、海域及び河川流域や丘陵軸における近隣自治体との連携
による取組を推進しました。 

 

項目 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 

保全計画の策定数
（累計） 

26 地区 27 地区 28 地区 29 地区 30 地区 31 地区 31 地区 

項目 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 

河川改修区間延長(多

自然川づくり)(平瀬川

支川)(累計) 

738m 754m 781m 781m 809m 829m 845m 

生き物観察教材（環境副読本） 

人材育成講座等の様子 

樹林地保全等の様子 

水環境体験教室の様子 

平瀬川支川の様子 

多摩・三浦丘陵ｳｫｰｷﾝｸﾞﾗﾘｰの様子 
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オ 施策別取組方針「創る」 

プロジェクト事業⑩ 
【生き物に配慮した公園づくり】 

 

 

 

生き物に配慮した整備マニュアルの作成周知や開発行為等による
提供公園の増加により、生き物の生息・生育環境である公園を創出
しました。 

 

  
プロジェクト事業⑪ 
【生き物に配慮した緑化地づくり】 

 

 

 

 

事業所による緑化の取組や市緑化指針による指導助言により、生
き物の生息・生育環境である緑化地を創出しました。 

 
項目 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 

事業所緑化協定の締
結数 

66 件 
(153ha) 

67 件 
(150ha) 

67 件 
(156ha) 

67 件 
(154ha) 

65 件 
(152ha) 

63 件 
(149ha) 

62 件 
(147ha) 

 

カ 施策別取組方針「集める」 

プロジェクト事業⑫ 
【市域の生き物について調べる】 

 

 

 

 

各生態系エリアの一定の地点や市内河川等において生き物調査を
実施し、情報の取りまとめを実施しました。 

 
プロジェクト事業⑬ 
【生物多様性の新たな知見をつくる】 

 

 

 

 

生物多様性の状態を把握するための指標の設定に向けて、市
民参加型生き物調査のパンフレット作成・活用の呼びかけを行
うとともに、専門業者による生き物調査を実施し、それらを基
に参照種を設定しました。 

 

 

キ 施策別取組方針「伝える」 

プロジェクト事業⑭ 
【生き物情報を“見える化”する】 

 

 

 

 

電子地図を活用した「かわさき生き物マップ」を運用し、季節
ごとに生き物情報の投稿や小学校の授業での活用を呼びかけし、
投稿された市域の生き物情報を掲載しました。 

 

 
プロジェクト事業⑮ 
【情報を活用してネットワークを構築する】 

 

 

 

 

多摩川流域懇談会において多摩川流域セミナーが開催される
とともに、市役所内の施設間庁内情報交流会を実施しました。 

 

項目 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 

開発行為等による提
供公園等 

7 か所 
(0.33ha) 

5 か所 
(0.13ha) 

5 か所 
(0.13ha) 

6 か所 
(0.15ha) 

10 か所 
(0.67ha) 

2 か所 
(0.07ha) 

4 か所 
(0.11ha) 

項目 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 

生き物調査の実施地
点数 

6 地点 3 地点 3 地点 3 地点 3 地点 3 地点 - 

項目 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 

生き物マップに寄せ
られた情報数 

2,028 件 1,546 件 2,224 件 2,951 件 5,885 件 3,136 件 836 件 

屋上緑化の様子 

水生生物調査の様子 

浮島町公園の様子 

市⺠参加型生き物調査パンフレット 

⻘少年科学館での情報交流会の様子 

かわさき生き物マップ 
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（３）エリアごとの取組概要まとめ 

前戦略において設定された生態系エリア（参考資料１（P.103）参照）における取組概要は次

のとおりです。 

生態系エリア名 取組概要 

①丘陵地の農地と樹林の生

態系エリア 

農地や樹林がまとまって分布する地域が多く含まれていること

から、緑地や農地を保全する取組や里山再生に関する取組など

基本方針Ⅱ「生き物をつなげる」の取組が多く実施されていま

す 

②丘陵地の樹林の分散する

生態系エリア 

樹林がまとまって分布する地域が含まれることから、緑地や農

地を保全する取組や多自然川づくりなど基本方針Ⅱ「生き物を

つなげる」の取組が多く実施されています 

③低地の農地の分散する生

態系エリア 

農地や公園等が点在していることから農地や公園等を活用した

自然観察会や普及啓発など基本方針Ⅰ「人と生き物をつなげ

る」の取組が多く実施されています 

④低地の市街地の生態系エ

リア 

自然的環境の分布は少ないことから普及啓発などの基本方針Ⅰ

「人と生き物をつなげる」の取組が多く実施されています 

⑤多摩川の生態系エリア 多摩川を活用した自然とふれあう取組などが実施されています 

⑥臨海部の生態系エリア 緑化協定に基づく事業所の緑化の取組が多く実施されていま

す。この取組は②、③、④エリアでも実施されています 

また、市域全体においては、市民活動団体等による活動が盛んです。緑や水に関する活動を

実践している緑の活動団体には、令和元（2019）年3月末で269団体が登録し、市内各地で活動

が実践されています（令和 2 年度 みどりと公園 緑政事業概要より）。 

 

（４）生物多様性に関する認知度について 

本市が、平成 30（2018）年に実施したインターネット調査では、「生物多様性について、内

容をある程度知っている人」の割合が 9.2%、「生物多様性について、聞いたことはある人」の

割合が 28.4%であり、「生物多様性について内容をある程度知っている・聞いたことはある人」

の割合は、37.6%となっています。 

 

 

また、内閣府が令和元（2019）年に実施した環境問題に関する世論調査によると、「生物多

様性という言葉の意味を知っていた」と答えた人の割合が 20.1%、「生物多様性の意味は知らな

いが言葉は聞いたことがあった」と答えた人の割合が 31.7%でした。さらに、神奈川県が令和元

（2019）年度に実施した県民ニーズ調査結果によると、「生物多様性の言葉の意味を知ってい

9.2% 28.4% 62.4%n=（1,573）

内容をある程度

知っている
言葉を聞いたことはある 知らなかった

「生物多様性」についてどの程度、知っていましたか。

「生物多様性」という言葉を知っていた・聞いたことがある市民は、37.6%

平成 30（2018）年度インターネットアンケート調査結果（出典：本市資料） 



 

22 
 

第 1 章 川崎市における生物多様性を取り巻く状況について 

る」という人の割合が 37.0%（うち川崎地域では 41.9%）、「生物多様性の意味は知らないが言

葉は聞いたことはある」という人の割合が 32.2%（うち川崎地域では 28.1%）でした。 

 

（５）取組状況を踏まえた課題について 

これまでの取組状況を踏まえると、次のことが課題として挙げられます。 
ア プロジェクト事業の取組状況を踏まえた課題 

本市においては、市民や事業者によって、緑地保全や緑化など、生物多様性の保全に関す

る取組が様々な場所で実施されてきています。 
一方で、市民へのアンケートでは生物多様性という言葉等の認知度はあまり高くない状況

にありますが、これは生物多様性という言葉や概念が難しいことも影響していると考えられ

ます。また、事業者・市民団体へのアンケートでは、生物多様性に関する具体的な取組がわ

からないという意見もあげられています。 
生き物マップや生き物調査を実施してきたことで様々な情報を蓄積するとともに発信して

いますが、引き続き、定期的な情報の収集・更新を行うとともに、蓄積された情報を活用し

た効果的な情報発信が必要です。 
これらの課題は、人と生き物とのつながりや生物多様性に関する情報のつながりといった、

前戦略の課題と共通するものがあります。 
環境教育・環境学習や人材育成、周辺自治体との連携については、引き続き、取組を進め

ていくことが必要です。 
 

イ 生態系エリアの取組状況を踏まえた課題 

生態系エリアは、本市の地形的な成り立ちや土地利用等の違いから区分されており、それ

ぞれの特徴を活かした取組が実施されてきました。それらの取組を踏まえると次のような課

題が挙げられます。 

① 丘陵地の農地と樹林の生態系エリア 

このエリアは、市域北西部丘陵地に位置しており、農業振興地域を含む黒川、岡上、早

野地区をはじめとする農地や樹林がまとまって分布し、河川がそれらをつなぐ「丘陵地の

農地と樹林の生態系エリア」です。 

多摩丘陵軸に位置し、特別緑地保全地区などの取組により緑地保全は進んでいますが、

市街化等により樹林地の減少は続いており、樹林地の保全が引き続き必要です。また、保

全された樹林地の適切な管理も求められています。緑と水のネットワーク形成は進んでい

るものの更なる拡充が必要です。市内河川ごとの流域でみると、上流側に位置する緑地も

あることから、保水機能をこれ以上低下させないという観点からも緑地保全の取組が必要

です。 

このエリアには、多摩川水系の河川として、三沢川が、鶴見川水系の河川として、片平

川、麻生川、真福寺川、早野川が流れており、また、飛び地の岡上地区があります。流域

や地区により特徴が異なることから、地域特性に合わせて、きめ細かな取組について検討

する必要があります。 
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② 丘陵地の樹林の分散する生態系エリア 

このエリアは、市域北西部丘陵地に位置しており、生田緑地等の樹林がまとまって分布

し、河川や多摩川崖線の緑がそれらをつなぐ「丘陵地の樹林の分散する生態系エリア」で

す。 

多摩川崖線を軸に樹林地が残っていますが、減少が続いていることから樹林地の保全を

進めるとともに、連続性を維持するために、地域緑化の促進も必要です。また、河川環境

を保全・整備するとともに、緑と水のネットワークを形成していくことが重要です。 

このエリアには、多摩川水系の河川として、五反田川、山下川、平瀬川・平瀬川支川が、

鶴見川水系の河川として、矢上川、有馬川が流れており、流域ごとの地域特性などを踏ま

えた取組について検討する必要があります。 

③ 低地の農地の分散する生態系エリア 

このエリアは、市域北西部から中央部の多摩川に沿った沖積低地に位置しており、農地

や公園等が分散して点在し、二ヶ領用水等がそれらをつなぐ「低地の農地の分散する生態

系エリア」です。 

農の多面的機能に着目しながら持続的な保全を図っていくことや、エリアを横断してい

る二ヶ領用水の水辺などを活かした緑と水のネットワークを形成していくことが必要です。 

このエリアには、多摩川水系の河川として、三沢川が、親水整備が進んでいる二ヶ領用

水が流れており、流域ごとの地域特性などを踏まえた取組について検討する必要がありま

す。 

④ 低地の市街地の生態系エリア 

このエリアは、市域中央部から南東部の多摩川に沿った低地に位置しており、自然的環

境の分布が少なく公園等と街路樹がそれらをつなぐ「低地の市街地の生態系エリア」です。 

身近にまとまった自然環境の分布が少ない場所が比較的多いことから、公園整備時等に

おける緑化の取組や家庭など身近で取り組める生物多様性に関する取組を充実させていく

ことが必要です。 

⑤ 多摩川の生態系エリア 

このエリアは、多摩川の河川敷を主としており、国の計画と整合を図り、「自然と調和

した美しい多摩川へ」など5つの基本目標を設定している「川崎市新多摩川プラン」による

取組が進められている「多摩川の生態系エリア」です。 

多摩川緑地の維持管理を充実させるとともに、流域自治体等との連携により多摩川の資

源や魅力をより一層活用していくなど、「川崎市新多摩川プラン」と整合を図って取り組

むことが必要です。 

⑥ 臨海部の生態系エリア 

このエリアは、市域の南東部に位置しており、自然的環境は少ないですが、海域に面し

ており、臨海公園や事業所の緑化地等が存在している「臨海部の生態系エリア」です。 

敷地を活用した緑化や生息・生育環境の整備、環境保全やグリーン購入など、生物多様

性の保全に係る取組を実施している事業者が多くいることから、事業者との連携が必要で

す。 
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【コラム】生き物マップと市内で見られる生き物の紹介 

本市では、市域の生き物情報の募集を通じ、身の回りの自然に目を向けるきっかけづくりとして、

また、市域の生き物情報の収集と蓄積をはかることを目的として電子地図「かわさき生き物マップ」

を公開しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市内には林、草地、市街地の緑、水辺といった自然があり、その場所に応じて様々な生き物が生

息しています。わたしたちの身近でくらしている生き物を探すことで、自然を考えるきっかけにし

てみませんか？かわさき生き物マップへの投稿をお待ちしています！（投稿された生き物情報は市

域の貴重な生き物情報として残していきます。） 
 

これまでに投稿された写真の一部を紹介します 

メジロ 
投稿者：とどさん 

スジグロシロチョウ 
投稿者：sen さん 

カワセミ 
投稿者：プロぼっちさん 

ニホンカナヘビ 
投稿者：たまたまさん 

シュレーゲルアオガエル 
投稿者：gamera さん 

アブラゼミ 
投稿者：ぴーちゃんさん 

ギンヤンマ 
投稿者：しずくさん 

オオカマキリ 
投稿者：たかおっちさん 

ショウリョウバッタ 
投稿者：タカツキさん 

紅葉 
投稿者：おはぎさん 

コゲラ 
投稿者：Bamboo Fighter さん 

アカゲラ 
投稿者：しずくさん 

かわさき生き物マップ 検索 
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１ 戦略改定の基本的な考え方 

前戦略に基づく取組は、策定から経過期間が短いことなどの理由から、引き続き取組の推進が

必要なものもありますが、概ね順調に進捗しています。今後の取組の推進に向けては、「市民に

わかりやすく伝え、生物多様性が身近なものであり、生物多様性との関わりを日常の暮らしの中

で捉えてもらう」ことが重要な要素の一つです。 

戦略の改定においては、前戦略の枠組みを維持しつつ、取組を充実させることとします。期間

については、令和3（2021）年2月に改定された「環境基本計画」と同じくするとともに、SDGsに

おける水の保全、気候変動対策、海域陸域の生態系保全という環境面の取組が経済・社会面を支

えているという考え方が示すように、生物多様性の保全に取り組むことは、SDGs の推進の基盤と

もなることから、「持続可能な開発目標のための 2030 アジェンダ」の目標年次である令和 12

（2030）年を踏まえ、令和 12（2030）年度までとします。 

また、改定にあたっては、昨今の自然災害の激甚化などの状況変化も考慮することが重要です。

生態系サービスと呼ばれる生態系から得ることができる恵みの中には、自然災害の防止や被害の

軽減なども挙げられています。「グリーンインフラ推進戦略（令和元（2019）年 7 月 国土交通

省）」では、グリーンインフラを構成する自然環境（緑地、植栽、樹木、河川、水辺、森林、農

地等）は、生き物の生息・生育の場の提供等とともに水の貯留・浸透による防災・減災など多様

な機能を有するとされています。同推進戦略の中では、グリーンインフラの活用を推進すべき場

面として「気候変動への対応」や「生態系ネットワークの形成」が挙げられており、グリーンイ

ンフラの考え方を生物多様性の分野においては取り入れていくことが重要です。また、環境省に

おいても、「生態系を活用した防災・減災に関する考え方（平成 28（2016）年 2 月）」が示され

ています。こういった取組については、短期間に出来るものではありませんが、社会的課題の解

決に自然を活用することは、自然を捉え直すことであり、生物多様性の損失の緩和にもつながる

ことから、今後の生物多様性の保全の取組を検討していく上では、ハード・ソフト両面への自然

環境の有効活用など、将来を見据えた取組を進めていく必要があります。 

さらに、生き物の多くは市域の自然環境

のみでなく、近隣他都市の自然環境を活用

しながら生息・生育していることから、近

隣他都市との連携も重要です。近年、各自

治体においても、生物多様性地域戦略が策

定されてきていることから、その視点を追

加していくことも重要です。 

なお、環境基本計画において、環境分野

の個別計画との役割分担が整理、明確化さ

れたことから、新たな環境基本計画の枠組

みに対応するものとします。 
グリーンインフラの考え方（出典：国土交通省 HP） 
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２ めざす方向 

  戦略の改定にあたり、「めざす方向」として、次の 4 つを位置づけます。 

（１） 生物多様性を市民によりわかりやすく、取り組みやすく 

（２） 現行戦略の枠組みを維持しつつ、戦略的に取り組む視点を設定する 

（３） これまでの取組状況や課題に応じた取組の充実・強化 

（４） 川崎市環境関連施策等との連携 

 

（１）生物多様性を市民により分かりやすく、取り組みやすく 

人と生き物の関わりへの理解を深めることは、生物多様性への市民の理解度の向上につなが

ります。そのため、市民にとって、生物多様性がどのように重要なのか、市民が出来る取組は

どのようなものがあるのかなど、生物多様性を身近なものとして認識できるよう、市民にわか

りやすく伝わるように取り組むとともに、すぐに出来る生物多様性に関する取組事例の紹介な

ど、実践につながる取組を進めていきます。取組にあたっては、生物多様性の認知度合いや世

代、居住地域など、対象に応じて進めていきます。また、生物多様性に配慮した製品等を選択

することが身近な取組であるとともに、持続可能な生産を促していくことにもつながることか

ら、こうした取組を進めていきます。なお、市民に知っておいてほしい生物多様性に関する情

報（例えば、市内の生き物や外来種など）についても、引き続き発信していきます。 

 

（２）前戦略の枠組みを維持しつつ、戦略的に取り組む視点を設定する 

本市は、前戦略に基づき、基本方針や施策別取組方針、生態系エリアの特徴を踏まえた取組

を推進し、一定程度の成果を上げてきました。 

一方で、策定から経過期間が短いなどの理由から、引き続き取組の推進が必要なものもある

ことから、前戦略の枠組みを維持し、これまでの取組状況や改定の基本的な考え方等を踏まえ、

生物多様性の保全の取組を位置づけていきます。また、生態系エリアの取組状況に目を向ける

と、土地利用の状況などにより生物多様性の保全に関連する取組についてエリアごとに特徴が

あることから、その特徴を踏まえるとともに、市内河川の流域に着目した取組についても検討

し、取組を進めていきます。 

さらに、将来ビジョンの実現に向けて、前戦略のリーディング・プロジェクトを着実に進め

るとともに、本市の生物多様性の保全に関する取組を充実させ、戦略的に進めるための視点を

設定していきます。 

 

（３）これまでの取組状況や課題に応じた取組の充実・強化 

これまでに、学校等と連携して実施した生き物情報の募集や、「かわさき生き物マップ」を

活用した生き物情報募集には多くの情報が寄せられ、また集まった情報を活用した企画展には

多くの市民が来場するなど、生き物や自然への関心は高まってきている実感があります。一方

で、生物多様性という言葉の認知度はあまり高くなく、生き物や自然への関心の高まりと生物

多様性への理解とのリンクが弱いことが示唆されていることから『人と生き物のつながり』を

強めるため、多くの人が生物多様性を意識し、人と生き物との関わりについてさらに理解を深
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めるような取組を進めていきます。 

また、保全対象としているまとまりのある樹林地等については、保全施策等に取り組んでき

ましたが、一部においては保全施策が未実施の場所もあり、また生態系ネットワーク（エコロ

ジカルネットワーク）の形成についても、市域全体に広げていくには、期間を要するものです。

都市において生物多様性を確保し、『生き物のつながり』を強めるために、「緑の基本計画」

にあるように、まとまりのある緑において生き物の生息・生育拠点としての質を高めていくと

ともに緑と水のネットワークを拡充する取組を進めていきます。 

一方で、生き物の多くは市域の自然環境だけでなく周辺地域の自然環境も活用することから、

近隣他都市との連携した取組を進めていきます。 

さらに、様々な緑の場で活動する多くの主体の活動を支え、継続的な活動となるよう人材を

育成・支援し、緑に関する活動者の育成や技術・意識等を高める取組を進めていきます。 

「かわさき生き物マップ」の運用や生き物調査の実施により、様々な生き物情報を蓄積する

とともに発信していますが、『情報のつながり』を強めるため、情報収集の継続と併せて、わ

かりやすく、効果的に発信することや生物多様性に関する情報の拠点と連携して取組を進めて

いきます。 

 

（４）川崎市環境関連施策等との連携 

生物多様性の保全の取組には、緑地の保全や緑化の推進等とともに、地球温暖化対策や良好

な水環境の保全等、様々な環境関連施策等との関わりがあります。こうしたことから、本市の

環境行政を総合的かつ計画的に推進するための基本となる計画である「環境基本計画」や、

「緑の基本計画」及び「地球温暖化対策推進基本計画」をはじめとする、生物多様性の保全等

に関連する主な計画（P.16 参照）と連携し、取組を進めていきます。 
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第３章 戦略の基本的事項 

 

新たな戦略における基本的事項は次のとおりです。 

 

１ 戦略の基本的な考え方 

戦略の基本的な考え方と３つの視点 

○生物多様性に配慮した環境づくりによって生き物がつながること 

・人と生き物との関わり方の調和を図っていくこと 

・地域本来の自然環境を保全、再生して、多様な生き物が生息・生育できるようにしていくこと 

・様々な生物多様性に関する情報をつないで利活用していくこと 

 

２ 戦略の位置づけ 

  本戦略は、本市の特徴を踏まえ、人と生き物との“つながり”に主眼をおいた生物多様性基本

法に基づく地域戦略です。 

（１）他の計画との関係 

   本戦略は、環境基本計画の「主な環境分野」のうち、「自然共生」分野を主に担うもの

として位置づけられますが、市の施策を生物多様性の観点から横断的に体系整理し、生物

多様性に関する取組等を総合的かつ計画的に推進するための指針であり、環境分野のみな

らず、様々な行政施策に作用する性質のものです。 
   こうしたことを踏まえ、本戦略では、本市における生物多様性の保全の視点と基本的な

考え方を表すとともに、取組の方向性と推進策（リーディング・プロジェクト、基本施策、

生態系エリアごとの取組の方向性）を示すこととし、具体的な取組の実施においては、関

連する計画・施策において各計画の目標等と整合を図りつつ戦略の考え方を取り入れて実

施していきます。 

 

図 3-1 生物多様性かわさき戦略の位置づけ 

 

（２）戦略でめざすもの 

   この戦略において主としてめざすものは次のとおりです。 

・多様な主体との連携による生物多様性配慮の推進 

・地域環境の質的な向上 

・市域全体でのエコロジカルネットワークの構築 

・保全と利活用のバランスに立った都市と自然との共生 
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第 3 章 戦略の基本的事項      

３ 戦略の期間と対象区域 

●戦略の計画期間は、令和 4（2022）年度から令和 12（2030）年度までとする 

●戦略の対象とする区域の範囲は川崎市全域とする 

   なお、計画期間内であっても、国の生物多様性の保全の取組等の動向や社会情勢変化等を踏

まえ、必要に応じ戦略を見直していきます。 

 

４ 基本理念と基本方針 

本市が生物多様性の保全に取り組む背景や地域特性を踏まえて、戦略の基本理念と、具体的な

取組を進めていくうえでの基本方針は次のとおりです。 

（１）基本理念 

「多様な緑と水 人や生き物がつながり 都市と自然が共生するまち 

かわさき」 

   本市は、多摩・三浦丘陵や多摩川、多摩川に沿って形成された多摩川低地等の緑や水等の自

然環境を背景に発展してきました。日本の高度経済成長期とともに大都市として成長し、都市

化の進んだ本市においても、多様な自然環境や生き物、人間活動によって形成された市特有の

生物多様性によって、地域文化を育み、生活にうるおいを与え、食やレクリエーションなど、

多くの恵みがもたらされています。引き続き、本市が発展していくためには、これまでと同様

に、生物多様性を地域の財産として捉え、多様な生き物に配慮して生息・生育環境を保全・再

生・創出するとともに、バランスよく利活用していく必要があります。 

また、近年の自然災害の激甚化などの状況を踏まえ、安全・安心で持続可能なまちづくりに

向けて、脱炭素化に向けた取組や、市域外の自然のめぐみを有効に活用していく資源循環の取

組とともに、地域特性に応じた緑地保全・緑化の取組などにより、都市と自然が共生していく

ことが大切です。 

そのためには、多様な自然や文化への関心や配慮意識を高めるとともに、実際に取り組むこ

とで生物多様性への理解や配慮意識を広めることや、子どもたちの自然等への探求心や生物多

様性保全の観点に立った活動を実践する人材を育むことが重要です。また、生態系の健全性の

確保・回復に向けて、生き物の生息・生育拠点となる緑や水を守るとともに、生息・生育の中

継点としてつなぐことや、まちなかに生息・生育の拠点を創ることが重要です。そして、生物

多様性に関する様々な情報を集めるとともに、効果的な発信や多様な主体による取組につなが

るようわかりやすく伝えることが重要です。なお、新型コロナウイルス感染症の影響によるラ

イフスタイルの変化も見極めながら取組を進めることも重要です。 

さらに、「環境基本計画」における基本方針の一つである「力強くしなやかで持続可能な都

市づくりに取り組む」においても、様々な自然の恵みは循環や再生を繰り返しながら、生命を

支え続けており、私たちが人間らしくすこやかに暮らしていくためには、様々な環境資源への

理解と共生が不可欠であるとしています。 

こうしたことから、多様な水と緑を背景に、人と生き物とのつながりをさらに強化し、都市

と自然が共生するまちをめざしていくことを基本理念とします。 
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第 3 章 戦略の基本的事項 

（２）基本方針 

   3 つの基本方針については、次のとおりです。 

基本方針Ⅰ 人と生き物をつなげる 

生物多様性への配慮意識を広め、子どもたちの自然等への探求心や地域で活動する人材

を育むことで、人と生き物をつなげます 

 

基本方針Ⅱ 生き物をつなげる 

生き物の生息・生育環境となる拠点や回廊（コリドー）等の自然環境を守り、つなげて

質を高め、さらに創り出すことで、生き物をつなげます 

 

基本方針Ⅲ 情報をつなげる 

生物多様性に関する様々な情報や知見を集めて、効果的に発信することで伝え、情報を

つなげます 
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第 3 章 戦略の基本的事項      

５ 将来ビジョン 

  前戦略策定後、様々な取組を推進していますが、人と生き物との関わりを深めることは、引き

続き大切です。また、“生き物をつなげる”観点では、有機的な緑と水のネットワーク（エコロ

ジカルネットワーク）が重要であり、その構築に向けて、生き物の生息・生育拠点の保全、拠点

と拠点をつなぐ回廊（コリドー）を保全・整備していくとともに、拠点の少ないまちなかなどに

おいて、公園や学校等の公共施設を中心に緑化や水辺整備等の推進により小拠点を創出していく

ことが重要です。そして、情報をつなげるとともに多様な主体による取組につなげるため、必要

な情報の収集と発信が重要です。 

  本市の生物多様性の保全の取組を推進していくため、3 つの基本方針“人と生き物をつなげる”、

“生き物をつなげる”、“情報をつなげる”ごとに前戦略で設定した戦略でめざす将来の姿を更

新し、その実現した姿として将来ビジョンを示します。なお、将来ビジョンについては、計画期

間にとらわれず、長期的な視点を持って示しています。 

 

表 3-1 戦略でめざす川崎らしい将来の姿 

基本方針 戦略でめざす将来の姿 

Ⅰ 

人と生き

物をつな

げる 

・環境に配慮したライフスタイルが浸透し、日常的に実践されている。 

・市民、事業者等の活動の場が、生物多様性を広める場や人材を育む場となってい

る。 

・小学校等で自然や生き物への探求心を育むような環境学習が推進されている。 

・生物多様性に関する理解が深まり、多くの市民・事業者の間で普及している。 

・生物多様性の観点に立った活動を実践する人材育成が推進されている。 

・身近な自然と関わる機会・生き物とふれあう機会が増加している。 

Ⅱ 

生き物を

つなげる 

・生き物の生息・生育の拠点となる緑地や農地、公園等が保全されるとともに、生物

多様性への配慮意識の浸透により、生き物の生息・生育環境としての質が向上して

いる。 

・拠点をつなぐ回廊（コリドー）の保全・整備が進められるなど、生物多様性に配慮

した有機的な緑と水のネットワーク（エコロジカルネットワーク）の構築に向けた

取組が進んでいる。 

・公共施設等を中心とした緑化や水辺整備等や、家庭での緑化の取組が、まちなかの

小さな拠点として創出されている。 

Ⅲ 

情報をつ

なげる 

・生物多様性に関する情報の基盤づくりが進み、情報の収集発信がされている。 

・環境や生き物、文化など様々な分野の施設等において、情報や地域の市民活動や事

業者等の取組、ノウハウの収集蓄積、発信等の機能が充実し、ネットワーク化して

情報の拠点として利活用されている。 

・大学等と連携し、生物多様性に関する新たな知見づくりや研究が進んでいる。 

・情報の拠点が、人と人、人と生き物をつなぐ拠点となり、生物多様性に関する情報

交流の場として機能している。 

・情報の拠点では、立地する周辺地域の関連性の高い情報が蓄積されているととも

に、電子的情報とともに、地域の既往資料や生き物の標本等、電子化されない情報

が適切に保管され、可能な限り利活用されている。 
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「基本方針Ⅰ 人と生き物をつなげる」の将来ビジョン 

小学校や市民活動の場（緑の活動団体の活動拠点）、みどりの事業所などの場が、子どもた

ちの自然などへの探求心等を育む場、生物多様性を広める場や人材を育成する場となっている

こと等が戦略でめざす将来の姿です。今あるそれらの場所が、探求心を育む場、広める場や育

成する場となっていることを将来ビジョンとして示します。 

 

「基本方針Ⅱ 生き物をつなげる」の将来ビジョン 

有機的な緑と水のネットワークが重要であり、その構築に向けて、生き物の生息・生育の拠

点の保全、拠点と拠点をつなぐ回廊（コリドー）の保全・整備、重点的に緑化を推進する地区

（緑化推進重点地区）における緑化の取組、まちなかの豊かな小拠点の整備等が戦略でめざす

将来の姿です。市内河川の流域に着目し、緑の基本計画における「自然的環境の分布図」を元

に、「川崎市公園・緑地等位置図（令和元年度版）」などを地図に落とし込むことにより、流

域ごとの特徴を踏まえたエコロジカルネットワークが形成されていることを将来ビジョンとし

て示します。 

なお、「河川と樹林地や農地とのつながり」に着目して、「生き物の生息・生育の拠点とな

る場所（拠点（コア））」と「拠点（コア）と回廊（コリドー）のつなぎ目である結節点」を

流域ごとに位置づけます。また、流域については、実際の河川流域にとらわれず、本市の地域

特性や生態系エリアの特徴を踏まえるなど、生物多様性の視点を持って示しています。（流域

ごとに取りまとめた内容は「第 4章 3 生態系エリアごとの取組の方向性」参照） 

 

「基本方針Ⅲ 情報をつなげる」の将来ビジョン 

情報拠点の充実と情報拠点を活用した情報収集発信が戦略でめざす将来の姿です。今ある市

が管理又は関係する施設等の場所が、生物多様性に関する情報発信の拠点となり、情報収集発

信を行っていることを将来ビジョンとして示します。 

 

さらに、生き物の多くは近隣他都市の自然環境を活用しながら生息・生育していることから、

多摩丘陵・多摩川崖線や、多摩川や鶴見川、市域を跨ぐ流域などによる近隣他都市とのつながり

を示します。 

 

  表 3-1 の「戦略でめざす川崎らしい将来の姿」を実現したものとして、図 3-2～3-4 で 3 つの基

本方針ごとの将来ビジョン図を、図3-5で近隣他都市とのつながりの図を示し、さらに、図3-6で

基本方針ごとの3つの図を重ね合わせ、近隣他都市とのつながりを加えた戦略でめざす将来ビジョ

ン図を示します。 
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図 3-3 「基本方針Ⅱ 生き物をつなげる」将来ビジョン図 

図 3-2 「基本方針Ⅰ 人と生き物をつなげる」将来ビジョン図 

【将来の姿】 
・環境に配慮したライフスタイルの浸透・実践 
・市民・事業者等の活動の場が、生物多様性を

広める場等となる 
・小学校等での環境教育・環境学習の推進 
・生物多様性への理解が深まり、普及 
・自然や生き物とのふれあいの機会の増加 

【将来の姿】 
・生き物の生息・生育の拠点となるような緑地

や農地、公園等の保全 
・回廊（コリドー）の保全などにより、緑と水

のネットワーク構築に向けた取組の推進 
・公共施設等や家庭での緑化推進によるまちな

かの拠点の創出 
 

⑧三沢川下流生態系エリア 

⑧三沢川下流生態系エリア 

（令和４年３月） 
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図 3-4 「基本方針Ⅲ 情報をつなげる」将来ビジョン図 

図 3-5 近隣他都市とのつながり 

近隣他都市とのつながり 

「多摩・三浦丘陵の緑と水景に関する

広域連携会議」において設定された

「広域連携トレイル（10 の緑と水景の

環）」のうち、川崎市地域を含む 3 つ

の環を示すことで、近隣他都市とのつ

ながりを表す 

【将来の姿】 
・生き物等の情報収集、発信の基盤づくり 
・様々な分野の施設における市民・事業者の取

組等の収集蓄積、発信の充実 
・情報の共有化とネットワークづくり 
・生き物情報、知見などの充実 
・情報の拠点が生物多様性情報の交流の場 

⑧三沢川下流生態系エリア 
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生物多様性かわさき戦略 将来ビジョン 

図 3-6 戦略でめざす将来ビジョン図 

⑧三沢川下流生態系エリア 

回廊（コリドー） 

回廊（コリドー） 

（令和４年３月） 
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第４章 生物多様性の保全に向けた施策 

 

本戦略では、基本理念の実現に向けて総合的に施策を推進するため、次のように体系を整理して

取組を進めていくこととします。 

３つの基本方針ごとに、取組の柱となる施策別取組方針を定め、各方針に沿って、本市で実施し

ている様々な関連施策を体系的に整理し、推進していきます。また、各方針に即したリーディン

グ・プロジェクトを設定し、取組を牽引していきます。加えて、生態系エリアごとの特徴を踏まえ

た取組の方向性を定めます。 

 

＜施策別取組方針＞ 

  基本方針を踏まえ、具体的な取組につなげていくための方向性を示す柱となる施策別取組方針

を定めます。 

 

＜基本施策＞ 

  施策別取組方針に即して、関連施策を体系的に整理し、基本施策を示します。 

 

＜リーディング・プロジェクト＞ 

  戦略の推進にあたって、重要な取組を施策別取組方針に即してリーディング・プロジェクトと

して設定します。 

 

＜生態系エリアごとの取組の方向性＞ 

  生態系エリアごとの特性を踏まえた取組の方向性を示します。 
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図 4-1 施策体系のイメージ 
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第 4 章 生物多様性の保全に向けた施策 

 

生物多様性の保全に向けた施策体系については、次のとおりです。 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-2 戦略の施策体系 
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理念 

【基本方針】 【施策別取組方針】 

●基本方針Ⅰ 

“人と生き物をつなげる” 

生物多様性への配慮意識を広め、子

どもたちの自然等への探求心や地域

で活動する人材を育むことで、人と

生き物をつなげます 

●基本方針Ⅱ 

“生き物をつなげる” 

生き物の生息・生育環境となる拠点

や回廊（コリドー）等の自然環境を

守り、つなげて質を高め、さらに創

り出すことで、生き物をつなげます 

●基本方針Ⅲ 

“情報をつなげる” 

生物多様性に関連のある様々な情報

や知見を集めて、効果的な発信によ

り伝えることで、情報をつなげます 

広める 

育む 

人と生き物との関わり方への理解や環境

配慮意識を広める 

生物多様性の保全に取り組む人材を育む 

守る 

つなぐ 

創る 

生き物の生息・生育の拠点となる緑や

水を守る 

生き物の生息・生育環境をつなぐ 

まちなかに生き物の生息・生育の拠点

を創る 

集める 

伝える 

生物多様性に関する様々な情報を集める 

生物多様性に関する様々な情報をわか

りやすく伝える 
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【基本施策及びリーディング・プロジェクト】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【戦略的に取り組む視点】生物多様性への配慮意識の更なる浸透 

【戦略的に取り組む視点】生態系エリアや流域の特徴を踏まえたエコロジカルネットワークの形成 

【戦略的に取り組む視点】地域資源を活用するなど情報発信の充実 

基本施策（１）生物多様性への配慮意識の普及と環境配慮型ライフスタイルの促進 

 

 

 

リーディング・プロジェクト 環境配慮意識を広めて人と生き物をつなげるプロジェクト 
①地域の魅力を発見する ②生物多様性について理解を深める ③生物多様性に配慮して活動する 

基本施策（２）生物多様性の保全に関わる環境教育や人材育成の推進 

 

リーディング・プロジェクト 人材を育んで人と生き物をつなげるプロジェクト 
④子どもたちが自然とふれあい学ぶ ⑤生物多様性の保全に取り組む人材を育成する 

基本施策（３）生き物の生息・生育の拠点となる樹林地、農地、水辺地等の保全 

 
リーディング・プロジェクト 生き物のすみかを守って生き物をつなげるプロジェクト 

⑥拠点となる樹林や農地を保全する ⑦良好な水環境を保全する 

基本施策（４）生き物の生息・生育環境をつなぐ緑と水のネットワークづくり 

 
リーディング・プロジェクト 緑と水をつなげたコリドーで生き物をつなげるプロジェクト 

⑧河川を活用して拠点をつなげる ⑨広域的に生き物の生息・生育環境をつなげる 

基本施策（５）まちなかの生き物の生息・生育の拠点の創出、育成 

 
リーディング・プロジェクト まちなかに拠点を創って生き物をつなげるプロジェクト 

⑩生き物に配慮した公園づくり ⑪生き物に配慮した緑化地づくり 

基本施策（６）生物多様性に関する様々な情報の収集と調査、研究の推進 

 
リーディング・プロジェクト 調査や知見等を集めて情報をつなげるプロジェクト 

⑫市域の生き物について調べる ⑬生物多様性の新たな知見をつくる 

基本施策（７）生物多様性に関する様々な情報の利活用の推進 

 

 

 

リーディング・プロジェクト 地域間、主体間で伝えて情報をつなげるプロジェクト 
⑭生き物情報を“見える化”する ⑮情報を活用してネットワークを構築する 
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１ 施策別取組方針 

基本方針を踏まえ、具体的な取組につなげていくための方向性を示す柱となる施策別取組方針

は次のとおりです。施策別取組方針に即して、基本施策及びリーディング・プロジェクトを設定

します。 

 
（１）基本方針Ⅰ“人と生き物をつなげる”の施策別取組方針 

 ●「広める」：人と生き物との関わり方への理解や環境配慮意識を広める 

 ●「育む」：生物多様性の保全に取り組む人材を育む 

 
これまで、前戦略に基づき、「地域の魅力を発見する取組」、「生物多様性について理解を

深める取組」、「生物多様性に配慮して活動する取組」、「子どもたちが自然とふれあい学ぶ

取組」、「生物多様性の保全について取り組む人材を育成する取組」を実施してきました。生

き物や自然への関心は高まってきている実感がある一方で、生物多様性への理解とのつながり

が弱いことが示唆されていることから、基本的な方向は変えずに取組を進める必要がありま

す。また、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に伴う生活様式の変化を踏まえた対応も重要

です。 
こうしたことから、多くの人が、身近な自然や生き物、文化等と触れ、それらへの関心や配

慮意識を高めるとともに、実際に取り組むことで生物多様性への理解や配慮意識を「広める」

取組、子どもたちの自然や生き物への探求心や生物多様性保全の観点に立った活動などを実践

する人材を「育む」取組を進めていきます。 
 

（２）基本方針Ⅱ“生き物をつなげる”の施策別取組方針 

 ●「守る」：生き物の生息・生育の拠点となる緑や水を守る 

 ●「つなぐ」：生き物の生息・生育環境をつなぐ 

 ●「創る」：まちなかに生き物の生息・生育の拠点を創る 

 
「樹林や農地を保全する取組」、「良好な水環境を保全する取組」、「河川の活用や広域的

に生き物の生息・生育環境をつなげる取組」、「生き物に配慮した公園や緑化地づくり」など

を実施してきました。生き物の生息・生育拠点の保全やエコロジカルネットワークは形成して

きていますが、「緑の基本計画」にもあるように、まとまりのある緑において生息・生育拠点

として緑の質を高めていくとともに、緑と水のネットワークを拡充するため、基本的な方向は

変えずに取組を進める必要があります。 
こうしたことから、生き物の生息・生育拠点となる樹林地等や多面的な機能を有する農地を

守るとともに、水環境も「守る」取組、生息・生育拠点の中継点の保全・創出にもつながる

「多自然川づくり」の視点を取り入れた河川整備など、生き物の生息・生育環境を「つなぐ」

取組、生き物に配慮した公園等の整備や民有地における緑化等、まちなかに生き物の生息・生

育拠点を「創る」取組を進めていきます。 
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（３）基本方針Ⅲ“情報をつなげる”の施策別取組方針 

●「集める」：生物多様性に関する様々な情報を集める 

●「伝える」：生物多様性に関する様々な情報をわかりやすく伝える 

 

「生き物について調べる取組」、「新たな知見をつくる取組」、「生き物情報を“見える化”

する取組」、「情報を活用してネットワークをつくる取組」を実施してきました。様々な情報

を蓄積し発信してきましたが、引き続き情報を集めるとともに、わかりやすく効果的に発信す

るため、基本的な方向は変えずに取組を進める必要があります。また、ICT（情報通信技術）の

活用や DX（デジタルトランスフォーメーション）の進展に対応していくことも重要です。 

こうしたことから、自然環境や生き物情報とともに、生物多様性と関連のある気候変動・地

域環境の情報など様々な情報を「集める」取組、集めた情報の効果的な発信や多様な主体によ

る取組につなげるためにわかりやすく情報発信する等「伝える」取組を進めていきます。 
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２ 基本施策等について 

  施策別取組方針に即して、関連施策を体系的に整理して、基本施策を示すとともに、戦略の推

進にあたって重要な取組をリーディング・プロジェクトとして設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本施策（１）生物多様性への配慮意識の普及と環境配慮型ライフスタイルの促進 

 

 

リーディング・プロジェクト 環境配慮意識を広めて人と生き物をつなげるプロジェクト 
①地域の魅力を発見する 
②生物多様性について理解を深める 
③生物多様性に配慮して活動する 

基本施策（２）生物多様性の保全に関わる環境教育や人材育成の推進 

 

 

リーディング・プロジェクト 人材を育んで人と生き物をつなげるプロジェクト 
 ④子どもたちが自然とふれあい学ぶ 
 ⑤生物多様性の保全に取り組む人材を育成する 

基本施策（３）生き物の生息・生育の拠点となる樹林地、農地、水辺地等の保全 

 

 

リーディング・プロジェクト 生き物のすみかを守って生き物をつなげるプロジェクト 
 ⑥拠点となる樹林や農地を保全する 
 ⑦良好な水環境を保全する 

基本施策（４）生き物の生息・生育環境をつなぐ緑と水のネットワークづくり 

 

 

リーディング・プロジェクト 緑と水をつなげたコリドーで生き物をつなげるプロジェクト 
 ⑧河川を活用して拠点をつなげる 
 ⑨広域的に生き物の生息・生育環境をつなげる 

基本施策（５）まちなかの生き物の生息・生育の拠点の創出、育成 

 

 

リーディング・プロジェクト まちなかに拠点を創って生き物をつなげるプロジェクト 
 ⑩生き物に配慮した公園づくり 
 ⑪生き物に配慮した緑化地づくり 

基本施策（６）生物多様性に関する様々な情報の収集と調査、研究の推進 

 

 

リーディング・プロジェクト 調査や知見等を集めて情報をつなげるプロジェクト 
 ⑫市域の生き物について調べる 
 ⑬生物多様性の新たな知見をつくる 

基本施策（７）生物多様性に関する様々な情報の利活用の推進 

 

 

リーディング・プロジェクト 地域間、主体間で伝えて情報をつなげるプロジェクト 
 ⑭生き物情報を“見える化”する 
 ⑮情報を活用してネットワークを構築する 

図 4-3 基本施策及びリーディング・プロジェクト 
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（１）基本施策 

   施策別取組方針に即した 7つの基本施策を示します。 
   生物多様性の保全の取組は、SDGs の推進の基盤となることから、ここでは 7 つの基本施策と

SDGs の 17 のゴールとの関連性を示します。主に関連するゴールは 6、11、12、15、17 ですが、

基本施策との関連においては幅広く捉えています。 

 
 

 
 
 

生物多様性は、私たちに多くの自然の恵みを与え、生活を支えているものです。それを保全

し、将来の世代に引き継ぐため、生物多様性への関心を深め、配慮意識を浸透させていくこと

が重要です。 
生物多様性への関心を深めるには、生物多様性から得られる自然の恵みにふれることが重要

であることから、身近な自然や生き物、食べ物や文化等を発見・体験できるような取組を進め

ていきます。また、緑地保全・緑化の取組、地球温暖化対策や動物愛護の取組など、生物多様

性と関連する様々な機会を捉えて、普及啓発・広報の取組を進めていきます。 
外来種については、それらが引き起こす問題や、影響をこれ以上拡げないための国による予

防三原則など、認識を高める普及啓発の取組を進めていきます。なお、対応が必要な外来種が

確認された場合には、国や県、関連部署と連携しながら、適切な取組を行っていきます。 
また、家庭や職場など身近で取り組める生物多様性への配慮事例の紹介や既存の助成制度や

表彰制度などにより生物多様性に関する取組等を認定する等により、実践につなげていきます。 
このような取組により、人と生き物との関わりについて理解を促し、生物多様性への配慮意

識を浸透させていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

基本施策 

“生物多様性への配慮意識の普及と環境配慮型ライフスタイルの促進” 

自然観察会 多摩川水辺の楽校シンポジウム川崎 

施策別取組方針

「広める」 
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私たちの暮らしが市域内外の自然の恵みに支えられているなど、生物多様性の重要性を認識

し、さらに行動へと結びつけていくことが重要です。 
特に、次世代を担う子どもたちの環境への配慮意識を醸成する上では、小学校等での環境教

育・環境学習を推進していくことが重要です。子どもたちにとっては、遊びを通じて学ぶ手法

が有効であり、児童・生徒が楽しみながら学び、自然環境や環境問題等への関心を育めるよう

な教材や出前授業等の充実を図ります。また、子どもの頃から地域の自然や生き物、文化等を

知り、体感することで、生物多様性への興味や関心につながるきっかけとなることから、自然

や生き物等に関する環境教育・学習の取組を進めていきます。 
生物多様性の保全に向けては、様々な取組を通じて、環境保全の活動や取組が実践されてい

ますが、継続的に実践されるには、積極的に活動に取り組む人材の育成が重要です。緑地保全

や緑化推進、農の担い手、地域の自然や生き物を伝える人材等、生物多様性の保全に積極的に

取り組む人材の育成を進めていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

基本施策 

“生物多様性の保全に関わる環境教育や人材育成の促進” 

出前授業の様子 観察教材の例 
（みんなで生きものしらべ KAWASAKI） 

施策別取組方針

「育む」 
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本市においては、多摩丘陵、多摩川崖線、多摩川、海が市域の骨格を形成し、重要な自然的

環境資源となっています。多摩丘陵には、丘陵地や台地の畑、果樹園、谷戸の樹林などまとま

りのある緑が、多摩川崖線には崖線上に樹林地が残り、多摩川に沿って広がる低地には、農地

の分布が多く見られるとともに、多摩川をはじめとする河川や水路等が市内全域に分布し、そ

れらが生物多様性を育む重要な役割を担っています。また、樹林地、農地、水辺地等は、雨水

を貯留する機能を有しており、雨水の流出を抑制し、浸水被害の軽減に寄与することから、防

災・減災の機能も有しています。 
こうした生き物の生息・生育環境を守る取組として、風致や景観に優れ、動植物の生息・生

育地として保全する必要がある樹林地について「特別緑地保全地区」の指定に向けた取組を進

めるほか、緑の保全地域の指定や緑地保全協定の締結拡大などにより、樹林地の保全の取組を

進めていきます。このような制度により保全された樹林地の維持・再生にあたって策定される

「保全管理計画」においては、地区の植生等に応じた生物多様性に配慮した計画策定を進めて

いきます。さらに、環境、防災、教育及び文化等の多面的な機能を有する都市農地の維持・保

全を進めていきます。 
また、良好な水環境の保全に向け、水環境の構成要素である水質、水量、水生生物、水辺地

の要素を総合的に捉えた取組を進めていきます。また、市民の水辺に親しむ機会を創出するこ

とで、水環境への配慮意識の向上を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

基本施策 

“生き物の生息・生育拠点となる樹林地、農地、水辺地等の保全” 

緑地保全活動の様子 水辺に親しむ取組の様子 

施策別取組方針

「守る」 
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生き物の生息・生育の拠点となる樹林地等を保全していくとともに、生き物の生息・生育拠

点をつなぐ取組が重要です。このためには、河川流域に着目しながら、市街地にある小さな緑

や街路樹、河川・水辺地などの整備・保全などによって、緑と水のネットワークを形成してい

くことが重要です。 
河川については、その改修の機会を捉え、水を楽しめる親水空間及び多様な生態系を育む水

辺空間の整備や、良好な自然環境の残る河川については、治水安全度を考慮しながら可能な限

りその状態を維持していきます。また、水環境に対する関心を高めるための取組を、市民等と

共に実施し、市民参加を促進していきます。 
また、生き物は市域にとどまらず周辺の自然環境を利用することから、多摩丘陵や河川流域、

海域でのつながりに着目し、国や県、近隣他都市等との連携した取組等により、広域的な緑と

水のネットワークづくりに向けた取組を進めていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

基本施策 

“生き物の生息・生育環境をつなぐ緑と水のネットワークづくり” 

近隣他都市と連携した取組の例 
（多摩・三浦丘陵ネットワークでの取組） 

環境に配慮した河川環境整備の例 
（平瀬川） 

施策別取組方針

「つなぐ」 
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都市化が進んだ本市において、エコロジカルネットワークを形成していくためには、多摩丘

陵や多摩川崖線に残る樹林地等を守っていくとともに、生き物の生息・生育拠点の少ない市街

地での生息・生育環境を整えていくことが重要です。 
まとまった広さのある公園において生き物の生息空間となり得る緑地の保全と創出、市民生

活に身近にある公園等においても草地、池等の維持・創出に取り組みます。また、人工の建築

物の多い都市部や臨海部においては、公共施設や民有地等における屋上、壁面等での緑化の取

組や、住宅や街角の小スペースなどを利用した花壇づくり、公共用地等のビオトープ整備の推

進など、まちなかに生き物の生息・生育拠点を創出・育成する取組を進めていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

基本施策 

“まちなかの生き物の生息・生育の拠点の創出、育成” 

生田緑地初山地区 梶ヶ谷第一公園 

施策別取組方針

「創る」 
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生物多様性に関する情報には、地域の自然環境や生き物の情報のほかに、地球温暖化や気候

変動に関する情報、大気・水等の地域環境や資源循環に関する情報など様々な情報があること

から、適切に集めるとともに、整理することが重要です。 
市域の自然環境に関する情報や生き物の情報、大気・水等の地域環境や資源循環の情報等に

ついて、引き続き収集し、整理していきます。生き物の情報については、希少種など取り扱い

には注意が必要なものもありますが、その情報を集めて蓄積していきます。身近な生き物情報

を募集し、伝えるツールである「かわさき生き物マップ」の運用などにより、市民が生き物に

ふれあう機会をつくるとともに、市民から情報を集めるような取組を進めていきます。また、

生き物の生息・生育環境や自然環境への影響なども課題となっている地球温暖化や気候変動に

関しては、例えば気温分布など生活とも関係のある情報もあることから、情報を集めるととも

に発信していきます。 
   その他、教育機関による樹林地等をフィールドとした調査・研究や、教育機関や民間事業者

と連携し、市のフィールド等を活用した共同研究を進めていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

基本施策 

“生物多様性に関する様々な情報の収集と調査、研究の推進” 

樹林地等をフィールドとした大学との研究 河川での生き物調査 

施策別取組方針

「集める」 
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生物多様性の保全に関する様々な情報については、幅広い分野に渡る様々な情報が関わって

おり、その情報を集めるだけでなく、利活用できるよう伝える取組が重要です。 
身近な生き物情報を募集し、電子地図を活用し情報を伝えるツールである「かわさき生き物

マップ」を運用し、わかりやすく発信していきます。 
市内には、自然環境や生き物情報に関連する普及啓発、環境教育環境学習施設のほか、地域

環境や資源循環に関する施設、動物愛護や国際的な種の保存に取り組む施設など、様々な生物

多様性の情報の拠点となる施設があることから、こうした施設を活用し、情報を効果的に発信

していきます。 
外来生物については、その状況の把握に努め、生物多様性の保全とともに、市民の安全・安

心のため、情報発信等の取組を進めていきます。 
また、地域活動の中でそのような情報が利活用できるよう、多様な主体間の情報交流の促進

に取り組みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

基本施策 

“生物多様性に関する様々な情報の利活用の推進” 

情報交流の例 
（二ヶ領せせらぎ館での情報交流会） 

生き物情報発信の例 
（かわさき生き物マップ） 

施策別取組方針

「伝える」 
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第 4 章 生物多様性の保全に向けた施策 

保全活動の様子 

 

 

【コラム】生き物と里地・里山 

環境省ホームページでは、里地・里山の生態系を次のように説明しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
本市にも里地・里山は残されており、環境省の「生物多様性保全上重要な里地里山」に、多摩区

の生田緑地と麻生区の黒川が選定されています。そのほかにも市の北部を中心に里地・里山が残さ

れています。良好な里山環境を目指して、本市では、公益財団法人川崎市公園緑地協会への運営支

援を通じて里山の保全を担う市民ボランティアの育成を行って

いるほか、既に、継続して活動に尽力いただいている方々の支

援を行っています。また、民間企業や教育機関等との協働によ

る保全や再生に向けた取組なども進めています。 
公益財団法人川崎市公園緑地協会では里山の保全を実践する

ための講座や実技研修等を行っています。自然の中でのボラン

ティア活動はとてもリフレッシュできるという声もあります。

あなたも里山を守る活動に参加してみませんか。 
 

 

【コラム】市内で確認された希少な生き物 

 都市化が進む本市においても、希少な生き物の生息・生育が確認されています。ここでは、その

一部の種を紹介します。 
 
 
 

里地・里山の生態系は、森林や水田、ため池といった様々な環境が入り交じった複雑な環

境で、農業・林業など、様々な人間の働きかけを通じて環境が形成されています。そのた

め、里地里山は我が国の多様な生物相を支える重要な役割を果たしているとともに、人間の

生活・生産活動の場としても重要です。 
しかし昭和 30 年以降、生活や農林業の近代化に伴い二次林や農地の手入れ・利用がなされ

なくなり、地域特有の多様な生物の生息・生育環境の質が低下しつつあります。 
（環境省生物多様性センターホームページより） 

 

キンラン ホトケドジョウ タマノカンアオイ オオタカ 

〔市内で確認された希少種の例〕 

ここでの「希少種」とは、環境省レッドリストあるいは神奈川県レッドデータブックに記載されている種を言います 
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（２）リーディング・プロジェクト等について 

戦略の推進にあたって重要な取組については、施策別取組方針に即したリーディング・プロ

ジェクトにより進めていきます。また、本市における生物多様性の保全の取組において、特に

重要と考えられる視点について、戦略的に取り組む視点として設定します。この視点を持った

取組を、リーディング・プロジェクトに盛り込んでいます。 
 
【基本方針Ⅰ 人と生き物をつなげる】 

 

【戦略的に取り組む視点】基本方針Ⅰにおける戦略的に取り組む視点は、次のとおりです。 

・生物多様性への配慮意識の更なる浸透 

 
 
 
   生物多様性が身近なものであり、生物多様性との関わりを日常の暮らしの中で捉えてもらえ

るような普及啓発が必要です。例えば、環境省の「ＭＹ行動宣言」では、「たべよう」「ふれ

よう」「つたえよう」「まもろう」「えらぼう」の5つの行動を示しており、こういった身近な

取組に本市の特徴を盛り込んで普及啓発する取組や、市内の自然環境にふれることでも生物多

様性を身近に感じられることから、ウォーキングマップなどに、地域で見ることが出来る自然

や生き物を掲載する取組が重要です。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○市民や事業者にとって生物多様性が身近なものであることを知ってもらえるような普及

啓発等、生物多様性への配慮意識の浸透を図る 

ウォーキングマップの例 
（緑（みどり）と農（みのり）の里めぐり） 

× 

身近な取組の普及啓発イメージ 



 

51 
 

第 4 章 生物多様性の保全に向けた施策 

 ア 施策別取組方針「広める」  

  【リーディング・プロジェクト】環境配慮意識を広めて人と生き物をつなげるプロジェクト 
プロジェクトの目的 
・生物多様性への関心を広める →プロジェクト① 
・生物多様性への配慮意識を広める →プロジェクト② 
・市民活動等での生物多様性に配慮した活動を広める →プロジェクト③ 

 
地域の魅力を発見する（プロジェクト①） 
・生態系エリアや地域の特徴に応じた身近な自然や生き

物、文化等を再発見する機会づくりを行い、本市の生

物多様性について考えるきっかけをつくります 

点検する項目 
自然観察会等の実施状況 
【現状（R2）】自然観察会等の実施（47

回）  
具体的取組 取組の概要・方向性等 

自然観察会や環境

調査等の実施によ

り市民が地域の自

然・生き物と親し

む機会の創出 

・緑地や公園等での自然観察会、生き物観察会等の実施 
・自然観察会や生き物観察会などの機会を捉えて、生物多様性への配慮

意識の浸透を図る 
・地域の環境、人と生き物との関わり等の観点を盛り込んだ取組の実施 

みなとにふれ合う

イベントの実施 
・東扇島東公園の人工海浜等を活用した市民参加のイベントの実施 
・地域の環境、人と生き物との関わり等の観点を盛り込んだ取組の実施 

農に関するイベン

トの実施 
・市民農園等での、農業体験、収穫体験の実施 
・農と生態系の関わり等の観点を盛り込んだ取組の実施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体験の様子（柿収穫体験） 
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生物多様性について理解を深める（プロジェクト②） 
・生物多様性との関連のある様々な機会を通じて、持続

可能な社会に向けて身の回りの環境・自然への関心と

配慮の意識を高めます 

点検する項目 
生物多様性に関する普及啓発の実施

状況 
【現状（R2）】アゼリア広報コーナーな

どで展示による普及啓発等を実施  
具体的取組 取組の概要・方向性等 

普及啓発の実施 ・生物多様性のわかりやすい紹介や身近で取り組める事例の紹介など、

普及啓発の実施 
・市内の公園等を紹介する冊子等に生き物情報を追加するなど、既存事

業と連携した普及啓発 
・緑化フェアの機会を捉えた普及啓発の実施 
・ウェブサイトを活用した情報発信など、普及啓発の実施 
・外来種への認識を高めるための普及啓発の実施 

環境イベント等に

おける地球温暖化

対策に関する意識

啓発 

・地球温暖化対策に向けた普及啓発 
・脱炭素社会に向けた普及啓発 
・生物多様性への影響を盛り込んだ普及啓発の推進 

動物の愛護と管理

の促進 
・人と動物の共生をめざしたペット等の終生飼養の呼びかけ等の実施 
・生態系への影響等を含めた啓発の実施 

動物公園を活用し

た環境教育に向け

た意識啓発 

・動物たちとの距離を身近に感じられるふれあいプログラムの実施 
・都市に残る身近な自然の中で、緑の保全の重要性や加瀬山の歴史を学

ぶ体験型プログラムの実施 
・子どもたちの知的好奇心を醸成させる命の教育や環境教育の実施 

 
生物多様性に配慮して活動する（プロジェクト③） 
・生物多様性の保全に向けて、暮らしや市民活動、事業

活動などで、身近で取り組める配慮の取組を示す等、

活動を支援します 

点検する項目 
生物多様性に配慮した活動の状況 
【現状（R2）】緑のボランティア活動箇

所数（2,304 か所）  
具体的取組 取組の概要・方向性等 

身近な生物多様性

配慮の取組の紹介 
・身近で取り組める生物多様性への配慮事例の紹介や普及の実施 
・生物多様性の浸透を図る取組の推進 

「水辺の楽校」の

活動支援 
・多摩川の自然を活用した「水辺の楽校」の活動支援 
・生物多様性との関わりの観点を盛り込んだ活動の促進 

事業所との連携 ・事業所との連携による生物多様性への配慮行動促進に向けた取組の 
推進 

・生物多様性の浸透を図る取組の推進 
生物多様性に配慮

した小さな拠点づ

くり 

・緑化フェアの機会を捉えた庭やベランダなどにおける小さな拠点づく

りに向けた普及啓発 
・地域の環境、生態系への影響等を含めた啓発の実施 
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 イ 施策別取組方針「育む」  

  【リーディング・プロジェクト】人材を育んで人と生き物をつなげるプロジェクト 
プロジェクトの目的 
・次世代を担う子どもたちの環境配慮意識を育む →プロジェクト④ 
・生物多様性に関する環境教育・環境学習を推進する人材を育む →プロジェクト⑤ 

 
子どもたちが自然とふれあい学ぶ（プロジェクト④） 
・子どもたちが自然とふれあうことで、親しみを感じて

もらい、地域の自然や生き物への興味・探求心を育

む、環境教育・環境学習を推進します 

点検する項目 
子ども向け啓発資料の活用状況 
【現状（R1）】環境学習施設利用校の割

合（59.6%）  
具体的取組 取組の概要・方向性等 

身近な生き物観察

教材等の作成・配

布 

・子どもたちに向けた地域の自然や生き物を観察する教材や生き物マッ

プに寄せられた情報を活用した資料の作成・配布 
・かわさき GIGA スクール構想に対応した環境副読本や幼児環境教育プロ

グラム等による環境教育の推進 
・身近な生き物との関わりや地域の自然とふれあう要素を盛り込んだ取

組の推進 
情報の拠点での環

境教育・環境学習

の推進 

・環境に関する様々な施設での環境教育・環境学習の推進 
・教育機関等との連携による公園緑地等の自然環境を活用した環境教育

の推進 
・緑化フェアの機会を捉えた都市におけるみどりに触れ、その大切さを

感じる取組の推進 
・生物多様性の観点を盛り込んだ取組の実施 

ESD や SDGs などの

視点を取り入れた

環境教育・環境学

習の推進 

・学校や地域などにおいて、ESD（持続可能な開発のための教育）や

SDGs の考え方を含め、複合的な視点での環境教育・学習の展開を図る 
・生物多様性の視点を盛り込んだ取組の推進 

「水辺の楽校」の

活動支援 
・多摩川の自然を活用した「水辺の楽校」の活動支援 
・生物多様性との関わりの観点を盛り込んだ活動の促進 

 

生物多様性の保全に取り組む人材を育成する（プロジェクト⑤） 
・講座や自然観察会を通して、地域や職場で生物多様性

の保全を含む環境配慮活動を積極的に実践する人材を

育成します 

点検する項目 
生物多様性に関する講座等の実施状況 
【現状（R2）】地域環境リーダー・緑化

推進リーダー・里山ボランティア講座を

実施（延べ 1,105 人が修了）  
具体的取組 取組の概要・方向性等 

観察会等を通じた

人材の育成 
・人材育成につながるような自然観察会や講座等の実施 
・生物多様性の観点を盛り込んだ取組の実施 

育成講座等の開催

による人材の育成 
・環境学習活動・環境保全活動を率先して実践する人材や地域緑化推進

活動や里山管理活動を実践する人材の育成 
・オンライン化を取り入れた講座等の実施 
・農地の保全や担い手の高齢化や減少等への対応等のため、援農ボラン

ティアを育成 
・生物多様性の観点を盛り込んだ取組の実施 
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【基本方針Ⅱ 生き物をつなげる】 

 

【戦略的に取り組む視点】基本方針Ⅱにおける戦略的に取り組む視点は、次のとおりです。 

・生態系エリアや流域の特徴を踏まえたエコロジカルネットワークの形成 

 
 
 
 
   これまでの取組状況や前戦略の生態系エリアの特徴などから、市内河川の流域において、そ

れぞれ特徴があることがわかったため、流域のある生態系エリアについては、市内河川の流域

ごとに河川と樹林地や農地とのつながりに着目して、取組の方向性を取りまとめることが重要

です。河川と樹林地や農地とのつながりについては、河川沿いにあるまとまりのある緑が存在

する特別緑地保全地区や緑の保全地域、公園等を生き物の「生息・生育拠点」、拠点と回廊

（コリドー）のつなぎ目を「結節点」として取りまとめ、それぞれ特徴に応じた取組が重要で

す。 
   低地の市街地や臨海部など市内河川の流域が無く、また自然的環境の分布の少ない生態系エ

リアについては、緑化推進重点地区を活かしながら、まとまりのある緑が存在する公園や緑道

などを拠点とし、拠点をつなぐ取組として、公共施設等を中心とした緑化や、家庭や事業所に

おける緑化などの取組が重要です。 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

○市内の生態系エリアについては、市内河川の流域のあるエリアや自然的環境の分布が少

ないエリア等、それぞれの特徴を踏まえ、生物多様性に配慮した保全・管理などを実施 

井田山緑地（中原区） 

緑ヶ丘霊園内の森をモデル地区として作業実施 

生き物の生息・生育拠点の例 

⿊川よこみね緑地（麻生区） 南野川特別緑地保全地区 
（宮前区） 

菅生緑地⻄地区（宮前区） 宮前美しの森公園（宮前区） 

「エコシティたかつ」による取組（出典：市 HP） 

学校ビオトープマップ 
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 ウ 施策別取組方針「守る」  

  【リーディング・プロジェクト】生き物のすみかを守って生き物をつなげるプロジェクト 
プロジェクトの目的 
・生き物の生息・生育の拠点を守る →プロジェクト⑥ 
・生き物にとって大切な水環境を守る →プロジェクト⑦ 

 
拠点となる樹林や農地を保全する（プロジェクト⑥） 
・大きなまとまりを形成している樹林地や、小規模であ

っても市民に身近で良好な自然環境を有する樹林地な

ど、生き物の生息・生育環境となる樹林地を保全する

取組を推進します 
・多面的な機能を有する農地の維持・保全に向けた取組

を推進します 

点検する項目 
特別緑地保全地区等の指定等緑地・

農地を守る取組の実施状況 
【現状（R2）】特別緑地保全地区として

累計79か所（137.2ha）、緑の保全地域と

して累計 34 箇所（31.5ha）を指定 

 
具体的取組 取組の概要・方向性等 

多摩丘陵軸・多摩

川崖線軸のつなが

りと身近な緑の保

全・回復・育成 

・大きなまとまりのある樹林地や、市民に身近で良好な自然環境を有す

る樹林地の保全・回復・育成 

農地の保全・活用

と「農」とのふれ

あい推進 

・都市における重要な緑である都市農地の保全 
・生物多様性を含む農地の多面的な機能の保全 

多様な主体の連携

による里地里山の

保全 

・市民、民間企業及び教育機関等との協働による里地里山の保全と活用 

生態系に着目した

緑地保全の推進 
・特別緑地保全地区等における保全管理計画の作成において、特別緑地

保全地区等の植生等に応じた生物多様性に配慮した計画策定の推進 
・生き物の生息・生育環境となる水辺のある公園・緑地等を生物多様性

の拠点として位置づけ 
 

良好な水環境を保全する（プロジェクト⑦） 
・水環境の構成要素である水質、水量、水生生物、水辺

地の 4 つの要素を総合的に捉えた取組を推進すること

により良好な水環境を保全します 

点検する項目 
河川のBOD及び運河部のCODの環境基

準値の適合地点数 

【現状（R2）】河川は 12 地点全地点、運

河部は 3地点中 3地点 
 

具体的取組 取組の概要・方向性等 

水環境の構成要素

を総合的に捉えた

施策の推進 

・水環境を構成する 4つの要素を総合的に捉えた取組の推進 

水辺に親しむ機会

の創出 
・市民の水辺に親しむ機会を創出することによる水環境への配慮意識の

向上 
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 エ 施策別取組方針「つなぐ」  

  【リーディング・プロジェクト】緑と水をつなげたコリドーで生き物をつなげるプロジェクト 
プロジェクトの目的 
・生き物に配慮したコリドーづくりで生き物の生息・生育の拠点をつなぐ 
 →プロジェクト⑧ 
・広域的な視点で緑と水をつなぐ →プロジェクト⑨ 

 
河川を活用して拠点をつなげる（プロジェクト⑧） 
・河川は、場所に応じて条件が異なることから、様々な

環境を踏まえて生き物の生息・生育・植生環境を保

全・創出します 

点検する項目 
多自然整備の実施延長状況 
【現状（R2）】河川改修区間（多自然川

づくり）は平瀬川支川で累計護岸の延長

が 845m  
具体的取組 取組の概要・方向性等 

「 多 自 然 川 づ く

り」の推進 
・河川改修の機会を捉え、自然環境に配慮した「多自然川づくり」の視

点を取り入れた河川整備の推進 
・生き物の生息・生育環境としての観点を盛り込んだ取組の実施 

良好な自然環境を

残す多自然の河川

の維持・再生 

・良好な自然環境が残る河川については、治水安全度を考慮しながら可

能な限りその状態を維持し、整備を行う場合には生態系にも配慮 

市民参加型環境調

査 
・市民参加型の環境調査として、身近な水辺の親しみやすさ調査による

市民協働・連携の推進 
 

広域的に生き物の生息・生育環境をつなげる（プロジェクト⑨） 
・海域や河川流域、丘陵軸において近隣自治体等との連

携した取組を実施します 
点検する項目 
広域連携事業の実施状況 
【現状（R2）】多摩・三浦丘陵の緑と水

景に関する広域連携会議等、広域連携事

業を実施  
具体的取組 取組の概要・方向性等 

海域及び河川流域

の関係自治体、関

係機関との連携の

強化 

・国、近隣自治体と連携した水質保全対策等の推進 
・生物多様性の保全や利用を意識した取組の実施 

広域・近隣自治体

との連携の取組 
・市民・事業者・行政等の協働により広域的な緑や水景を保全・再生・

創出し活用していく取組の推進 
・近隣自治体と連携した取組の検討と実施に向けた調整 

水源地域における

交流事業 
・川崎市の水源の 1 つである丹沢湖がある山北町との協定による、水源

環境保全に係る体験活動等の実施 
 
 
  

図 4-4  

多摩・三浦丘陵（出典：多摩・三浦丘陵トレイル HP） 
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 オ 施策別取組方針「創る」  

  【リーディング・プロジェクト】まちなかに拠点を創って生き物をつなげるプロジェクト 
プロジェクトの目的 
・公共施設を中心に生き物の生息・生育環境を創る →プロジェクト⑩ 
・更なる緑化推進により生き物の生息・生育環境を創る →プロジェクト⑪ 

 
生き物に配慮した公園づくり（プロジェクト⑩） 
・生き物の休息地や隠れ家となるような樹林地、草地の

確保や、多様な樹木の植栽・管理等、生き物に配慮し

た整備等を推進します 

点検する項目 
生き物の生息・生育地整備箇所数等

の状況 
【現状（R2）】開発行為等による帰属等

の公園などとして、5 か所（0.21ha）（累

計 811 か所（137.40ha）が開設  
具体的取組 取組の概要・方向性等 

緑地の保全と緑化

拠点の整備 
・まとまった広さのある公園において、生き物の生息空間となり得る緑

地の保全と緑化拠点により、生物多様性に配慮した整備の実施 
・地域の生態系に配慮した取組の推進 

公園における緑と

水の空間整備 
・とりわけ大規模な公園における生き物の生息空間となり得る緑と水の

空間の整備 
・緑化フェアの機会を捉えた公園の利活用の促進 

 
 

生き物に配慮した緑化地づくり（プロジェクト⑪） 
・地域の生態系に配慮した植栽や、民有地等における屋

上、壁面緑化等を活用した建築物周辺の更なる緑化等

により、生き物の生息・生育に配慮した緑化を推進し

ます 

点検する項目 
創出された緑化地面積や緑化件数 
【現状（R2）】市と事業所等との緑化協

定の締結数は、62 件、緑化地面積 147ha 

 
具体的取組 取組の概要・方向性等 

緑化活動の推進 ・建物の建築等の際における、緑化指針に基づく植栽等に関する指導・

助言による生き物に配慮した自主的な緑化の推進 
・緑化フェアの機会を捉えた生き物の生息・生育に配慮した緑化の推進 
・地域の生態系に配慮した緑化の推進 

事業所における緑

化の推進 
・市内事業所と緑化の推進に関する協定による敷地内の緑化の推進 
・事業所との連携による生物多様性への配慮行動促進に向けた取組の推

進 
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【基本方針Ⅲ 情報をつなげる】 

 

【戦略的に取り組む視点】基本方針Ⅲにおける戦略的に取り組む視点は、次のとおりです。 

・地域資源を活用するなど情報発信の充実 

 
 
 
 
   本市には、かわさき宙と緑の科学館（青少年科学館）をはじめとして、かわさきエコ暮らし

未来館や王禅寺エコ暮らし環境館など、多くの情報発信の拠点があります。より多くの人に市

内の生物多様性に関する情報を発信していくため、これまで「かわさき生き物マップ」を運用

してきたことで蓄積されてきた生き物情報や身近で取り組める事例などを取りまとめ、情報発

信の拠点を活用して展示・広報することが重要です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

情報発信の拠点一覧 

１ 黒川野外活動センター １１ 川崎市公園緑地協会 

２ 王禅寺エコ暮らし環境館 １２ とどろき水辺の楽校 

３ 農業技術支援センター １３ 夢見ヶ崎動物公園 

４ 水とかがやく未来館（長沢浄水場広報施設） １４ ＡＮＩＭＡＭＡＬＬかわさき 

５ かわさき宙と緑の科学館 １５ 川崎市役所 

６ 生田緑地東口ビジターセンター １６ だいし水辺の楽校（大師河原干潟館） 

７ かわさき水辺の楽校（二ヶ領せせらぎ館） １７ 環境総合研究所 

８ 緑化センター １８ 川崎マリエン 

９ 農業振興センター １９ かわさきエコ暮らし未来館 

１０ ＣＣかわさき交流コーナー   

※市が管理又は関係する施設等 

 

○環境や生き物、地域文化等、人と生き物の関わりに関する様々な分野の施設等を地域資

源とした、生物多様性に関する情報発信の充実 

投稿写真の展示 昆虫や鳥の標本の展示 
（かわさき宙と緑の科学館で実施した展示会の様子） 
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 カ 施策別取組方針「集める」  
  【リーディング・プロジェクト】調査や知見等を集めて情報をつなげるプロジェクト 

プロジェクトの目的 
・多様な主体と連携して生物多様性に関する情報を集める →プロジェクト⑫ 
・生物多様性に関する知見を集める →プロジェクト⑬ 

 
市域の生き物について調べる（プロジェクト⑫） 
・様々な事業等で蓄積されている生き物情報を適切に集

めるとともに、多くの主体が活用できるよう情報の整

理を実施します 

点検する項目 
市内の生き物調査実施状況 
【現状（R2）】河川等における調査を実

施  
具体的取組 取組の概要・方向性等 

関連する事業等に

おける生き物調査

の実施 

・市内の生き物の生息・生育状況に関する調査の実施 
・庁内事業で実施している生き物関連情報の収集 

「かわさき生き物

マップ」の運用 
・市民等から身近な生き物の情報を募集し、地図情報としてわかりやす

く発信 
・かわさき GIGA スクール構想に対応したコンテンツを活用した取組の推

進 
・季節ごとの身近な生き物に関する情報の発信 

 
 

生物多様性の新たな知見をつくる（プロジェクト⑬） 
・市が実施する生き物調査における新たに設定した参照

種の活用方法や、生物多様性と関連のある気候変動に

関する情報など、市域の生物多様性に関する様々な知

見を収集します 

点検する項目 
新たな知見の設定・収集状況 
【現状】「きれいな水」の指標魚種の生

息地点割合（新規） 

 
具体的取組 取組の概要・方向性等 

生物多様性に関連

する知見の収集 
・市が実施する生き物調査における参照種の活用方法の検討や緑地の実

態調査による現状把握の実施 
・「きれいな水」の指標魚種の設定・調査の実施 

気候変動に関する

情報の収集 
・市内の気温分布や自然等の持つ暑さ抑制効果の調査など、気候変動に

関する情報などの収集の実施 
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 キ 施策別取組方針「伝える」  

  【リーディング・プロジェクト】地域間、主体間で伝えて情報をつなげるプロジェクト 
プロジェクトの目的 
・川崎市の生物多様性に関する情報をわかりやすく伝える →プロジェクト⑭ 
・活動の情報等について主体を越えて伝える →プロジェクト⑮ 

 
生き物情報を“見える化”する（プロジェクト⑭） 
・身近な生き物等に関する情報を集めるとともに、蓄積

された情報を「かわさき生き物マップ」等を活用し、

効果的に発信します 

点検する項目 
生き物情報の発信状況 
【現状（R2）】生き物マップの投稿件数

（836 件）  
具体的取組 取組の概要・方向性等 

「かわさき生き物

マップ」の運用 
・市民等から身近な生き物の情報を募集し、地図情報としてわかりやす

く発信 
・かわさき GIGA スクール構想に対応したコンテンツを活用した取組の推

進 
・季節ごとの身近な生き物に関する情報の発信 

生物多様性に関す

る施設等での情報

発信 

・情報拠点を活用した、これまでに蓄積してきた生き物情報や身近に取

り組める事例などの発信 
・ウェブサイトを活用した情報発信の実施 

 
 

情報を活用してネットワークを構築する（プロジェクト⑮） 
・生物多様性に関する様々な施設間での情報共有の推進

や、市民、事業者等、主体間での情報交流等を促進し

ます 

点検する項目 
交流の機会等の実施状況 
【現状（R2）】生物多様性推進検討会議

等を通じて生物多様性に関する情報交換

を実施  
具体的取組 取組の概要・方向性等 

生物多様性に関す

る施設等の間での

情報交流の機会づ

くり 

・庁内の情報交流会や各施設を活用して、情報交流の機会づくりの実施 
・生物多様性に関する様々な情報共有の実施 
・オンライン化を取り入れた交流会等の実施 

市民・事業者・行

政の情報交換や意

見交換の場の創出 

・多摩川流域におけるシンポジウム等の開催や情報誌の発行等の情報発

信、学習・啓発活動 
・国、東京湾岸の自治体、事業者や市民団体が参加する東京湾環境一斉

調査を活用した情報発信、学習・啓発活動 
・生物多様性に関する様々な情報共有の実施 
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【コラム】私たちにできること 

 私たちの暮らしを支えている生物多様性の恵みを次世代に引き継いでいくため、身近にできるこ

とはたくさんあります。ここでは一例を紹介します。できることからはじめてみませんか。 
●地元でとれたもの「かわさきそだち」を選んで食べよう！ 
 「かわさきそだち」は川崎市内で生産される安心・安全・新鮮な農産物で

す。地産地消を行うことで、川崎市内の農地の生態系の保全や、輸送に必要な

エネルギーの削減につながります。 
「かわさきそだち」の共同直売所等はホームページで確認できます。 

 
●自然や生き物にふれよう！ 
 市内には、森、里、川、海といった私たちの暮らしを支える貴重

な自然がたくさんあり、多くの生き物が生息しています。身近な自

然や生き物にふれて自然の素晴らしさや季節の移り変わりを感じる

とともに、周りのみんなにも伝えましょう。 
 

●脱炭素社会づくりに貢献する製品への買換え・サービスの利用・ライフスタイルの選択など、地

球温暖化対策に資する「賢い選択」（COOL CHOICE）をしよう！ 
このまま世界の気温が上昇していくと生態系への影響も大きくなることが IPCC（気候変動に関す

る政府間パネル）によって次のとおり予測されています。日頃から地球温暖化対策に資するあらゆ

る「賢い選択」をすることも、生物多様性の保全につながります。 
 

1.5℃上昇→サンゴ礁の70%～90%が消失。昆虫の6%、植物の8%、脊椎動物

の 4%が生息域の半分以上を失う 

2℃上昇 →サンゴ礁の 99%以上が消失。海の生態系の不可逆的消失リス

クが大きくなる。昆虫の18%、植物の16%、脊椎動物の8%が生息

域の半分以上を失う。（出典：1.5℃特別報告書(2018)） 

 

●海洋プラスチックごみの多くが街から川へ、川から海へ流れています。 
海洋プラスチック対策とまち美化のため、ポイ捨ては止めましょう。 
何も対策を取らないでいると、令和 32（2050）年には海洋中に存在するプ

ラスチックごみの重量が魚の重量を上回るとされています。海洋生物がプラ

スチックごみを餌と間違って食べる事例や、プラスチックごみが絡まり傷つ

けられる事例が報告されており、生態系への影響が懸念されています。 
 

●エコラベルのついた環境にやさしい商品を選びましょう。 
 生物多様性の保全等に配慮された食材・原材料の調達や、生産加工や物流工程

において自然資源などに配慮していることを示す「ラベル」がつけられた商品が

あります。エコラベルのついた商品を選んで購入することで生物多様性に配慮す

ることもできるし、生物多様性に配慮している事業者を応援することもできま

す。  出典：環境省環境ラベ
ル等データベース 

COOL CHOICE かわさき 

川崎市 海洋プラスチック 

検索 

検索 

温暖化による生態系への影響予測 

 
町なかで捨てられて 

ここまで流されてきたんだ 

 
引っかかったまま 

取れなくて困ってるんだ 
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３ 生態系エリアごとの取組の方向性 

  改定戦略における生態系エリアについては、前戦略のエリア区分を元に、新たに市内河川の流

域に着目し、地域特性やエリアの特徴を踏まえて、12のエリアを設定します。（図4-5）。また、

河川と樹林地や農地とのつながりに着目して、生き物の生息・生育の拠点となる場所「拠点（コ

ア）※」と、拠点と「回廊（コリドー）※」のつなぎ目である「結節点※」を、流域ごとに取りま

とめ、取組の方向性を示します。なお、取りまとめにあたっては、実際の河川流域にとらわれず、

本市の地域特性や生態系エリアの特性を踏まえるなど、生物多様性の視点を持つとともに、取組

の推進には期間を要することから、長期的な視点をもって取組の方向性を示します。具体的な取

組の実施においては、戦略の位置づけにあるように、関連する計画において、計画の目標等と整

合を図りつつ戦略の考え方を取り入れて実施していきます。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-5 生態系エリア 
 
※ここでは、拠点（コア）、回廊（コリドー）、結節点について、次のとおりとしています。なお、それぞれの選定

にあたっては、「河川とのつながり」に着目し、地図等で地点等を抽出し、現地調査をした上で取りまとめていま

す。 

・拠点（コア）…生き物の生息・生育の拠点となる場所。主に樹林地や農地、公園等。 

・回廊（コリドー）…拠点と拠点をつなぐ生き物の通り道となり得る場所。主に河川や街路樹等。 

・結節点…拠点と回廊が面あるいは点で接するつなぎ目。主に樹林地や農地、公園等  

①黒川生態系エリア 

②片平麻生生態系エリア 

③真福寺早野生態系エリア 

④岡上生態系エリア 

⑧三沢川下流生態系エリア 

⑤五反田山下生態系エリア 

⑥平瀬生態系エリア 

⑦矢上有馬生態系エリア 

⑨二ヶ領用水生態系エリア 

⑪多摩川生態系エリア 

⑩低地の市街地生態系エリア 

⑫臨海部生態系エリア 
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（１）黒川生態系エリア 

    ア エリアの概況 
    ・麻生区の北西部に位置し、黒川、はるひ野や若葉台などの地域で、周囲を尾根に囲まれ

た谷戸であり、多摩川流域に含まれています 
    ・三沢川が流れています。源流域には多くの特別緑地保全地区・緑の保全地域が指定され

るとともに、多くの湧水が残されています 
・農業振興地域として黒川上地区及び黒川東地区が指定されています 

 
   イ エリアの状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※樹林地、水面は、川崎市作成（平成28（2016）年）の自然的環境分布図を、草地、
農地は、国土交通省作成（平成17（2005）年）の緑被分布図を基に図化を行った。
国土交通省のデータは、農地については畑地と水田の区分が行われていないため、
立地条件が異なることから、国土地理院の土地条件図（１/25000）に基づき、沖積
低地に位置する農地（水田のポテンシャルを有する）とそれ以外の農地（畑・果樹
園等）に区分し、生物多様性の観点から、立地特性を反映した「生態系エリア」の
作成を行った。（資料提供：中央大学研究開発機構） 
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ウ 主な拠点（コア）及び回廊（コリドー） 
    黒川 

位置 特徴 主な拠点（コア） 回廊（ｺﾘﾄﾞｰ） 
源流域 
(コア①) 

・特別緑地保全地区、緑の保全地域、農
業振興地域の緑地・農地、公園が大き
なまとまりのある緑地・農地のコアを
形成 

・湧水地点が多くあり、豊富な湧水が流
れる 

・三沢川と接する特別緑地保全地区及び
農業振興地域の緑地・農地が結節点
（黒川結節点①） 

黒川明坪・黒川石神谷戸・黒川入り谷
戸・黒川海道・黒川腰巻・黒川沢谷戸・
黒川七ツ谷・黒川西谷・黒川橋場・黒川
広町・黒川伏越・黒川丸山・黒川南・黒
川よこみね・西黒川（特緑保）、黒川明
坪・汁森神社・J-POWER 黒川みんなの森
（保全地域）、黒川谷ツ公園、緑地保全協
定地、市街化調整区域、農業振興地域 
＜面積＞46.9ha 

三沢川 

中流域 
(コア②) 

・公園、緑地が河川と隣接 
・公園、緑地が三沢川との結節点（黒川結

節点②） 
南黒川第二公園、南黒川緑地 
＜面積＞0.5ha 

三沢川 

中流域 
(コア③) 

・農業振興地域の樹林地と農地がコアを
形成 

・稲城市の緑地や農地と隣接 
・農業振興地域の農地が三沢川との結節

点（黒川結節点③） 

市街化調整区域、農業振興地域 三沢川 

注）主な拠点の面積は、記載されている特別緑地保全地区、緑の保全地域及び都市公園等の合計面積 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   エ 取組の方向性 
    ・樹林地や農地の保全等により、生き物の生息・生育環境を保全・創出 

・川の保全・整備を図るとともに、河川改修などの機会を捉えながら、地域特性に応じた

川づくりの推進 
    ・地域特性に応じた公園等整備の推進により、生き物の生息・生育環境を保全・創出 
 
  参考 主な拠点（コア）及び河川で活動している緑の活動団体等 

場所 活動団体等 備考 
黒川明坪緑の保全地域 黒川里楽塾  
黒川広町緑の保全地域 黒川観光農業振興会 保全管理計画作成地 
黒川谷ツ公園 はるひ野里山学校管理運営協議会 川崎市環境功労者表彰受賞（R2） 
黒川よこみね特別緑地保
全地区 

水辺のある里山を守る会 保全管理計画作成地 

西黒川特別緑地保全地区 明治大学農学部  
  

コア③市街化調整区域 
（中流域） 

コア②南⿊川第二公園 
 

コア③三沢川中流域地点 
 

コア①三沢川（市街化調整区域） 
 

コア①⿊川よこみね特別緑地保全地区 コア①⿊川海道特別緑地保全地区 
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（２）片平麻生生態系エリア 

ア エリアの概況 
    ・栗平、五月台、柿生や新百合ヶ丘などの地域で、鶴見川流域に含まれています 
    ・片平川、麻生川が流れています 
    ・栗平駅南側や五月台駅北側に市街化調整区域があります 

・新百合丘地区は、緑化推進重点地区に設定されています 
 
   イ エリアの状況 

 
   ウ 主な拠点（コア）及び回廊（コリドー） 
   （ア）片平川 

位置 特徴 主な拠点（コア） 回廊（ｺﾘﾄﾞｰ） 
中流域 
(コア①) 

・市街化調整区域の緑地と農地がコアを
形成 

・市街化調整区域の緑地と農地が片平川
との結節点（片平川結節点①） 

栗木山王山（特緑保）、片平富士塚（保全

地域）、市街化調整区域 
＜面積＞2.1ha 
 

片平川 

下流域 
(コア②) 

・緑地保全協定地の緑地が拠点をコア 
・緑地保全協定地が、片平川及び麻生川

との結節点（片平川結節点②） 
緑地保全協定地 片平川 

 
 
 
 
 

注）主な拠点の面積は、記載されている特別緑地保全地区、緑の保全地域及び都市公園等の合計面積 

※樹林地、水面は、川崎市作成（平成 28（2016）年）の自然的環境分布図を、草地、農地は、国
土交通省作成（平成 17（2005）年）の緑被分布図を基に図化を行った。国土交通省のデータ
は、農地については畑地と水田の区分が行われていないため、立地条件が異なることから、国
土地理院の土地条件図（１/25000）に基づき、沖積低地に位置する農地（水田のポテンシャル
を有する）とそれ以外の農地（畑・果樹園等）に区分し、生物多様性の観点から、立地特性を
反映した「生態系エリア」の作成を行った。（資料提供：中央大学研究開発機構） 
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    （イ）麻生川 

位置 特徴 主な拠点（コア） 回廊（ｺﾘﾄﾞｰ） 
源流域 
(コア①) 

・特別緑地保全地区などの緑地がコアを
形成 

向原の里（特緑保）、向原南緑地 
＜面積＞1.4ha 

麻生川 

中流域 
(コア②) 

・古沢こもれびの杜緑地・万福寺さとや
ま公園の緑地がコアを形成 

・緑地が麻生川との結節点（麻生川結節点

①） 

古沢こもれびの杜緑地、万福寺さとやま
公園 
＜面積＞4.0ha 

麻生川 

中流域 
(コア③) 

・市街化調整区域の緑地と農地がコアを
形成 

・市街化調整区域の緑地と農地が麻生川
との結節点（麻生川結節点②） 

 

五力田寺谷戸・五力田谷戸（特緑保）、古
沢都古緑地、市街化調整区域 
＜面積＞1.6ha 
 

麻生川 

下流域 
(コア④) 

・市街化調整区域の農地がコアを形成 
・市街化調整区域の農地が麻生川及び真

福寺川との結節点（麻生川結節点③） 
市街化調整区域 麻生川 

注）主な拠点の面積は、記載されている特別緑地保全地区、緑の保全地域及び都市公園等の合計面積 

 
 
 
 
 
 
 

エ 取組の方向性 
・樹林地や農地の保全等により、生き物の生息・生育環境を保全・創出 
・川の保全・整備を図るとともに、河川改修などの機会を捉えながら、地域特性に応じた

川づくりの推進 
・地域特性に応じた公園等整備の推進により、生き物の生息・生育環境を保全・創出 
・緑化推進重点地区（新百合丘地区）の取組により、生き物の生息・生育環境を保全・創     
 出 

 
参考 主な拠点（コア）及び河川で活動している緑の活動団体等 

場所 活動団体等 備考 
向原の里特別緑地保全地
区 

森もりクラブ 保全管理計画策定地 

向原南緑地 森もりクラブ  
栗木山王山特別緑地保全
地区 

富士通株式会社川崎工場 保全管理計画策定地 

  

コア①市街化調整区域（中流域） コア②片平川下流域地点 

コア③ 

市街化調整区域（中流域） 
コア③ 

古沢都古緑地 
コア①向原の里 

特別緑地保全地区 
コア② 

麻生川中流域地点 
コア④ 

市街化調整区域（下流域） 

コア①片平川中流域地点 
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（３）真福寺早野生態系エリア 

ア エリアの概況 
    ・早野、王禅寺などの地域で、比較的広い低地であり、鶴見川流域に含まれています 
    ・公園緑地の拠点として、王禅寺ふるさと公園や早野聖地公園等が立地しています 

・農業振興地域として、早野地区が指定されています 
 
   イ エリアの状況 

 

ウ 主な拠点（コア）及び回廊（コリドー） 
   （ア）真福寺川 

位置 特徴 主な拠点（コア） 回廊（ｺﾘﾄﾞｰ） 
上流域 
(コア①) 

・緑の保全地域や公園等の緑地が連続性
のある緑となり、コアを形成 

・白山西緑地や小学校の緑が川との結節
点（真福寺川結節点①） 

白山西緑地、むじなが池公園、白山神社
（保全地域） 
＜面積＞7.0ha 

真福寺川 

中流域 
(コア②) 

・特別緑地保全地区や公園等の緑地が連
続性のある緑となり、コアを形成 

・白山南（特緑保）付近にある水路が結節
点(真福寺川結節点②) 

真福寺谷・白山南（特緑保）、白山南緑
地、白山公園 
＜面積＞5.0ha 

真福寺川 
水路 

下流域 
(コア③) 

・市街化調整区域の農地がコアを形成 
・農地が川との結節点（真福寺川結節点

③） 
市街化調整区域 真福寺川 

 
 
 

注）主な拠点の面積は、記載されている特別緑地保全地区、緑の保全地域及び都市公園等の合計面積 

※樹林地、水面は、川崎市作成（平成 28（2016）年）の自
然的環境分布図を、草地、農地は、国土交通省作成（平
成 17（2005）年）の緑被分布図を基に図化を行った。国
土交通省のデータは、農地については畑地と水田の区分
が行われていないため、立地条件が異なることから、国
土地理院の土地条件図（１/25000）に基づき、沖積低地
に位置する農地（水田のポテンシャルを有する）とそれ
以外の農地（畑・果樹園等）に区分し、生物多様性の観
点から、立地特性を反映した「生態系エリア」の作成を
行った。（資料提供：中央大学研究開発機構） 
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（イ）早野川 

位置 特徴 主な拠点（コア） 回廊（ｺﾘﾄﾞｰ） 
源流域 
(コア①) 

・特別緑地保全地区や保全地域等が谷戸
形成を活かした連続性のある緑とな
り、コアを形成 

・公園内には池や流れがあり水辺地を形
成 

王禅寺ふるさと公園、王禅寺源左衛門
谷・王禅寺東・王禅寺日吉谷・王禅寺日
吉の辻・王禅寺四ツ田（特緑保）、王禅寺
五郎谷・王禅寺大門・琴平神社（保全地

域）、緑地保全協定地、市街化調整区域 
＜面積＞15.8ha 

早野川 

中流域 
(コア②) 

・緑の保全地域や公園等が連続性のある
緑となり、コアを形成 

・緑地保全協定地が川との結節点（早野川

結節点①） 
・河川は一部暗渠構造 

柿生の里山（保全地域）、化粧面谷公園、
緑地保全協定地 
＜面積＞1.8ha 
 

早野川 

中流域 
下流域 
(コア③) 

・特別緑地保全地区や公園等が谷戸地形
を活かした連続性のある緑となり、コ
アを形成 

・農業振興地域の農地がコアを形成 
・ため池や水路が残る 
・農地が結節点（早野川結節点②） 

早野聖地公園、早野梅ケ谷・早野五郎池
（特緑保）、王禅寺通（保全地域）、緑地
保全協定地、市街化調整区域、農業振興
地域 
＜面積＞46.3ha 

早野川 
鶴見川 
水路 

注）主な拠点の面積は、記載されている特別緑地保全地区、緑の保全地域及び都市公園等の合計面積 
 
 
 
 
 
   

エ 取組の方向性 
・樹林地や農地の保全等により、生き物の生息・生育環境を保全・創出 
・川の保全・整備を図るなど、地域特性に応じた川づくりの推進 

  ・地域特性に応じた公園等整備の推進により、生き物の生息・生育環境を保全・創出 
参考 主な拠点（コア）及び河川で活動している緑の活動団体等 

場所 活動団体等 備考 
白山西緑地付近 花と市民参加の会“コスモス”  
白山南緑地 AGS47（白山南緑地）  
白山公園 AGS47（白山公園）  
むじなが池公園 かりうど・白山花と緑の会  
王禅寺ふるさと公園 王禅寺ふるさと公園を育む会  
王禅寺源左衛門谷特別緑地
保全地区 

日吉谷戸ホタル保存会 保全管理計画策定地、川崎市環境功労者表
彰受賞（H27） 

王禅寺東特別緑地保全地区 川崎信用金庫 保全管理計画策定地 
化粧面谷公園 木こりの会（化粧面谷管理運営協議会） 川崎市環境功労者表彰受賞（H27） 
早野梅ヶ谷特別緑地保全地
区 

東京農業大学地域環境科学部 保全管理計画策定地 

早野聖地公園 早野聖地公園里山ボランティア 
「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰
受賞（R1） 

  

コア①王禅寺ふるさと公園 コア③早野聖地公園 
（林ヶ池近辺） 

コア③市街化調整区域と水路 コア③早野聖地公園 
（五郎池近辺） 

コア① 
白山⻄緑地 

コア① 
むじなが池公園 

コア① 
真福寺川上流域地点 

コア② 
白山南緑地付近 

コア③ 
真福寺川下流域地点 
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（４）岡上生態系エリア 

   ア エリアの概況 
    ・麻生区の飛び地であり、周囲を尾根で囲まれた独立した丘陵地で、鶴見川流域に含まれ

ています 
    ・約 5 割が農業振興地域に指定されています 
 
   イ エリアの状況 

 
 
   ウ 主な拠点（コア）及び回廊（コリドー） 

位置 特徴 主な拠点（コア） 回廊（ｺﾘﾄﾞｰ） 
岡上地区 
(コア①) 

・丘陵地の特別緑地保全地区、緑の保全
地域及び農業振興地域の農地が連続性
のある緑となり、コアを形成 

 

岡上川井田・岡上小塚・岡上自正寺・岡
上杉山下・岡上梨子ノ木・岡上丸山・岡
上丸山南（特緑保）、岡上東光院・岡上和
光山（保全地域）、緑地保全協定地、市街
化調整区域、農業振興地域 
 
＜面積＞8.8ha 

鶴見川 

 
 
 
  

注）主な拠点の面積は、記載されている特別緑地保全地区、緑の保全地域及び都市公園等の合計面積 

※樹林地、水面は、川崎市作成（平成 28（2016）年）の自然的環境分布図を、草地、農地は、国土交
通省作成（平成 17（2005）年）の緑被分布図を基に図化を行った。国土交通省のデータは、農地に
ついては畑地と水田の区分が行われていないため、立地条件が異なることから、国土地理院の土地
条件図（１/25000）に基づき、沖積低地に位置する農地（水田のポテンシャルを有する）とそれ以
外の農地（畑・果樹園等）に区分し、生物多様性の観点から、立地特性を反映した「生態系エリ
ア」の作成を行った。（資料提供：中央大学研究開発機構） 
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   エ 取組の方向性 
    ・樹林地や農地の保全等により、生き物の生息・生育環境を保全・創出 
 

参考 主な拠点（コア）及び河川で活動している緑の活動団体等 
場所 活動団体等 備考 

岡上梨子ノ木特別緑地保
全地区 

NPO 法人かわさき自然と共生の会 保全管理計画策定地 

岡上丸山特別緑地保全地
区 

岡上小学校・和光大学地域流域共生フ
ォーラム 

保全管理計画策定地 

岡上和光山緑の保全地域 和光大学 保全管理計画策定地 
岡上杉山下特別緑地保全
地区 

玉川大学農学部  

岡上 393 番地サンハイム
北側（鶴見川大正橋付
近） 

花だん☆おかがみ  

鶴見川流域 和光大学地域流域共生フォーラム 
和光大学・かわ道楽 

 

  
 
  

岡上丸山特別緑地保全地区 岡上丸山南特別緑地保全地区 岡上東光院緑の保全地域 

岡上杉山下特別緑地保全地区 岡上梨子ノ木特別緑地保全地区 

岡上和光山緑の保全地域 

鶴見川（岡上東光院付近） 

農業振興地域の農地 
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○調査概況 

調査地点 主な環境 
樹林 草地 水辺・湿地 

A:黒川海道特別緑地保全地区とその周辺農
地 

○ ○ ○ 

B:向原の森公園 ○ ○  
C:王禅寺ふるさと公園 ○ ○ ○ 
D:岡上杉山下特別緑地保全地区 ○ ○  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 植物 哺乳類 鳥類 は虫類 両生類 昆虫類 計 

確認種数 602 種 5 種 46 種 9 種 5 種 622 種 1,289 種 

 
※調査は、専門知識を有する事業者により季節ごとに半日程度、調査対象地を任意に踏査して実施

しました。（参考資料１ ３ 市域の生き物情報参照） 
※市内河川における水生生物については、水環境保全計画に基づき、市内全 12 地点を 4 地点ずつ 3

年間のローリング方式で、夏季の一日に調査を実施しました。調査地点は次のとおりです。（参
考資料１ ３ 市域の生き物情報参照）  
・麻生川耕地橋 ・片平川片平橋下 ・真福寺川水車橋前   

B:向原の森公園 C:王禅寺ふるさと公園 

A:⿊川海道特別緑地保全地区とその周辺農地 

D:岡上杉山下特別緑地保全地区 

樹林 

A 
● 

● 

● 
● 

D 

B 

C 

黒川生態系エリア、片平麻生生態系エリア、真福寺早野生態系エリア、岡上生態系エリアで確認された

主な植物・生き物 

樹林 

樹林 

湿地 

湿地 湿地 草地 

草地 
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○確認された主な植物・生き物 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
その他、このエリアで確認された主な植物・生き物 
植物 シラカシ、コナラ、エノキ、ヤマザクラ、ハンゲショウ、ツリフネソウ、オモ

ダカ、ニリンソウ、クサイチゴ、ツリガネニンジン 
哺乳類 アズマモグラ、タヌキ 
鳥類 アカゲラ、アオサギ、カワセミ 
両生・は虫類 ヤマアカガエル、ニホンカナヘビ 
魚類 オイカワ、モツゴ、メダカ類 
昆虫類 ヒグラシ、アオオサムシ、ウラナミアカシジミ、サトキマダラヒカゲ、オニヤ

ンマ、ショウジョウトンボ、イボバッタ、キアゲハ、クロアナバチ 
（環境省レッドリスト・神奈川県レッドデータブックに記載される種は除いています） 

  

オカトラノオ ヤマユリ アキノタムラソウ 

ゲンゲ ウグイス ホオジロ 

ニホンアマガエル クロカナブン ノコギリクワガタ 
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（５）五反田山下生態系エリア 

   ア エリア域の概況 
    ・麻生区北東部、多摩区東部から中部などの丘陵部の地域（麻生区高石、細山、多摩区西

生田、栗谷、生田、三田、枡形などの地域）で、多摩川流域に含まれています 
    ・五反田川・山下川が流れています。北側に特別緑地保全地区等が多く位置しています 

・多摩丘陵に位置し、斜面緑地が連なる多摩川崖線が横断し、首都圏を代表する緑豊かな

生田緑地を含みます 
 
   イ エリアの状況 

  
   ウ 主な拠点（コア）及び回廊（コリドー） 

（ア）五反田川 
位置 特徴 主な拠点（コア） 回廊（ｺﾘﾄﾞｰ） 

中流域 
(コア①) 

・丘陵地の特別緑地保全地区、公園、緑
地保全協定地の緑地がコアを形成 

 
多摩・多摩美（特緑保）、麻生鳥のさえず
り公園（麻生区市民健康の森）、多摩美
緑地、多摩美１丁目緑地、多摩美台公
園、緑地保全協定地 
＜面積＞8.7ha 

五反田川 

中流域 
(コア②) 

・斜面地にある公園の緑地がコアを形成 
・公園の緑地が五反田川との結節点（五

反田川結節点①） 
三田第 2公園 
＜面積＞0.9ha 

五反田川 

下流域 
(コア③) 

・丘陵地の緑の保全地域の樹林地がコア
を形成 

東生田（保全地域） 
＜面積＞4.2ha 

五反田川 

下流域 
(コア④) 

・市内最大規模の緑地がコアを形成 
・湧水や池、水路があり水辺地を形成 
・近隣の緑地等と連続性のある緑として

コアを形成 

生田緑地 
＜面積＞93.3ha 

五反田川 

※樹林地、水面は、川崎市作成（平成28（2016）年）の自然的環境分布図を、草地、
農地は、国土交通省作成（平成17（2005）年）の緑被分布図を基に図化を行った。
国土交通省のデータは、農地については畑地と水田の区分が行われていないため、
立地条件が異なることから、国土地理院の土地条件図（１/25000）に基づき、沖積
低地に位置する農地（水田のポテンシャルを有する）とそれ以外の農地（畑・果樹
園等）に区分し、生物多様性の観点から、立地特性を反映した「生態系エリア」の
作成を行った。（資料提供：中央大学研究開発機構） 

注）主な拠点の面積は、記載されている特別緑地保全地区、緑の保全地域及び都市公園等の合計面積 

（令和４年３月） 
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（イ）山下川 
位置 特徴 主な拠点 回廊（ｺﾘﾄﾞｰ） 

中流域 
(コア①) 

・丘陵地の特別緑地保全地区、緑地保全
協定地の緑地がコアを形成 

・特別緑地保全地区が山下川との結節点
（山下川結節点①） 

菅馬場谷（特緑保）、緑地保全協定地 
＜面積＞2.0ha 

山下川 

中流域 
(コア②) 

・丘陵地の特別緑地保全地区、緑地保全
協定地の緑地がコアを形成 

・緑地保全協定地が山下川との結節点
（山下川結節点②） 

生田寒谷（特緑保）、緑地保全協定地 
＜面積＞1.5ha 

山下川 

 
 
 
 
 
 
   エ 取組の方向性 

・樹林地や農地の保全等により、生き物の生息・生育環境を保全・創出 
・川の保全・整備を図るとともに、河川改修などの機会を捉えながら、地域特性に応じた

川づくりの推進 
  ・地域特性に応じた公園等整備の推進により、生き物の生息・生育環境を保全・創出 
  ・生田緑地については、生田緑地ビジョンに基づく、自然環境を活かした整備や、多様な

主体による取組を推進 
     
 
  参考 主な拠点（コア）及び河川で活動している緑の活動団体等 

場所 活動団体等 備考 
多摩特別緑地保全地区 こもれびの会 保全管理計画作成地、「みどりの愛護」功労

者国土交通大臣表彰受賞（H28） 
多摩美特別緑地保全地区 多摩美特別緑地保全地区の緑を守る会 保全管理計画作成地 
麻生鳥のさえずり公園
（麻生区市民健康の森） 

麻生多摩美の森の会 
 

三田第 2公園 三田第 2公園管理運営協議会 「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰受
賞（R2） 

五反田川沿い 五反田自治会   
菅馬場谷特別緑地保全地
区 

まほろばの会 保全管理計画作成地、「みどりの愛護」功労
者国土交通大臣表彰受賞（H29） 

生田寒谷特別緑地保全地
区 

生田ふれあいの森愛護会・生田山の手
自治会 保全管理計画作成地 

東生田緑の保全地域（多
摩区市民健康の森） 

日向山うるわし会 
保全管理計画作成地 

生田緑地 特定非営利活動法人かわさき自然調査
団※1・生田緑地の雑木林を育てる会※
2・生田緑地の谷戸とホトケドジョウを
守る会・もみじ会※3 

※1「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰
受賞（H30）、地域環境保全功労者表彰
（環境大臣表彰）受賞（H28） 

※2「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰
受賞（R2） 

※3川崎市環境功労者表彰受賞（R2） 

コア① 
多摩特別緑地保全地区 

コア② 
三田第２公園 

コア③ 
五反田川下流域地点 

 

コア② 
五反田川中流域地点 

 

コア② 
生田寒谷特別緑地保全地区 

コア①菅馬場谷特別緑地保全地区 
 

コア② 
緑地保全協定地付近 

注）主な拠点の面積は、記載されている特別緑地保全地区、緑の保全地域及び都市公園等の合計面積 



 

75 
 

第 4 章 生物多様性の保全に向けた施策 

（６）平瀬生態系エリア 

   ア エリアの概況 
    ・麻生区東部、多摩区南部及び宮前区北東部、高津区北西部など丘陵部の地域で、多摩川

流域に含まれます 
    ・平瀬川及び平瀬川支川が流れています 
    ・首都圏を代表する緑豊かな生田緑地や緑ヶ丘霊園を含みます 
 
   イ エリアの状況 

 
 

ウ 主な拠点（コア）及び回廊（コリドー） 
位置 特徴 主な拠点（コア） 回廊（ｺﾘﾄﾞｰ） 

源流域 
(コア①) 

・緑地のまとまりのある緑がコアを形成 
・湿地や水路があり水辺地を形成 
 
 

菅生緑地 
＜面積＞11.0ha 

平瀬川 

中流域 
(コア②) 

・緑地保全協定地の緑地がコアを形成 
・緑地保全協定地の緑地が平瀬川支川と

の結節点（平瀬川結節点①） 
 

緑地保全協定地 平瀬川支川 

中流域 
(コア③) 

・市内最大規模の緑地がコアを形成 
・湧水や池、水路があり水辺地を形成 
・近隣の緑地等と連続性のある緑として

コアを形成 
・とんもり谷戸から初山親水広場を流れ

る水路が平瀬川との結節点（平瀬川結節

点②） 
 

生田緑地 
＜面積＞93.3ha 

平瀬川 

※樹林地、水面は、川崎市作成（平成28（2016）年）の自然的環境分布図を、草地、
農地は、国土交通省作成（平成17（2005）年）の緑被分布図を基に図化を行った。
国土交通省のデータは、農地については畑地と水田の区分が行われていないため、
立地条件が異なることから、国土地理院の土地条件図（１/25000）に基づき、沖積
低地に位置する農地（水田のポテンシャルを有する）とそれ以外の農地（畑・果樹
園等）に区分し、生物多様性の観点から、立地特性を反映した「生態系エリア」の
作成を行った。（資料提供：中央大学研究開発機構） 

注）主な拠点の面積は、記載されている特別緑地保全地区、緑の保全地域及び都市公園等の合計面積 

（令和４年３月） 
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位置 特徴 主な拠点（コア） 回廊（ｺﾘﾄﾞｰ） 
中流域 
(コア④) 

・神奈川県管理の緑地の豊かな樹林等が
コアを形成 

・湿地や小川があり水辺地を形成 
・近隣の緑地等と連続性のある緑として

コアを形成 

東高根森林公園 
＜面積＞13.0ha 

平瀬川 

下流域 
(コア⑤) 

・霊園内の緑地がコアを形成 
・湧水地があり水辺地を形成 

緑ヶ丘霊園 
＜面積＞49.5ha 

平瀬川 

下流域 
(コア⑥) 

・緑地がコアを形成 
・河川はトンネル構造 

久地東（特緑保） 
＜面積＞0.6ha 

平瀬川 

注）主な拠点の面積は、記載されている特別緑地保全地区、緑の保全地域及び都市公園等の合計面積 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   エ 取組の方向性 

・樹林地や農地の保全等により、生き物の生息・生育環境を保全・創出 
・川の保全・整備を図るとともに、河川改修などの機会を捉えながら、地域特性に応じた

川づくりの推進 
  ・地域特性に応じた公園等整備の推進により、生き物の生息・生育環境を保全・創出 

・生田緑地については、生田緑地ビジョンに基づく、自然環境を活かした整備や、多様な

主体による取組を推進 
 
  参考 主な拠点（コア）及び河川で活動している緑の活動団体等 

場所 活動団体等 備考 
菅生緑地（宮前区市民健
康の森） 

水沢森人の会  

生田緑地飛森谷戸（とん
もり谷戸） 

飛森谷戸の自然を守る会 国土交通大臣表彰手づくり郷土賞（地域活動
部門）受賞（H26）、かながわ地球環境賞地球
環境保全活動部門受賞（H27） 

東高根森林公園 あじさいクラブ   
緑ヶ丘霊園 NPO 法人鶴見川流域ネットワーキング エコシティたかつ 
平瀬川親水橋周辺 平瀬川流域まちづくり協議会 ふるさとづくり大賞総務大臣賞受賞（H27）、

地域環境保全功労者表彰（環境大臣表彰）受
賞（H28）、かながわ地球環境賞地球環境保全
活動部門受賞（H27） 

平瀬川かすみ堤防付近 久地東町会  
  

コア①菅生緑地（⻄地区） 

コア⑤緑ヶ丘霊園 平瀬川中流域地点（生田緑地近隣） コア⑥久地東特別緑地保全地区 

コア③生田緑地 

コア③とんもり谷⼾ 初山親水広場 
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（７）矢上有馬生態系エリア 

   ア エリアの概況 
    ・宮前区中南部から高津区南部及び中原区・幸区南西部などの地域で、鶴見川流域に含ま

れます 
    ・矢上川、有馬川が流れ、有馬川は矢上川に合流し、矢上川は鶴見川に合流します 
    ・農地や樹林地等が分散して、残されています 
 
   イ エリアの状況 

 

ウ 主な拠点（コア）及び回廊（コリドー） 
   （ア）矢上川 

位置 特徴 主な拠点（コア） 回廊（ｺﾘﾄﾞｰ） 
源流域 
(コア①) 

・公園内の緑地がコアを形成 
・水の流れが整備され水辺地を形成 

宮前美しの森公園 
＜面積＞1.2ha 

矢上川 

中流域 
(コア②) 

・公園内の緑地がコアを形成 
・公園の緑地が矢上川との結節点（矢上川

結節点①） 
土橋 2丁目公園 
＜面積＞0.4ha 

矢上川 

下流域 
(コア③) 

・丘陵地の特別緑地保全地区の緑地がコ
アを形成 

神庭・井田伊勢台（特緑保） 

＜面積＞3.2ha 
矢上川 

下流域 
(コア④) 

・江川沿いの緑地がコアを形成 江川せせらぎ遊歩道 矢上川・江川 

下流域 
(コア⑤) 

・丘陵地の特別緑地保全地区の緑地がコ
アを形成 

・公園の緑地が矢上川との結節点（矢上川

結節点②） 

井田山・井田平台（特緑保）、井田公園 
＜面積＞2.1ha 

矢上川 

下流域 
(コア⑥) 

・緑地保全協定地の緑地がコアを形成 緑地保全協定地 矢上川 

※樹林地、水面は、川崎市作成（平成28（2016）年）の自然的環境分布図を、草地、
農地は、国土交通省作成（平成17（2005）年）の緑被分布図を基に図化を行った。
国土交通省のデータは、農地については畑地と水田の区分が行われていないため、
立地条件が異なることから、国土地理院の土地条件図（１/25000）に基づき、沖積
低地に位置する農地（水田のポテンシャルを有する）とそれ以外の農地（畑・果樹
園等）に区分し、生物多様性の観点から、立地特性を反映した「生態系エリア」の
作成を行った。（資料提供：中央大学研究開発機構） 

注）主な拠点の面積は、記載されている特別緑地保全地区、緑の保全地域及び都市公園等の合計面積 
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   （イ）有馬川 

位置 特徴 主な拠点（コア） 回廊（ｺﾘﾄﾞｰ） 
中流域 
(コア①) 

・特別緑地保全地区や緑地保全協定地の
緑地がコアを形成 
 

南野川（特緑保）、緑地保全協定地 
＜面積＞1.0ha 

有馬川 

下流域 
(コア②) 

・特別緑地保全地区の緑地や市街化調整
区域の緑地・農地がコアを形成 

・市街化調整区域の緑地・農地が有馬川
との結節点（有馬川結節点①） 

久末篭場谷、久末小貝谷、久末東、久末
楸谷（特緑保）、市街化調整区域 
＜面積＞4.0ha 

有馬川 

注）主な拠点の面積は、記載されている特別緑地保全地区、緑の保全地域及び都市公園等の合計面積 

 
 
 
 
 
 
   エ 取組の方向性 

・樹林地や農地の保全等により、生き物の生息・生育環境を保全・創出 
・川の保全・整備を図るなど、地域特性に応じた川づくりの推進 

  ・地域特性に応じた公園等整備の推進により、生き物の生息・生育環境を保全・創出 
  ・緑化推進重点地区（宮前平・鷺沼駅周辺地区）の取組により、生き物の生息・生育環境

を保全・創出 
 
  参考 主な拠点（コア）及び河川で活動している緑の活動団体等 

場所 活動団体等 備考 
宮前美しの森公園 矢上川源流美しの森管理会、宮前美し

の森愛護会 
  

神庭特別緑地保全地区 
神庭・里山を楽しむ会 

保全管理計画作成地、川崎市環境功労者表彰
受賞（H30） 

井田伊勢台特別緑地保全
地区 伊勢台緑地保存会   

井田山特別緑地保全地区 
（中原区市民健康の森） 中原区市民健康の森を育てる会 保全管理計画作成地 

江川せせらぎ遊歩道 井田共和会第二町会  
井田平台特別緑地保全地
区 井田平台緑地 保全管理計画作成地 

矢上川 土橋矢上クラブ、シャルマン南加瀬園
芸クラブ、矢上川で遊ぶ会 

  

南野川特別緑地保全地区 
南野川特別緑地保全地区管理運営協議
会（野川はあも） 

保全管理計画作成地 

久末東特別緑地保全地区 NEC ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑｽﾞ株式会社※1、久末ふれ
あいの森を育てる会 

保全管理計画作成地、※1かながわ地球環境賞
地球環境保全活動部門受賞（H29） 

有馬川 ローズウォークガーデナーズ   
  

コア②土橋２丁目公園 
 

コア①宮前美しの森公園 

コア①南野川特別緑地保全地区 コア②有馬川下流域地点 コア②市街化調整区域（久末） 

コア④ 
江川せせらぎ遊歩道 

コア⑤ 
井田山特別緑地保全地区 

コア③ 
神庭特別緑地保全地区 
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○調査概況 

調査地点 主な環境 
樹林 草地 水辺・湿地 

A:緑ヶ丘霊園 ○ ○ ○ 
B:南野川周辺（南野川ふれあいの森） ○   
C:南野川周辺（野川ふれあいの森） ○ ○  
D:久末ふれあいの森 ○ ○  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 植物 哺乳類 鳥類 は虫類 両生類 昆虫類 計 

確認種数 694 種 4 種 41 種 5 種 4 種 460 種 1,208 種 

 
※調査は、専門知識を有する事業者により季節ごとに半日程度、調査対象地を任意に踏査して実施

しました。（参考資料１ ３ 市域の生き物情報参照） 
※市内河川における水生生物については、水環境保全計画に基づき、市内全 12 地点を 4 地点ずつ 3

年間のローリング方式で、夏季の一日に調査を実施しました。調査地点は次のとおりです。（参
考資料１ ３ 市域の生き物情報参照）  
・五反田川大道橋 ・平瀬川正安橋 ・矢上川日吉橋 ・有馬川住吉橋  

B:南野川周辺（南野川ふれあいの森） C:南野川周辺（野川ふれあいの森） 

A:緑ヶ丘霊園 

D:久末ふれあいの森 

樹林 

A 
● 

● 
● ● 

D 

B 

C 

五反田山下生態系エリア、平瀬生態系エリア、矢上有馬生態系エリアで確認された主な植物・生き物 

水辺 

樹林 樹林 樹林 草地 

樹林 草地 
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○確認された主な植物・生き物 
 
     
 
 
 
 
 
 
                               
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その他、このエリアで確認された主な植物・生き物 
植物 エノキ、ミズヒキ、キツリフネ、タチツボスミレ、ムラサキシキブ、セリ、ヒ

メガマ、アゼガヤツリ、クサイチゴ、アキノタムラソウ、キツネノカミソリ 
哺乳類 アズマモグラ、タヌキ 
鳥類 ウグイス、ホオジロ、カルガモ、カワウ、ハクセキレイ 
両生・は虫類 ニホンアマガエル、ヤマアカガエル、ニホンヤモリ 
魚類 オイカワ、モツゴ、アユ 
昆虫類 ヒグラシ、コクワガタ、ウラナミアカシジミ、サトキマダラヒカゲ、オオミズ

アオ、オオアオイトトンボ、キアゲハ 
（環境省レッドリスト・神奈川県レッドデータブックに記載される種は除いています） 

オニヤンマ 

ダイミョウセセリ 

シラカシ コナラ シュンラン 

ニホンカナヘビ エナガ ジョウビタキ 

カブトムシ イボバッタ 
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（８）三沢川下流生態系エリア 

   ア エリアの概況 
    ・多摩区北西部に位置し、菅、菅城下、菅野戸呂、菅稲田堤などの地域で、多摩川低地に

位置し、多摩川流域に含まれています。 
・三沢川、旧三沢川、二ヶ領本川（上河原線）が流れています 

    ・生産緑地地区が点在しています 
 
   イ エリアの状況 

 
ウ 主な拠点（コア）及び回廊（コリドー） 

位置 特徴 主な拠点（コア） 回廊（ｺﾘﾄﾞｰ） 
中流域 
(コア①) 

・丘陵地の特別緑地保全地区の緑地がコ
アを形成 

・特別緑地保全地区の緑地が三沢川との
結節点（三沢川結節点①） 

小沢城址（特緑保） 
＜面積＞6.8ha 

三沢川 

中流域 
(コア②) 

・緑地がコアを形成 
・緑地が旧三沢川との結節点（三沢川結節

点②） 
菅北浦緑地 
＜面積＞5.5ha 

三沢川・ 
旧三沢川 

中流域 
(コア③) 

・公園の緑地がコアを形成 
・公園から流れる水路が三沢川との結節

点（三沢川結節点③） 
稲田公園 
＜面積＞3.2ha 

三沢川・水路 

下流域 
(コア④) 

・多摩川河川敷の緑地がコアを形成 
・多摩川河川敷の緑地が三沢川との結節

点（三沢川結節点④） 
多摩川緑地 
 

三沢川・ 
多摩川 

 
 

注）主な拠点の面積は、記載されている特別緑地保全地区、緑の保全地域及び都市公園等の合計面積 

※樹林地、水面は、川崎市作成（平成 28（2016）年）の自然的環境分布図を、草地、農地は、国土交通省作成（平
成 17（2005）年）の緑被分布図を基に図化を行った。国土交通省のデータは、農地については畑地と水田の区分
が行われていないため、立地条件が異なることから、国土地理院の土地条件図（１/25000）に基づき、沖積低地
に位置する農地（水田のポテンシャルを有する）とそれ以外の農地（畑・果樹園等）に区分し、生物多様性の観
点から、立地特性を反映した「生態系エリア」の作成を行った。（資料提供：中央大学研究開発機構） 
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   エ 取組の方向性 

・樹林地や農地の保全等により、生き物の生息・生育環境を保全・創出 
・川の保全・整備を図るなど、地域特性に応じた川づくりの推進 

  ・地域特性に応じた公園等整備の推進により、生き物の生息・生育環境を保全・創出 
  ・多摩川に近接する稲田公園と連携した拠点形成により、水と緑の連続性・回遊性の確保

の推進 
 
  参考 主な拠点（コア）及び河川で活動している緑の活動団体等 

場所 活動団体等 備考 
小沢城址特別緑地保全地
区 

小沢城址里山の会 保全管理計画策定地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

コア①小沢城址特別緑地保全地区 コア②菅北浦緑地 

コア④多摩川緑地 
 

三沢川中流域地点 コア③稲田公園 

コア③稲田公園 
 

【コラム】市民緑地認定制度の活用 

 市民緑地認定制度とは、民有地の利活用、都市における緑地の確保に向け、民間主体が民有地を

「市民緑地」として整備し、一定期間公開する制度です。対象となる民有地としては、空き地を活

用した緑地のほか、個人や企業所有の既存緑地、開発に伴い創出される緑地、公開される工場緑化

などです。設置可能区域は本市内に 8 か所ある「緑化推進重点地区」内ですが、認定を受けるメリ

ットとして、「公的な緑に位置づけられ、自治体のホームページなどを通じて大勢の人々に知って

もらうこと」、「市の指定を受けた団体（緑地保全・緑化推進法人）が設置する市民緑地について

は、固定資産税や都市計画税が軽減される※」などがあります。 

 こうした取組を進めることで、緑地やオープンスペースが少ない地域においても、地域住民の活

動場所となる緑地空間（オープンスペース）が創出されるとともに、生き物の生息・生育の空間の

創出にもつながります。 

※令和 5年 3 月 31 日までの時限措置 
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（９）二ヶ領用水生態系エリア 

   ア エリアの概況 
    ・多摩川低地に位置し、多摩区、高津区、中原区及び幸区の地域で、多摩川流域に含まれ

ています 
・二ヶ領用水は、二ヶ領本川、二ヶ領本川（上河原線）、二ヶ領用水（宿河原線）、二ヶ

領用水（円筒分水下流）などで構成されています 
・様々な箇所で親水整備が実施されています 

 
   イ エリアの状況 

 
   ウ 主な拠点（コア）及び回廊（コリドー） 

位置 特徴 主な拠点（コア） 回廊（ｺﾘﾄﾞｰ） 
上流域 
(コア①) 

・多摩川河川敷の緑地がコアを形成 
・多摩川河川敷の緑地が二ヶ領本川上河

原線との結節点（二ヶ領用水結節点①） 

二ヶ領上河原堰 
 

二ヶ領本川上
河原線・ 
多摩川 

上流域 
(コア②) 

・多摩川河川敷の緑地がコアを形成 
・多摩川河川敷の緑地が二ヶ領用水宿河

原線との結節点（二ヶ領用水結節点②） 

二ヶ領宿河原堰 
 

二ヶ領用水宿
河原線・ 
多摩川 

中流域 
(コア③) 

・特別緑地保全地区の緑地がコアを形成 
・特別緑地保全地区の緑地が二ヶ領用水

との結節点（二ヶ領用水結節点③） 
久地（特緑保） 
＜面積＞0.8ha 

二ヶ領用水 

中流域 
(コア④) 

・公園内の緑地がコアを形成 
・池があり水辺地を形成 

等々力緑地 
＜面積＞43.6ha 

二ヶ領用水 

下流域 
(コア⑤) 

・渋川沿いの緑地がコアを形成 渋川 二ヶ領用水 

下流域 
(コア⑥) 

・公園内の緑地がコアを形成 
・公園の樹林地が二ヶ領用水との結節点

（二ヶ領用水結節点④） 
中原平和公園 
＜面積＞4.1ha 

二ヶ領用水 

※樹林地、水面は、川崎市作成（平成 28（2016）年）の自然的環境
分布図を、草地、農地は、国土交通省作成（平成 17（2005）年）
の緑被分布図を基に図化を行った。国土交通省のデータは、農地
については畑地と水田の区分が行われていないため、立地条件が
異なることから、国土地理院の土地条件図（１/25000）に基づ
き、沖積低地に位置する農地（水田のポテンシャルを有する）と
それ以外の農地（畑・果樹園等）に区分し、生物多様性の観点か
ら、立地特性を反映した「生態系エリア」の作成を行った。（資
料提供：中央大学研究開発機構） 

注）主な拠点の面積は、記載されている特別緑地保全地区、緑の保全地域及び都市公園等の合計面積 
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   エ 取組の方向性 

・樹林地や農地の保全等により、生き物の生息・生育環境を保全・創出 
・川の保全・整備を図るとともに、河川改修などの機会を捉えながら、地域特性に応じた

川づくりの推進 
    ・地域特性に応じた公園等整備の推進により、生き物の生息・生育環境を保全・創出 
    ・多摩川に近接する等々力緑地と連携した拠点形成により、水と緑の連続性・回遊性の確

保の推進 
    ・緑化推進重点地区（登戸・向丘遊園駅周辺地区、溝口駅周辺地区、小杉地区）の取組に

より、生き物の生息・生育環境を保全・創出 
 

  参考 主な拠点（コア）及び河川で活動している緑の活動団体等 
場所 活動団体等 備考 

久地特別緑地保全地区 津田山緑地里山の会 保全管理計画策定地 
二ヶ領用水 布田っ子花クラブ、バラロード新開、

ばら苑アクセスロード花壇ボランティ
アの会、二ヶ領用水宿河原掘を愛する
会、久地円筒分水サポートクラブ、二
ヶ領用水中原桃の会、二ヶ領用水中原
桃の会プロジェクト２１ 

 

 

 

 

 

  

コア①二ヶ領上河原堰 コア③久地特別緑地保全地区 コア③久地特別緑地 
保全地区付近 

コア⑤渋川 コア⑥中原平和公園 

久地円筒分水 

コア⑥中原平和公園 

【コラム】今の二ヶ領用水 

 高度経済成長期の住宅化に伴い、昔からの様相を大きく変えていますが、様々な箇所で親水整備

が実施されています。また、暗渠化や蓋架けがされている区間においても、上部を緑道や公園とし

て利用している箇所もあります。 
 平間配水所より下流の区間は、多くの水路が道路や宅地へと変わっていますが、昔の水路を復元

している区間（大師堀）や緑道として整備している区間（町田堀）もあります。 
 なお、令和 2（2020）年 3 月に、一部（約 9.2km）が文化財登録（国登録記念物（遺跡関係））さ

れています。 
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第 4 章 生物多様性の保全に向けた施策 

 
 
 
○調査概況 

調査地点 主な環境 
樹林 草地 水辺・湿地 

A:川崎市緑化センター及び二ヶ領用水 ○ ○ ○ 
B:中原平和公園及び二ヶ領用水 ○ ○ ○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 植物 哺乳類 鳥類 は虫類 両生類 昆虫類 計 

確認種数 660 種 2 種 33 種 4 種 1 種 252 種 952 種 

 
※調査は、専門知識を有する事業者により季節ごとに半日程度、調査対象地を任意に踏査して実施

しました。（参考資料１ ３ 市域の生き物情報参照） 
※市内河川における水生生物については、水環境保全計画に基づき、市内全 12 地点を 4 地点ずつ 3

年間のローリング方式で、夏季の一日に調査を実施しました。調査地点は次のとおりです。（参
考資料１ ３ 市域の生き物情報参照）  
・三沢川下の橋 ・二ヶ領本川ひみず橋 ・二ヶ領用水円筒分水下流 ・二ヶ領用水宿河原線  
・渋川八幡橋 

  

B:中原平和公園及び二ヶ領用水 

A:川崎市緑化センター及び二ヶ領用水 
A 

● 

● 
B 

樹林 草地 

水辺 

三沢川下流生態系エリア、二ヶ領用水生態系エリアで確認された主な植物・生き物 

水辺 

樹林 樹林 草地 水辺 
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第 4 章 生物多様性の保全に向けた施策 

○確認された主な植物・生き物 
                             

 
 
 
 
 
 

                         
 
 
 
 
 

 
・は虫類                          ・ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

その他、このエリアで確認された主な植物・生き物 
植物 ムラサキケマン、キツネノボタン、セリ、タネツケバナ、オトコエシ、ヤブカ

ンゾウ 
哺乳類 アズマモグラ 
鳥類 エナガ、ツグミ、ジョウビタキ、シメ、コサギ、カワセミ 
魚類 ギンブナ、オイカワ、ウグイ、モツゴ、ニゴイ、メダカ類、ボラ類、ウキゴ

リ、ビリンゴ、マハゼ 
昆虫類 アブラゼミ、アオドウガネ、シロテンハナムグリ、ナミアゲハ、オニヤンマ、

ショウジョウトンボ、ハイイロゲンゴロウ、オンブバッタ 
（環境省レッドリスト・神奈川県レッドデータブックに記載される種は除いています） 

  

シジュウカラ メジロ 

ヒヨドリジョウゴ コナスビ カルガモ 

コゲラ 

ニホンカナヘビ ニホンヤモリ オオカマキリ 
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第 4 章 生物多様性の保全に向けた施策 

（１０）低地の市街地生態系エリア 

   ア エリアの概況 
    ・多摩川低地に位置し、幸区と川崎区の一部地域です 
    ・自然的環境の分布は少なく、公園等が生き物の生息・生育の拠点となり、街路樹等がそ

れらをつないでいます 
    ・二ヶ領用水の旧水路を復元している区間（大師堀）や緑道整備している区間（町田堀）

があります 
 
   イ エリアの状況 

 
ウ 主な拠点（コア）及び回廊（コリドー） 
○主な拠点となるもの 

  夢見ヶ崎動物公園、さいわいふるさと公園、御幸公園、南河原公園、富士見公園、大師公園、桜

川公園 
○主な回廊（コリドー）となるもの 

  緑化推進重点地区（新川崎・鹿島田駅周辺地区、川崎駅周辺地区）、小倉緑道、さいわい緑道、

街路樹 
○取組の方向性 

  ・夢見ヶ崎動物公園基本計画に基づく緑環境などの保全・育成 
・総合公園である富士見公園の機能回復を図り、施設の再編整備を推進 
・地域特性に応じた公園等整備の推進 
・緑化推進重点地区について、持続的な緑化を推進 

    ・多摩川に近接する御幸公園と連携した拠点形成による、水と緑の連続性・回遊性の確保の推進 

※樹林地、水面は、川崎市作成（平成 28（2016）年）の自然的環境
分布図を、草地、農地は、国土交通省作成（平成 17（2005）年）
の緑被分布図を基に図化を行った。国土交通省のデータは、農地
については畑地と水田の区分が行われていないため、立地条件が
異なることから、国土地理院の土地条件図（１/25000）に基づ
き、沖積低地に位置する農地（水田のポテンシャルを有する）と
それ以外の農地（畑・果樹園等）に区分し、生物多様性の観点か
ら、立地特性を反映した「生態系エリア」の作成を行った。（資
料提供：中央大学研究開発機構） 
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第 4 章 生物多様性の保全に向けた施策 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考 主な拠点（コア）及び緑道で活動している緑の活動団体等 
場所 活動団体等 

夢見ヶ崎動物公園（幸区市民健康の森） さいわい加瀬山の会 
さいわいふるさと公園 さいわいふるさと公園管理運営協議会 
富士見公園 はぐくみの里ヒマワリ有志団体 
桜川公園 桜本一グリーンサークル、NPO 法人桜川公園愛護会 
さいわい緑道 さいわい緑道西地区管理運営協議会、さいわい緑道東地区管

理運営協議会 
 
 
 
 
 
 
 
  

さいわい緑道 南河原公園 大師公園 富士見公園 

夢見ヶ崎動物公園 さいわいふるさと公園 

【コラム】緑化推進重点地区 

 緑化推進重点地区は、川崎市域において、重点的に緑化の推進に配慮を加えるべき地区のことで

す。この地区内の緑化を効果的に推進するために、「緑の基本計画」に基づいて定められており、令

和 2（2020）年度現在、市内に 8 地区の指定があります。このうち市街化が進んでいる「低地の市街

地生態系エリア」及び「臨海部生態系エリア」内にある 3 地区の地区計画の概要は次のとおりです。 

○新川崎・鹿島田駅周辺地区緑化推進重点地区計画（平成 26（2014）年策定） 

基本方針「1 まちの顔となる緑のランドマークづくり」「2 歴史と文化の薫るまちづくり」「3

多摩川・鶴見川からの風の道づくり」「4 緑をつなぐ人づくり」 

 

○川崎駅周辺地区緑化推進重点地区計画（令和 3（2021）年改定） 

 基本方針「1 みどりが人と人をつなぎ、多様性を感じられるまちづくり」「2 みどりが骨格とな

り、歴史・未来を感じられるまちづくり」「3 みどりと人がつながり、持続可能な社会

形成を実現するまちづくり」 

 

○川崎臨海地区緑化推進重点地区計画（「かわさき臨海のもりづくり」緑化推進計画）（平成 28

（2016）年策定） 

 基本方針「1 エリアの特性に応じた「緑のゾーン」を設定します」「2 臨海のもりの骨格となる

「緑の軸」をつくります」「豊かな緑創出を担う「緑の拠点」をつくります」 
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第 4 章 生物多様性の保全に向けた施策 

 
 
 
○調査概況 
 

調査地点 主な環境 
樹林 草地 水辺・湿地 

A:南河原公園及びさいわい緑道 ○ ○ ○ 
B:大師公園 ○ ○ ○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
   
 
 
 
 
 
   
 
 
 植物 哺乳類 鳥類 は虫類 両生類 昆虫類 計 

確認種数 483 種 0 種 26 種 4 種 0 種 251 種 764 種 

 
 
※調査は、専門知識を有する事業者により季節ごとに半日程度、調査対象地を任意に踏査して実施

しました。（参考資料１ ３ 市域の生き物情報参照） 
  

B:大師公園 

A:南河原公園及びさいわい緑道 

A 
● ● 

B 

草地 

樹林 草地 

緑道 水辺 

樹林 水辺 水辺 

低地の市街地生態系エリアで確認された主な植物・生き物 
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第 4 章 生物多様性の保全に向けた施策 

○確認された主な植物・生き物 
 

 
 
 
 
 

 
                         

 
 
 
 
 

 
               

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その他、このエリアで確認された主な植物・生き物 
植物 ナズナ、ホトケノザ、ハハコグサ 
鳥類 コゲラ、チョウゲンボウ、オナガ、シジュウカラ、ジョウビタキ、カワセミ、

ハクセキレイ 
昆虫類 カネタタキ、ハラビロカマキリ、ミンミンゼミ、アオドウガネ、シロテンハナ

ムグリ、アオスジアゲハ、ギンヤンマ、シオカラトンボ 
（環境省レッドリスト・神奈川県レッドデータブックに記載される種は除いています） 

  

メジロ 

ノブドウ カタバミ カルガモ 

ツグミ ニホンヤモリ 

ツマグロヒョウモン ナミアゲハ 
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第 4 章 生物多様性の保全に向けた施策 

（１１）多摩川生態系エリア 

   ア エリアの概況 
    ・多摩川河川区域の全体が生き物の生息・生育環境となっています 
 
   イ エリアの状況 

 
 

ウ 取組の方向性 
    ・多摩川に関する総合的な施策を展開するための計画である「川崎市新多摩川プラン」に

基づく取組の推進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多摩川に関する総合的な施策を展開するための計画として平成 28（2016）年に策定

し、基本理念や 5 つの基本目標を掲げ、施策を推進しています。 

●基本目標 

川崎市新多摩川プランの概要 

主に、「基本目標Ⅰ 自然と調和した美しい多摩川へ」に生物多様性に関連する施策

を位置づけ、取組を推進しています。 

※樹林地、水面は、川崎市作成（平成 28（2016）年）の自然的環境分布図を、草
地、農地は、国土交通省作成（平成17（2005）年）の緑被分布図を基に図化を行
った。国土交通省のデータは、農地については畑地と水田の区分が行われていな
いため、立地条件が異なることから、国土地理院の土地条件図（１/25000）に基
づき、沖積低地に位置する農地（水田のポテンシャルを有する）とそれ以外の農
地（畑・果樹園等）に区分し、生物多様性の観点から、立地特性を反映した「生
態系エリア」の作成を行った。（資料提供：中央大学研究開発機構） 
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第 4 章 生物多様性の保全に向けた施策 

 
【主な実施事業】 

   ・川崎ふるさと生き物さがし（かわさき生き物マップの運用） 
   ・身近な生き物観察教材の作成・配布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考 主な拠点（コア）及び河川で活動している緑の活動団体等 
場所 活動団体等 備考 

多摩川 NPO 法人多摩川エコミュージアム※、
NPO 法人とどろき水辺、NPO 法人多摩川
干潟ネットワーク 

※国土交通大臣表彰 手づくり郷土賞大賞受
賞（H29） 

中瀬河川敷 花を愛する友の会  
幸区土手（水上バス川崎
発着場付近） 

MRT（Moon River Tama）  

多摩川緑地等々力地区 多摩川園芸クラブ  
等々力土手 多摩川等々力土手のさくらを愛する会  
  

多摩川（菅付近） 

多摩川緑地（下野毛付近） 

多摩川（上河原付近） 

多摩川河口干潟 

川崎市新多摩川プラン 生物多様性関連項目 
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第 4 章 生物多様性の保全に向けた施策 

 
 
 
○調査概況 

調査地点 主な環境 
樹林 草地 水辺・湿地 

A:多摩川緑地（菅地区） ○ ○  
B:多摩川緑地（下野毛地区）  ○ ○ 
C:多摩川緑地（等々力地区） ○ ○ ○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 植物 哺乳類 鳥類 は虫類 両生類 昆虫類 計 

確認種数 353 種 5 種 65 種 6 種 2 種 360 種 791 種 

 
 
※調査は、専門知識を有する事業者により季節ごとに半日程度、調査対象地を任意に踏査して実施

しました。（参考資料１ ３ 市域の生き物情報参照） 
  

B:多摩川緑地（下野毛地区） 

C:多摩川緑地（等々力地区） 

A:多摩川緑地（菅地区） 

樹林 草地 

A 
● 

● 
● 

B 
C 

水辺 草地 

樹林 草地 水辺 

多摩川生態系エリアで確認された主な植物・生き物 
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第 4 章 生物多様性の保全に向けた施策 

○確認された主な植物・生き物 
 

 
 
 
 
 
 
 

                          
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その他、このエリアで確認された主な植物・生き物 
植物 アカメヤナギ、ミゾソバ、オギ、ヨシ、イヌタデ 
哺乳類 アズマモグラ、タヌキ 
鳥類 カシラダカ、タヒバリ 
昆虫類 ゴマダラチョウ、ギンヤンマ、コシアキトンボ、エンマコオロギ、ツチイナ

ゴ、ショウリョウバッタ、トノサマバッタ、オオカマキリ、マメコガネ、ナナ

ホシテントウ、ベニシジミ 
（環境省レッドリスト・神奈川県レッドデータブックに記載される種は除いています） 

  

ツグミ 

カワセミ 

ハマダイコン ススキ オニグルミ 

オオバン ダイサギ 

イチモンジセセリ ニホンカナヘビ 
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第 4 章 生物多様性の保全に向けた施策 

（１２）臨海部生態系エリア 

   ア エリアの概況 
    ・自然的環境の分布は少ないが、海域に面しており、事業所の緑地等が存在しています 
    ・事業所による緑化活動が活発です 
 
   イ エリアの状況 

 
 
   ウ 取組の方向性 
    ・事業所緑地や港湾緑地・都市公園などを街路樹等の緑でつなぎ、運河等の水環境を含め

て、臨海部全体を緑豊かな「もり」とする臨海のもりづくりの推進 
    ・「風の道」の形成を図るため、水際線の事業所との連携による緑化や、主要幹線道路の

街路樹整備などを推進 
    ・「川崎港緑化基本計画」に基づき、港湾環境を活かした緑地や親水空間の整備を推進 
 
 
 
 
 

※樹林地、水面は、川崎市作成（平成 28（2016）
年）の自然的環境分布図を、草地、農地は、国
土交通省作成（平成 17（2005）年）の緑被分布
図を基に図化を行った。国土交通省のデータ
は、農地については畑地と水田の区分が行われ
ていないため、立地条件が異なることから、国
土地理院の土地条件図（１/25000）に基づき、
沖積低地に位置する農地（水田のポテンシャル
を有する）とそれ以外の農地（畑・果樹園等）
に区分し、生物多様性の観点から、立地特性を
反映した「生態系エリア」の作成を行った。
（資料提供：中央大学研究開発機構） 
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第 4 章 生物多様性の保全に向けた施策 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考 主な拠点（コア）及び河川で活動している緑の活動団体等 
場所 活動団体等 備考 

浮島町公園（川崎区市民
健康の森） 

海風の森を MAZU つくる会  
浮島町公園管理運営協議会 川崎市環境功労者表彰受賞（H29） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

東扇島中公園 東扇島⻄公園 

東扇島北公園 東扇島東公園 緑道（東扇島） 

ちどり公園 

川崎港の運河 

【コラム】事業所緑化（緑の基本計画より） 

 市街地の中に事業所の敷地の占める割合が大きい本市にとって、事業所の緑は地域緑化の推進に

大きな役割を果たしています。様々な樹種が植栽された事業所の緑は、地域住民や通行人にうるお

いを与えるだけでなく、実のなる木や花の咲く木を求める野鳥や昆虫など生き物の生息地としても

貢献しています。 

 昭和 47（1972）年以降、緑豊かなまちづくりを進めるために市内事業所と緑化の推進に関する協

定を締結し、また、平成 17（2005）年から事業所敷地内の緑化率向上のために「川崎市みどりの事

業所推進協議会」を設置し、情報交換や施設見学会、講演会を開催する等、緑化を推進するための

様々な支援を実施しています。 

 

 

 
令和 2（2020）年度事業所緑化データ 

協定締結事業所 62 事業所  緑化率 10.7%（昭和 47（1972）年発足時 3.6%） 

緑 化 面 積 147.3ha 
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第 4 章 生物多様性の保全に向けた施策 

 

 
 
○調査概況 

調査地点 主な環境 
樹林 草地 水辺・湿地 

A:浮島町公園（川崎区市民健康の森） ○ ○ ○ 
B:ちどり公園 ○ ○  
C:東扇島西公園 ○ ○  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 植物 哺乳類 鳥類 は虫類 両生類 昆虫類 計 

確認種数 454 種 2 種 41 種 2 種 0 種 231 種 730 種 

 
※調査は、専門知識を有する事業者により季節ごとに半日程度、調査対象地を任意に踏査して実施

しました。（参考資料１ ３ 市域の生き物情報参照） 
  

B:ちどり公園 

C:東扇島⻄公園 

A:浮島町公園（川崎区市⺠健康の森） 

樹林 A 
● 

● 

● 
B 

C 

海岸 

樹林 草地 

樹林 草地 

水辺 

草地 海岸 

海岸 

臨海部生態系エリアで確認された主な植物・生き物 
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○確認された主な生き物 
 

 
 
 
 
 
 

                         
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その他、このエリアで確認された主な植物・生き物 
植物 トベラ、ノブドウ、イタドリ、ハマダイコン、カジイチゴ、ガガイモ、チガヤ 
鳥類 シジュウカラ、メジロ、カワウ、ホシハジロ、キンクロハジロ、ウミネコ、イ

ソヒヨドリ 
昆虫類 ハラビロカマキリ、アブラゼミ、ツクツクボウシ、シロテンハナムグリ、ナミ

アゲハ、シオカラトンボ、エンマコオロギ、マダラスズ、ショウリョウバッ

タ、ベニシジミ 
（環境省レッドリスト・神奈川県レッドデータブックに記載される種は除いています） 

  

アオドウガネ 

オナガ ユリカモメ ハクセキレイ 

スズガモ 

アオスジアゲハ 

ニホンヤモリ スズガモ 
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【コラム】事業者の取組事例 

 事業者は事業活動を行う中で、国内外の生物多様性の恵みに関与しており、また、製品やサービ

スを通じて消費者である市民と生物多様性の恵みとの関わりに影響を与えています。このため、生

物多様性の恵みを持続可能なものとするために事業者に期待される役割は大きいと言えます。 
環境への取組などを投資判断に生かすESG投資が拡大しており、事業者による環境への取組はます

ます注目されていくものと思われます。この機会に、生物多様性の保全に関する取組をできること

からはじめてみませんか。 
 

～例えば以下のような取組ができます～ 

 ①原材料の調達方針や調達基準において、生物多様性に配慮された認証商品

を優先的に選定するなどの生物多様性への配慮事項を組み込む。 

 ②商品の生産・加工段階では、廃棄物の減量・リサイクルを推進するほか排

水量、水質、化学物質等について、生物多様性への影響の把握、種類や量

等の確認、及び低減対策等を実施する。 

 ③商品等の輸送においては、低公害車を利用するなど地域の環境に配慮した

取組を進める輸送業者を優先的に利用する。 

 ④商品等の販売時においては、生物多様性に配慮した製品・サービスに関する

情報を消費者にわかりやすく提供する。 

 ⑤事業所敷地内において緑化に取り組み、植栽には郷土樹種を利用するなど生

物多様性に配慮する。 

出典：（第２版）事業者のための生物多様性民間参画ガイドライン（環境省） 

 
 
 
 
 

認証商品の例 
（森林の保全） 
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第５章 生物多様性の保全の推進と進行管理 

 

 生物多様性の観点から見た本市の特徴として、日本有数の大都市において環境への意識の高い市

民、事業者による活発な活動があることが挙げられ、生物多様性の保全を効果的に進めていくには、

引き続き多様な主体と連携して取組を進めることが重要です。 

 

１ 各主体に期待される主な役割 

主体 
期待される 

主な役割 
行動例 

市民 

（市民団

体） 

生物多様性を身

近なものとして

捉えて、配慮し

た行動を実践す

る 

・省エネや資源循環への協力等、日常からの環境に配慮したライ

フスタイルの実践 

・エコラベルなどが付いた環境に優しい商品を選ぶ 

・地産地消や農体験等を通した、都市農業への理解と協力 

・家庭からの環境教育・学習への協力 

・環境教育・学習への参加 

・ペットの終生飼養 

・緑地保全活動への参加 

・地域緑化活動や、自然観察会等の自然とふれあう機会への積極

的な参加 

・花壇づくりや屋上・壁面緑化の推進等の地域緑化の推進 

・緑化の際にできるだけ郷土種を利用する等の生態系への配慮 

・二ヶ領用水や河川の美化活動等、河川環境保全活動への参加 

・臨海部の環境向上への参加 

・生き物調査等への協力 

・活動の情報、自然情報等の記録や他の主体への情報提供 

事業者 事業活動と生物

多様性との関係

性を把握し、配

慮した活動を実

践する 

・材料調達でのグリーン購入等、事業活動での環境配慮の実践 

・環境教育・学習の推進 

・他主体への環境教育・環境学習の場の提供や出前講座等の協力 

・環境保全の人材育成等への積極的な取組 

・環境対策の積極的な推進 

・地域活動への参加や支援 

・緑地確保や緑化に当たっての生き物の生息・生育空間としての

機能への留意 

・市域のエコロジカルネットワーク構築に向けた積極的な緑化等

の推進 

・「かわさき臨海のもりづくり」への参画 

・生き物調査への協力 

・敷地内の自然環境調査の実施や情報の提供 

・生物多様性の保全に寄与する新たな知見や技術の開発 

・事業者が単独又は団体等で自主的に策定している手引き、ガイ

ドライン等を活用した取組の推進 

・開発等における環境影響評価手続きによる生態系等を含む環境

配慮の推進 
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主体 
期待される 

主な役割 
行動例 

行政 生物多様性の大

切さなどをわか

りやすく啓発す

るとともに、事

業者として配慮

した活動を実践

する 

・生物多様性に関する普及啓発や環境に配慮したライフスタイル

の促進 

・生物多様性に関するわかりやすい広報の実施 

・自然や環境保全について学ぶ環境教育・学習の推進 

・環境学習に係る多様な主体と連携した取組の推進 

・農地、樹林地、水辺地等を利活用した人と自然、生き物とのふ

れあいの機会づくり 

・生き物の生息・生育の拠点となる農地や樹林地、水辺地等の 

保全 

・公共施設整備や緑化推進等による拠点の創出等、緑と水のネッ

トワークの構築に向けた取組 

・生き物情報の収集と管理 

・情報のネットワークの構築 

・生物多様性等への新たな知見を生み出す機会づくり 

・活動の情報共有や交流の場づくり 

 

２ 進行管理について 

 本戦略は、本市の施策を生物多様性の保全と利用という観点で横断的に体系整理していること

から、進行管理にあたっては、「環境基本計画」や「緑の基本計画」など関連する各計画等にお

ける進行管理との整合を図る必要があります。このため、川崎市総合計画や環境基本計画におけ

る進行管理を活用して本戦略の進行管理を行うことで、効果的・効率的に進捗の把握・点検を行

っていきます。 

 また、庁内関係部局による生物多様性推進検討会議により、関連施策の進捗を定期的に把握し

ます。さらに、関連性の高い計画等においては、本戦略の考え方を取り入れて取組を実施すると

ともに、今後、各計画等の改定などのタイミングに合わせて、本戦略の考え方を取り入れながら、

生物多様性の保全に向けた取組の充実を図っていきます。 

 なお、令和 4（2022）年度に予定されている次期国家戦略の改定状況を踏まえて、必要に応じて

見直しを実施します。 
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朽木積み（朽木等に産卵する
コクワガタがきています） 

【コラム】生き物の生息・生育環境となる樹林の管理 

樹林地において定期的に伐採等の手入れを行うことで、樹齢の違う若い雑木が混在し、明るい林

床には様々な草花が生育し、動植物の豊かな生態系が育まれます。ここでは、代表的な管理作業を

紹介します。 
≪間伐≫ 
・樹木が枯れている等、不健全である、あるいは、過密化している場合

は伐採します。 
・クヌギ・コナラ等、萌芽しやすい樹種は、胸高直径 20cm（樹齢 15～

20 年）程度で、萌芽更新のために伐採します。 
・伐採は、3 月頃に伐採を行うと萌芽力が高く効果的と言われています。3 月頃はキンランなど春植物の

発芽時期に当たるため、これらが生育する場所では、冬季に伐採を行うと良いでしょう。 
・林床が明るくなり、樹木を更新することができます。 
・間伐で発生した丸太や剪定枝を積んでおくと、昆虫や小動物のすみかにな

ります。 
≪下草刈り≫ 
・林床のタケ類・ササ類や常緑低木の刈取りを行い、繁茂を防ぎます。作業

の際は、希少な植物があればテーピングでわかるようにするなどなるべく

保全し、ヤブに生息する鳥類（アオジやウグイス等）がいれば一部刈り残

す等、動植物の生息・生育環境に配慮します。 
≪枝払い≫ 
・樹木の枝張りを切ることで、林床を明るくし、植生の単調化を防ぎます。 
・風や積雪による倒木を防ぎます。 
［竹林の管理（竹林としての管理を行う場合）］ 
・立ち枯れや黄色くなった古いタケを積極的に間伐します。 
・間伐した跡地には、春にタケノコが出てきて、タケを更新することができます。 
・タケの伐採の密度は、竹林内を傘をさして歩けるくらいが目安といわれていま 

す。 
・伐採は、夏季に行うのが効果的ですが、伐採した竹を竹材として利用する場合

は、竹が乾燥している冬季に行うと良いと言われています。 
≪落ち葉かき≫ 
・落ち葉かきは、林床にある種子や埋蔵種子に光をあて、林床植物や

埋蔵種子の発芽を促進するために行います。 
・落ち葉をごみとせず、一か所に集めて堆肥おきばをつくると、カブ

トムシをはじめ甲虫などの産卵場所、幼虫のすみかとなります。 
・タケなどを利用して枠をつくり、落ち葉をいれます。鶏糞などをま

ぜると、堆肥ができます。堆肥はチョウを呼ぶための花壇などの肥

料として利用することができます。（大きさ 2m×2m 程度） 
 
(主な出典)：「川崎市緑化指針ダイジェスト版」（平成 27 年 10 月改正）、 

「生物多様性の保全に取り組む方々へのメッセージ～活動ポイント事例集～」（平成 27 年 3 月発行）

ヤブは鳥をはじめ、小動物
の隠れ場所となります。 

管理の行き届いた雑木林（麻生区岡上） 

堆肥おきば 

カブトムシの幼虫 
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参考資料１ 前戦略における生態系エリア 

１ 生態系エリア 

本市は、丘陵や低地、埋立地等の地形的な成り立ちや土地利用等の違いから、大きくは北西部

の起伏のある丘陵地（多摩丘陵）、南東部の平坦な多摩川低地、人工的に造成された埋立地、及

び多摩川（多摩川の河川区域内の空間）に区分できます。また、丘陵地は概ね多摩川と鶴見川の

流域界を境に土地利用の違いで区分され、多摩川低地も同様に土地利用の違いで区分されます。

前戦略では、次のように区分しています。（前戦略における「生き物の生息・生育環境の地域特

性について」は参考資料２を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考図 1 前戦略における本市の生態系エリア 

 

２ 生態系エリアの特徴 

  現行戦略においてまとめられた生態系エリアの特徴は、次の表のとおりである。 

生態系エリア 生態系エリアの特徴 

①丘陵地の農地と

樹林の生態系エリ

ア 

・生き物の生息・生育の拠点となる農地や樹林がまとまって分布する地域が多く

含まれ、河川等がそれらをつないでいる。 

・農地や樹林、水辺等を生息・生育環境とする多様な生き物が生息する。 

・緑地保全活動が活発に行われており、生き物に関する情報も蓄積されている。 

②丘陵地の樹林の

分散する生態系エ

リア 

・生き物の生息・生育の拠点となる樹林がまとまって分布する地域が含まれ、河

川や多摩川崖線の緑等がそれらをつないでいる。 

・樹林や水辺等を生息・生育環境とする多様な生き物が生息する。 

・緑地保全活動が活発に行われており、生き物に関する情報も蓄積されている。 

③低地の農地の分

散する生態系エリ

ア 

・生き物の生息・生育の拠点となる農地や公園等が点在しており、二ヶ領用水や

河川、街路樹等がそれらをつないでいる。 

・農地や住宅地等を生息・生育環境とする生き物が生息する。 

・生物多様性に関する保全活動が行われており、特に水辺の生き物に関する情報

が多く蓄積されている。 

生態系エリア 

①丘陵地の農地と樹林の生態系エリア 
②丘陵地の樹林の分散する生態系エリア 
③低地の農地の分散する生態系エリア 
④低地の市街地の生態系エリア 
⑤多摩川の生態系エリア 
⑥臨海部の生態系エリア 

① ② 

③ 

⑤ 

④ 

⑥ 
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生態系エリア 生態系エリアの特徴 

④低地の市街地の

生態系エリア 

・自然的環境の分布は少なく、公園等が生き物の生息・生育環境となっており、

街路樹等がそれをつないでいる。 

・公園や住宅地等を生息・生育環境とする限られた種類の生き物が生息する。 

・地域緑化に関する活動が活発である。 

⑤多摩川の生態系

エリア 

・多摩川河川区域の全体が生き物の生息・生育環境となっており、上下流や隣接

する堤内地等をつないでいる。 

・多摩川の河川区域内のさまざまな環境を生息・生育環境とする多様な生き物が

生息する。 

・生物多様性に関する保全活動が活発に行われており、生き物に関する情報が多

く蓄積されている。 

⑥臨海部の生態系

エリア 

・自然的環境の分布は少ないが、海域に面しており、事業所の緑地等が存在して

いる。 

・事業者による緑化活動が活発である。 

 

３ 市域の生き物情報 

本市では、平成 25（2013）年度から専門知識を有する事業者により生き物調査を実施していま

す。調査については、各生態系エリアの緑地等で実施しており、平成 26（2014）年度からは、年

間を通した生物相を把握できるよう季節ごと（年4回）に実施しています。これまでの調査結果は

表のとおりです。調査は、半日程度、調査対象地を任意に踏査して実施しました。 

平成 25（2013）年度 生態系エリアごとの生物相を把握するため、エリアごとに 1 か所、

夏のみの簡易的な調査をモデル実施。 

平成 26（2014）年度 平成 25（2013）年度と同じ調査か所について、年間を通した生物相

を把握するため、季節ごと（夏・秋・冬・早春）に調査を実施。 

平成 27（2015）年度 平成 26（2014）年度の調査か所とは環境が異なる地点の調査を季節

ごと（春、夏、秋、冬）に実施。 

平成 28～29 

（2016～2017）年度 

これまでの調査か所とは環境が異なる地点の調査を季節ごと（春、

夏、秋、冬）に実施。 

平成 30～令和元 

（2018～2019）年度 

平成 26（2014）年度調査か所との定点調査を実施。 

 

 生き物調査結果 

 植物 哺乳類 鳥類 は虫類 両生類 昆虫類 計 

生態系エリア① 602 種 5 種 46 種 9 種 5 種 622 種 1,289 種 

生態系エリア② 694 種 4 種 41 種 5 種 4 種 460 種 1,208 種 

生態系エリア③ 660 種 2 種 33 種 4 種 1 種 252 種 952 種 

生態系エリア④ 483 種 0 種 26 種 4 種 0 種 251 種 764 種 

生態系エリア⑤ 353 種 5 種 65 種 6 種 2 種 360 種 791 種 

生態系エリア⑥ 454 種 2 種 41 種 2 種 0 種 231 種 730 種 

全エリア 1,183 種 7 種 91 種 12 種 6 種 1,011 種 2,310 種 

①丘陵地の農地と丘陵地の樹林の生態系エリア  ②丘陵地の樹林の分散する生態系エリア  

③低地の農地の分散するエリア  ④低地の市街地の生態系エリア  

⑤多摩川の生態系エリア   ⑥臨海部の生態系エリア 
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また、市内河川における水生生物については、水環境保全計画に基づき、調査を実施していま

す。なお、水環境保全計画における水生生物調査については、継続的な水質調査等と同時に実施

しており、すべての生態系エリアにおいて調査を実施しているわけではなく、また、調査頻度も

陸域での生き物調査と違っていることから、調査結果の表には記載していません。 

・河川における調査…12 地点を 4 地点ずつ 3 年間のローリング方式で、調査は夏季の一日で実

施。直近の調査期間は、平成 29（2017）年度から令和元（2019）年度。 

・海域における調査…4 か年計画で、固定した地点を、夏季・冬季の隔年で調査を実施。直近の

調査期間は、平成 27（2015）年度から平成 30（2018）年度。 

 

 

参考図 2 水環境保全計画に基づく河川における調査地点 

 

参考表 1 市内河川の魚類の出現種類数（水環境保全計画に基づく調査） 

 

  

水系 河川名 地点名 目標（指標） 目標 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

五反田川 大道橋 多様な生物が生息できる AA 2種 3種 4種

⼆ヶ領本川 ひみず橋 多様な生物が生息できる AA 0種 5種 5種

⼆ヶ領⽤⽔円筒分⽔下流 今井上橋 多様な生物が生息できる AA 2種 4種 3種

⼆ヶ領⽤⽔宿河原線 東名高速下 多様な生物が生息できる AA 6種 6種 5種

平瀬川 正安橋 多様な生物が生息できる AA 7種 5種 5種

三沢川 下の橋 多様な生物が生息できる A 9種 10種 10種

麻生川 耕地橋 ﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾓﾂｺﾞ、ｺｲ、ﾌﾅ
等の魚類が生息できる

B 1種
(1種)※１

3種
(2種)※１

片平川 片平橋下 ﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾓﾂｺﾞ、ｺｲ、ﾌﾅ
等の魚類が生息できる

B 2種
(1種)※１

2種
(1種)※１

真福寺川 ⽔⾞橋前 ﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾓﾂｺﾞ、ｺｲ、ﾌﾅ
等の魚類が生息できる

B 1種
(1種)※１

2種
(1種)※１

矢上川 日吉橋 コイ、フナが生息でき不快
感がない

C 8種
(2種)※２

7種
(1種)※２

4種
(1種)※２

有馬川 住吉橋 コイ、フナが生息でき不快
感がない

C 1種
(0種)※２

0種

渋川 八幡橋 コイ、フナが生息でき不快
感がない

C 5種
(1種)※２

4種
(1種)※２

3種
(1種)※２

カッコ内【※１︓全数のうちドジョウ等４種の生息数、※２︓全数のうちコイ、フナ２種の生息数】

多
摩
川
水
系

鶴
見
川
水
系
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参考資料２ 生き物の生息・生育環境の地域特性について 

 

１ 生き物の生息・生育の拠点 

生き物の多くは、生息・生育範囲の自然環境等に依存していることから、生き物の生息・生育

環境に着目して市域の地域特性を見てみると、川崎市は、丘陵や低地、埋立地等の地形的な成り

立ちや土地利用等の違いから、大きくは北西部の起伏のある丘陵地（多摩丘陵）、南東部の平坦

な多摩川低地や人工的に造成された埋立地、及び多摩川（多摩川の河川区域内の空間）に区分で

きます。また、丘陵地は概ね多摩川と鶴見川の流域界を境に土地利用の違い（大規模な農地が多

い地域とそれ以外）で区分することができます。さらに、多摩川低地も同様に土地利用の違い

（農地や二ヶ領用水等の水辺空間がある地域とそれらが少ない市街地）で区分することができま

す（参考図 3、参考表 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考図 3  地形図 

（出典）川崎市都市計画基礎調査（平成 17（2005）年度調査結果報告書）に加筆 

 
参考表 2 環境類型区分による川崎市の 6 つの地域区分 

地形的な成り立ちによる地域区分 土地利用の違いも考慮した地域区分 
丘陵地（多摩丘陵） ①農地、樹林地等自然的環境のまとまりが残されている丘陵地 

②農地、樹林地等自然的環境が分散して残されている丘陵地 

多摩川低地 ③農地が分散して残る市街地が広がる多摩川低地 
④公園緑地が分散する市街地が広がる多摩川低地 

多摩川 ⑤多摩川の河川区域 
埋立地 ⑥運河が広がる臨海部 

0 2.5 5 km 

凡例 

６つの地域区分 

多摩川低地 

埋立地 

多摩川 

鶴見川 

二ヶ領用水 

多摩川 

丘陵地（多摩丘陵） 

① ② ③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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この 6 つの地域区分ごとの、地形分類や地表の状態（土地条件や土地利用等）の情報と、自然

的環境（樹木の集団、農地、河川等）の分布状況の重なりの状況から、川崎市では、面積の大き

い住宅地や市街地、工業用地等のほか、北西部の丘陵地にみられるような樹林地と農地が一体と

なったような場所、多摩川低地の北西部にみられるような小さな農地が集まったような場所、市

街地の公園のような場所等、24 種類の空間に分けることができます（参考図 4）。それぞれの空

間では、生息・生育する生き物の種の構成等についても個別に特徴を有しています。市街地、工

業用地等にあたる空間を除いた 19 種類のまとまりが川崎市における生き物の主要な生息・生育環

境のまとまりとなります（参考表 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考図 4 生き物の生息・生育環境のまとまりの分布状況 

（出典）川崎市環境審議会「川崎市生物多様性地域戦略策定に向けた基本的な考え方について（答申）」より 

 

凡例 

0 2.5 5 km 

湧水地点 

生息・生育環境のまとまり 

６つの地域区分の境界 
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参考表 3 環境類型区分により抽出された空間の特性 

 空間の名称 空間の特性（主として基盤となる植生や生き物の状況） 代表的な場所 

主
要
な
生
き
物
の
生
息
・
生
育
環
境
の
ま
と
ま
り 

a.斜面の樹林と扇状

地の農地 
斜面の樹林（主にクヌギ－コナラ群集）と隣接する広い水田等の農地、

多数の湧水や三沢川の水辺等があり、食物連鎖の上位に位置する猛禽類

も飛来するほか、水辺環境に依存するカエル類等の多様な生き物が生息

する。 

黒川周辺、早

野周辺 

b.斜面の樹林と段

丘・斜面の農地 
斜面の樹林（主にクヌギ－コナラ群集）と隣接する段丘上や斜面の農

地、湧水等があり、食物連鎖の上位に位置する猛禽類も飛来するほか、

樹林環境に依存する鳥類等の多様な生き物が生息する。 

岡上周辺、片

平周辺等 

c.緑の多い住宅地の

中の斜面の樹林 
主に段丘上の切土地、盛土地に造成された住宅地の中に、小規模なクヌ

ギ－コナラ群集に分けられる斜面の樹林が分散して分布し、身近な野生

の生き物であるタヌキ等が生息する。 

王禅寺ふるさ

と公園、むじ

なが池公園等 
d.規模の大きな農地 主に段丘上の切土地、盛土地にやや大規模な農地がまとまって分布し、

湧水もあって、身近な野生の生き物であるタヌキや水辺環境に依存する

カエル類等の多様な生き物が生息する。 

黒川東周辺 

e.多摩川崖線上の斜

面の樹林 
多摩川崖線上の斜面に大規模な樹林が分布し、農地は少ないが湧水が多

くみられる。食物連鎖の上位に位置する猛禽類も飛来するほか、水辺環

境に依存するイモリやホトケドジョウ等の多様な生き物が生息する。 

生田緑地、小

沢城址緑地等 

f.多摩川崖線上の小

規模な斜面の樹

林・農地の集団 

多摩川崖線上の斜面に小規模な樹林及び農地の集団が住宅地と混在して

分布し、崖線沿いに湧水が多くみられる。身近な野生の生き物であるタ

ヌキや水辺環境に依存するカエル類等が生息する。 

新作周辺、野

川周辺等 

g.段丘面上の小規模

農地の集団 
段丘面上の切土・盛土地に、小規模な農地の集団が住宅地と混在し、樹

林や湧水は少なく、身近な野生の生き物であるタヌキ、ウグイス等が生

息する。 

南生田周辺、

有馬周辺等 

h.多摩川低地の果樹

園等の農地（砂礫

地） 

多摩川低地のうち上流側の土壌に砂礫が多い地域では、小規模ながら果

樹園等の農地がある程度の面積で分布する部分があり、身近な野生の生

き物であるタヌキ等が生息する。 

菅周辺、宿河

原周辺 

i.多摩川低地の畑地

等の農地 
多摩川低地のうち下流側の土壌の粒径が比較的細かい地域では、小規模

ながら農地（主に畑地）がある程度の面積で分布する部分があり、身近

な野生の生き物であるタヌキ等が生息する。 

坂戸周辺、下

小田中周辺 

j.多摩川低地の公園

緑地・水辺 
多摩川低地の整備された公園緑地で植栽された樹林に加え、水辺（池）

があり、水辺を利用する鳥類等の生き物が生息する。 
等々力緑地 

k.多摩川低地の公園

緑地 
多摩川低地にある整備された公園緑地で、植栽された樹林を主として限

られた生き物が生息する。 
夢見ヶ崎公園

等 
l.流路 流路は流れの速い部分や遅い部分等があり、水鳥類や魚類、底生動物等

の多様な生き物が生息する。 
多摩川 

m.河原 洪水による撹乱を受け、裸地や低茎草本が生育する場所がみられ、鳥類

のチドリ類等の生き物が生息する。 
n.高水敷上の樹林 高水敷の一部ではヤナギ林等が成長して高木層を形成し、樹林性の鳥類

等の生き物が生息する。 
o.高水敷上の運動公

園や草地 
運動公園としての土地利用が多く、草地性の昆虫類等の生き物が生息す

る。 
p.ヨシ原・干潟 多摩川河口付近にはヨシ原や干潟が広がり、アシハラガニ、コメツキガ

ニ、オオヨシキリ等の多様な生き物が生息する。 
q.運河 運河の海の部分と護岸部分に、メイタガレイ等の魚類、甲殻類、海草藻

類等の海域の多様な生き物が生息する。 
運河 

r.臨海部（盛土上）

事業所内外の樹林 
植栽された環境保全林が成立している空間で、常緑広葉樹のマテバシイ

林が主として生育している。 
ちどり公園 

s.海浜公園 人工海浜（かわさきの浜）が整備され、多様な海の生き物が生息する。 東扇島東公園 
市
街
地
や
工
業
用
地 

t.丘陵地の緑の多い

住宅地 
主に段丘上の切土地、盛土地に造成された住宅地が広がる。一部で小さな樹林や農地が分

散して分布するが、限られた生き物が生息する。 
u.小河川が流れる市

街地 
五反田川・山下川・平瀬川・矢上川等の河川の扇状地は、河川に市街地が近接する空間が

多く、小規模な農地が点在する部分もあるが、限られた生き物が生息する。 
v.多摩川低地の緑の多

い住宅地・市街地 
多摩川低地に広がる住宅地で、二ヶ領用水等の水系が流れる空間が含まれる部分もあり、

限られた水辺の生き物等が生息する。 

w.市街地 街路樹、事業所敷地の植栽等小規模の緑地が分布するが、限られた生き物が生息する。 
x.工場用地 生き物の生息が乏しい人工構造物に覆われた空間となっている。 

（出典）川崎市環境審議会「川崎市生物多様性地域戦略策定に向けた基本的な考え方について（答申）」より 



 

109 
 

参考資料 

本市における生き物の生息・生育環境のまとまりの分布状況等には、以下のような特徴が見ら

れます。 
・本市の北西部の丘陵地には、市域では少なくなった大規模な農地と樹林地からなる生き物の

生息・生育環境のまとまりがみられ、その中には林縁や水辺等のいわゆる里山あるいは谷戸

の多様な生息・生育環境も含まれる。その結果多様な生き物が出現する地域となっている。 

・丘陵地及び多摩川低地のうちでも小規模な農地や樹林地が広がっている地域では、主要な生

き物の生息・生育環境のまとまりの周辺に住宅地や市街地の都市的な空間が存在し、小規模

な農地・樹林地や河川等の自然的環境が、まとまり同士の間をつなぐ要素となっている。 

・本市の南東部には生き物の生息・生育環境のまとまりが少ない多摩川低地の市街地や埋立地

の工業用地が広がっているが、多摩川低地は多摩川や二ヶ領用水、埋立地は海という生物多

様性の観点からの大きな自然環境が隣接するという構造となっている。 

このような生き物の生息・生育環境のまとまりの分布状況、まとまり同士のつながりの状況、

生き物の生息・生育環境のまとまりの少ない地域等の把握を基に、保全を優先する場所、つなが

りを強化すべき場所、新たに生き物の生息・生育環境を創出することが望ましい場所等を明らか

にして、今後の取組の方向性にかかわる地域特性を整理します（参考図 5）。 

 

 
地形的な成り立ちや 
土地利用の違い等に 
よる区分 
 
 
 
 
 
各区分の中での 
生息・生育環境のまとま 
りの分布 
 
 
 
 

参考図 5 生き物の生息・生育のまとまりの分布の把握のイメージ 

 

まとまりに含まれな

い孤立的な生息・生

育環境 

生き物の生息・生育

環境のまとまり 

住宅地や市街地、工

業用地等。生息・生

育環境のまとまりに

含めない 
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（２）地域特性の整理 

生き物の生息・生育環境のまとまりを抽出する際に、本市を地形的な成り立ちや土地利用等の

違いから6つの地域に区分しました。例えば丘陵地と臨海部では、取り組むべき内容が異なります

ので、それぞれの地域における生き物の生息・生育環境のまとまりの分布等の特性に基づいて、

今後の施策を検討、実施する必要があります。ここでは、各地域を以下のように「生態系エリア」

と呼んで整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、多摩川は全川にわたって国の直轄管理区間となっていますが、本市では様々な法的制約

を踏まえたうえで、国の計画と整合を図った「多摩川プラン」を策定していることから、⑤多摩

川の生態系エリアの対象範囲については「多摩川プラン」と整合を図ることとします。また、市

域全体での取組の方向性を得るためには6つの生態系エリアにおける個別の検討だけでなく、各エ

リア間のつながりも重要です。特に多摩川の河岸段丘である多摩川崖線は、緑の連続性が保たれ

ているだけでなく、多摩丘陵と多摩川低地が接する場所であり、崖下には丘陵で浸透した雨水等

が地表に湧き出る湧水地が分布する等、生物多様性における重要性が高い場所であることに留意

することとします。 

本市における地域戦略として市域全体の取組の方向性を示すための地域特性として、19 種類に

区分した生き物の生息・生育環境のまとまりのうち、エリア全体が生き物の分布においての拠点

として捉えられる多摩川の生息・生育環境、及び運河（海域）を除く 13 種類（参考表 3 の a～k、

r、s）を、生き物の生息・生育の観点で最も重視される農地や樹林等の状況からおおまかに４つ

に分類し、これを「生き物の生息・生育の拠点」として位置づけて（参考表 4、参考図 6）、その

分布を基に各エリアの特徴を整理します。 

参考表 4 川崎市の主な生き物の生息・生育の拠点の分類 

分類 主要な生き物の生息・生育環境のまとまりの種類 
農地と樹林を主体にした生き物の生

息・生育の拠点 
a.斜面の樹林と扇状地の農地 

b.斜面の樹林と段丘・斜面の農地 

d.規模の大きな農地 

樹林を主体にした生き物の生息・生

育の拠点 
c.緑の多い住宅地の中の斜面の樹林 

e.多摩川崖線上の斜面の樹林 

小規模な農地や樹林のまとまりによ

る生き物の生息・生育の拠点 
f.多摩川崖線上の小規模な斜面の樹林・農地の集団 

g.段丘面上の小規模農地の集団 

h.多摩川低地の果樹園等の農地（砂礫地） 

i.多摩川低地の畑地等の農地 

市街地や臨海部に整備された公園の

樹林・海浜等の生き物の生息・生育

の拠点 

j.多摩川低地の公園緑地・水辺 

k.多摩川低地の公園緑地 

r.臨海部（盛土上）事業所内外の樹林 

s.海浜公園 

 地域の特性 生態系エリア 
① 農地、樹林地等自然的環境のまとまりが残されている丘陵地 丘陵地の農地と樹林の生態系エリア 
② 農地、樹林地等自然的環境が分散して残されている丘陵地 丘陵地の樹林の分散する生態系エリア 
③ 農地が分散して残る市街地が広がる多摩川低地 低地の農地の分散する生態系エリア 
④ 公園緑地が分散する市街地が広がる多摩川低地 低地の市街地の生態系エリア 
⑤ 多摩川の河川区域 多摩川の生態系エリア 
⑥ 運河が広がる臨海部 臨海部の生態系エリア 
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参考図 6 川崎市の主な生き物の生息・生育の拠点の分布状況と生態系エリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地と樹林を主体にした生き物の生息・

生育の拠点 

樹林を主体にした生き物の生息・生育の

拠点 

小規模な農地や樹林のまとまりによる生 

き物の生息・生育の拠点 

市街地や臨海部に整備された公園の樹

林・海浜等の生き物の生息・生育の拠点 

生態系エリア 

①丘陵地の農地と樹林の生態系エリア 
②丘陵地の樹林の分散する生態系エリア 
③低地の農地の分散する生態系エリア 
④低地の市街地の生態系エリア 
⑤多摩川の生態系エリア 
⑥臨海部の生態系エリア 

 

※１９種類に区分した生き物の生息・生

育の拠点を、農地や樹林のまとまり等、

生き物の生息・生育の観点から重視され

る要素からおおまかに４種類に分類した 

0 2.5 5 km 

① 
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参考資料３ 市民・事業者アンケート調査結果概要 

 

１ Web アンケート調査（川崎市環境基本計画改定業務支援委託報告書より） 

（１）目的 

   生物多様性の認知度について、市民意識を把握するため実施 

（２）対象 

   川崎市在住の 18 歳以上の市民を対象として、1,573 サンプルから回答 

（３）期間 

   平成 30（2018）年 9 月 3 日～4日 

（４）主なアンケート結果 

   生物多様性の認知度 

 

２ 市民団体・事業者アンケート調査（平成 30 年度市域自然環境等情報整理業務報告書より） 

（１）目的 

   市内の市民活動団体及び事業所による生物多様性の保全活動などを把握するため実施 

（２）市民団体へのアンケート調査 

  ア 対象 

    川崎市で活動する市民団体を対象として、63 団体から回答 

  イ 期間 

    平成 30（2018）年 10 月 1 日～31 日 

  ウ 主なアンケート結果 

  （ア）生物多様性の保全に配慮した活動（いずれか一つ） 

 

9%

28%

63%

問 生物多様性について、どの程度知っていますか

内容をある程度知っている 聞いたことはある 知らない

Ａ．活動してい

る, 25

Ｂ．活動して

いない, 38
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  （イ）生物多様性の保全に配慮した活動の具体的な取組（複数回答可） 

 

 

  （ウ）生物多様性の保全に関してあてはまるもの（複数回答可） 

 

 

（３）市内事業者へのアンケート 

  ア 対象 

市内協議会に所属する企業を対象として、34 企業から回答 

  イ 期間 

    平成 30（2018）年 9 月 30 日～10 月 31 日 

  ウ 主なアンケート結果 

  （ア）現在、貴事業所において実施している環境保全関連の活動（CSR 活動を含む）に「生物多

様性の保全」に関する取組がありますか（いずれか一つ） 

23

5

12

7

0

5

10

15

20

25

Ａ．地域の生き物の生息・生育環境に配慮しながら活動している

Ｂ．「生物多様性の保全」に関する話し合いや普及啓発活動等を行っている

Ｃ．観察会や生き物の調査を行っている

Ｄ．その他

13

26

21

4

0

5

10

15

20

25

30

Ａ．「生物多様性の保全」の内容は理解しているが、具体的な活動方法がわからない

Ｂ．「生物多様性の保全」の内容がよくわからない

Ｃ．活動内容と「生物多様性の保全」との関係性は低い

Ｄ．その他
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（イ）「生物多様性の保全」に関し、具体的にどのような取組を行っていますか（複数回答可） 

 

 

  （ウ）「生物多様性の保全」に関して当てはまるものがあれば回答してください（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

Ａ．活動している, 

17

Ｂ．活動していな

い, 15

回答無, 1

12

6
5

6

0

2

4

6

8

10

12

14

質問2. 「生物多様性の保全」に関し、具体的にどのような取組を行っていますか？

（複数回答可）

Ａ．地域の生き物の生息・生育環境に配慮した取組がある

Ｂ．「生物多様性の保全」に関する話し合いや普及啓発活動等を行っている

Ｃ．生き物の調査を行っている

Ｄ．その他

Ａ．「生物多様性

の保全」の内容

は理解している

が、具体的な取

組内容がわから

ない, 17

Ｂ．「生物多様性

の保全」の内容

がよくわからな

い, 4

Ｃ．その他, 4

回答無, 9



 

115 
 

参考資料 

用語集 

 

回廊（コリドー） 

 生き物にとっての移動の経路や中継地となり、拠点を連結するような連続する緑や水路等を回廊

（コリドー）と呼ぶ、一般に生き物の生息・生育環境の拠点は小規模より大規模、単独であるよ

り複数が連結している方が望ましいといわれているため、回廊を整えることで質が高まると考え

られる。 

 

グリーンインフラストラクチャー 

 土地利用において自然環境の有する防災や水質浄化等の機能を人工的なインフラの代替手段とし

て有効に活用し、自然環境、経済、社会によって有益な対策を社会資本整備の一環として進めよ

うとする考え方。 

 

里地・里山 

 都市域と原生的自然との中間に位置し、様々な人間の働きかけを通じて環境が形成されてきた地

域で、一般的に、里山は人とのかかわりの中で育まれた二次林や竹林を指す。 

 

生態系 

 同一の環境内で多数の種が相互に深い関係を持ちながら生息している。一連の生物の群れは環境

から影響を受け、また環境に影響を与える。こうして相互作用する環境と生物群とを指す。陸域

では森林、砂漠生態系などに、水域は海洋、湖沼生態系などに分類される。 

 

生態系を活用した適応策（EbA） 

 気候変動に対する全体的な適応戦略の一部として生物多様性や生態系サービスの活用など自然環

境や生態系サービスを有効に活用する考え方。 

 

生態系を活用した防災・減災（Eco-DRR） 

 生態系と生態系サービスを維持することで、危険な自然現象に対する緩衝帯・緩衝材として用い

るとともに、食糧や水の供給などの機能により、人間や地域社会の自然災害への対応を支える考

え方。 

 

生物多様性基本法 

 生物多様性の保全と持続可能な利用に関する施策を総合的・計画的に推進することで、豊かな生

物多様性を保全し、その恵みを将来にわたり享受できる自然と共生する社会を実現することを目

的としている。平成 20 年 5 月に成立し、同年 6 月に施行された。本基本法では、生物多様性の保

全と利用に関する基本原則、生物多様性国家戦略の策定、白書の作成、国が講ずべき 13 の基本的

施策など、わが国の生物多様性施策を進めるうえでの基本的な考え方が示された。また、国だけ

でなく、地方公共団体、事業者、国民・民間団体の責務、都道府県及び市町村による生物多様性

地域戦略の策定の努力義務などが規定されている。 
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生物多様性国家戦略 

 生物多様性条約及び生物多様性基本法に基づく、生物多様性の保全及び持続可能な利用に関する

国の基本的な計画。わが国は、平成7年に最初の生物多様性国家戦略を策定し、これまでに4度の

見直しを行っている。 

 

多摩川崖線 

 多摩丘陵と多摩川の低地の境にある崖地の連なり。その大部分は北部斜面の樹林地となっている。 

 

地球規模生物多様性概況第 5 版（GBO5） 

 日本を含む生物多様性条約（CBD）締約国が提出した第 6 回国別報告書、生物多様性及び生態系サ

ービスに関する政府間科学－政策プラットフォーム（IPBES）アセスメント等の既存の生物多様性

に関する研究成果やデータを分析し、生物多様性戦略計画2011-2020及び愛知目標の達成状況につ

いて分析した報告書。 

 

特別緑地保全地区 

 都市緑地法に基づき、都市計画区域内の緑地のうち風致や景観が優れているなど、一定の要件に

該当する良好な自然的環境を形成している緑地について、それを保全するため、都道府県又は市

町村が都市計画に定める地区。 

 

 

農業振興地域 

 農業振興地域の整備に関する法律に基づき、一体として農業の振興を図ることが必要であると認

められる地域で、都道府県が指定するものをいう。 

 

ビオトープ 

 ドイツ語で生き物を意味する「bio（ビオ）」と場所を意味する「top（トープ）」を合わせた造

語。生物群集が存在できる環境条件を備える地域のこと。 

 

保全管理計画 

 特別緑地保全地区及び緑の保全地域に指定した緑地において、将来に向けて生物多様性等を考慮

した良好な自然的環境を維持していくため、動植物の調査等を踏まえて管理のあり方を定めたも

の。市では、地域住民等との協働により作成している。 

 

緑の保全地域 

 川崎市緑の保全及び緑化の推進に関する条例に基づき、市民生活の良好な環境の確保に寄与する

と認められ、良好な緑を形成している土地について区域等を指定する制度。 
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緑地保全協定 

 緑地保全事業要綱に基づき、土地所有者と協定を締結し、一定の期間について緑地の保全を行っ

ていただく制度。 

 

レッドリスト・レッドデータブック 

 レッドリストは絶滅のおそれのある野生動植物のリスト。レッドデータブックはその生息状況な

どに関する情報を取りまとめたもの。環境省レッドリスト 2020 では、国内で 3,716 種の野生動植

物が絶滅のおそれがあるとして掲載されている。 

 

かわさき GIGA スクール構想 

 かわさき GIGA スクール構想では、国の「GIGA スクール構想」に基づき、義務教育段階の児童・生

徒１人１台端末の調達や学校内の高速ネットワーク環境の整備を進めている。 

  



 

 
 

付属資料 

 

資料１ 川崎市環境審議会開催経過 

 
開催日程 会議名 内容 

令和元年 5月 16 日 
令和元年度第 1 回 

環境審議会 

・生物多様性かわさき戦略の改定の基本的な考

え方について（諮問） 

令和元年 7月 12 日 
令和元年度第 1 回 

緑と公園部会 

・戦略の位置づけ及び検討スケジュール（案） 

・現行の戦略 

・戦略の概要及びこれまでの取組状況 

・今後の基本的な方向 

令和元年 10 月 31 日 
令和元年度第 2 回 

緑と公園部会 

・取組の詳細分析について 

・他都市の状況について 

・改定の基本的な方向について 

・生き物調査結果（暫定） 

令和 2 年 2月 13 日 
令和元年度第 3 回 

緑と公園部会 

・戦略改定の基本的な考え方 中間まとめ案 

 

令和 2 年 7月 28 日 
令和 2 年度第 1 回 

環境審議会 

・生物多様性戦略改定部会設置 

令和 2 年 7月 28 日 

令和 2 年度第 1 回 

生物多様性戦略 

改定部会 

・中間まとめについて 

・将来ビジョン更新に向けた検討について 

令和 2 年 11 月 25 日 

令和 2 年度第 2 回 

生物多様性戦略 

改定部会 

・将来ビジョンの更新について 

・部会報告素案 

令和 2 年 12 月 23 日 

令和 2 年度第 3 回 

生物多様性戦略 

改定部会 

・将来ビジョンの更新について 

・部会報告案 

令和 3 年 1月 21 日 

令和 2 年度第 3 回 

環境審議会 

(書面による開催) 

・生物多様性かわさき戦略の改定の基本的な考

え方について（答申案） 
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資料２ 川崎市環境審議会委員名簿 

 
（１）緑と公園部会委員名簿                    （50 音順、敬称略） 

 氏名 所属 専門分野等 備考 

１ 石川 幹子 中央大学研究開発機構 機構教授 環境デザイン 部会長 

２ 加藤 正巳 市民公募 市民代表  

３ 桑原 勇進 上智大学法学部 教授 環境法、行政法  

４ 小西 邦弘 市民公募 市民代表  

５ 鈴木 貢次郎 東京農業大学地域環境科学部 教授 造園学  

６ 堂前 雅史 和光大学現代人間学部 教授 
動物行動学・ 
科学技術社会論 

臨時 

７ 中島 伸 東京都市大学都市生活学部 講師 都市工学  

８ 葉山 嘉一 公益財団法人 日本鳥類保護連盟 評議員 造園緑地学（鳥類保全） 臨時 

９ 南 佳典 玉川大学農学部 教授 生態学、環境動態学 副部会長 

10 森 安男 セレサ川崎農業協同組合 代表理事副組合長 市民代表  

11 渡部 堅三 川崎地域連合 副議長 市民代表  

※令和元年 5 月 16 日から令和 2 年 2 月 29 日まで 

 
（２）生物多様性戦略改定部会                   （50 音順、敬称略） 

 氏名 所属 専門分野等 備考 

１ 石川 幹子 中央大学研究開発機構 機構教授 環境デザイン 
部会長 
臨時 

２ 關 剛治 市民公募 市民代表  

３ 堂前 雅史 和光大学現代人間学部 教授 
動物行動学・ 
科学技術社会論 

臨時 

４ 中島 伸 東京都市大学都市生活学部 准教授 都市工学、都市計画  

５ 葉山 嘉一 公益財団法人 日本鳥類保護連盟 評議員 造園緑地学（鳥類保全） 臨時 

６ 水庭 千鶴子 東京農業大学地域環境科学部 教授 造園学  

７ 南 佳典 玉川大学農学部 教授 生態学、環境動態学 
副部会長 
臨時 

８ 森 安男 セレサ川崎農業協同組合 代表理事副組合長 市民代表  

９ 横張 真 東京大学大学院工学系研究科 教授 緑地環境計画  

10 渡部 堅三 川崎地域連合 副議長 市民代表 臨時 

※令和 2 年 7 月 28 日から令和 3 年 2 月 16 日まで 
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（３）第 8期環境審議会委員名簿                     （50 音順、敬称略） 
 氏名 所属 専門分野等 備考 

１ 青山 森芳 市民公募（公害対策分野） 市民代表  

２ 秋本 泰 市民公募（公害対策分野） 市民代表  

３ 石川 幹子 中央大学研究開発機構 機構教授 環境デザイン 副会長 

４ 浦野 敏行 川崎商工会議所副会頭 市民代表  

５ 大澤 洋子 市民公募（廃棄物分野） 市民代表  

６ 片谷 教孝 
桜美林大学リベラルアーツ学群（化学専攻）
教授 

環境科学 
（大気化学、大気物理） 

臨時 

７ 加藤 順一 川崎市医師会理事 市民代表  

８ 加藤 正巳 市民公募（緑・公園分野） 市民代表  

９ 木村 純二 市民公募（廃棄物分野） 市民代表  

10 桑原 勇進 上智大学法学部教授 環境法、行政法  

11 小西 邦弘 市民公募（緑・公園分野） 市民代表  

12 佐土原 聡 
横浜国立大学大学院 
都市イノベーション研究院教授 

都市環境工学  

13 鈴木 貢次郎 東京農業大学地域環境科学部教授 造園学  

14 関口 和彦 埼玉大学大学院理工学研究科准教授 環境化学  

15 竹内 勝 川崎公害病患者と家族の会顧問 市民代表  

16 寺園 淳 
国立研究開発法人 国立環境研究所 
資源循環・廃棄物研究センター副センター長 

環境工学  

17 堂前 雅史 和光大学現代人間学部 教授 
動物行動学・ 
科学技術社会論 

臨時 

18 富岡 昭三 川崎市全町内会連合会副会長 市民代表  

19 中島 伸 東京都市大学都市生活学部 講師 都市工学  

20 葉山 嘉一 公益財団法人 日本鳥類保護連盟 評議員 造園緑地学（鳥類保全） 臨時 

21 藤井 修二 東京工業大学名誉教授 建築環境工学 会長 

22 藤倉 まなみ 
桜美林大学リベラルアーツ学群 
（環境学専攻）教授 

環境政策、 
環境システム科学 

 

23 藤田 由紀子 学習院大学法学部教授 行政学  

24 藤吉 秀昭 
一般財団法人 日本環境衛生センター副理事
長 

廃棄物工学  

25 細見 正明 東京農工大学名誉教授 環境化学工学  

26 南 佳典 玉川大学農学部 教授 生態学、環境動態学  

27 宮脇 健太郎 明星大学理工学部総合理工学科教授 廃棄物工学、衛生工学  
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28 森 安男 セレサ川崎農業協同組合 代表理事副組合長 市民代表  

29 森川 友生男 川崎市一般廃棄物処理業連絡協議会会長 市民代表  

30 山川 文子 エナジーコンシャス代表 省エネルギー  

31 吉村 千洋 
東京工業大学環境・社会理工学院土木・環境
工学系 准教授 

水環境工学 臨時 

32 若松 伸司 愛媛大学名誉教授 
大気環境科学、都市環境
工学 

 

33 渡部 堅三 川崎地域連合 副議長 市民代表  

※任期：平成 30 年 3 月 1 日から令和 2 年 2 月 29 日まで 

 
（４）第 9期環境審議会委員名簿                     （50 音順、敬称略） 

 氏名 所属 専門分野等 備考 

１ 石川 幹子 中央大学研究開発機構 機構教授 環境デザイン 臨時 

２ 浦野 敏行 川崎商工会議所副会頭 市民代表  

３ 神本 一枝 市民公募 市民代表  

４ 北沢 雄三 市民公募 市民代表  

５ 小林 敬古 市民公募 市民代表  

６ 佐土原 聡 
横浜国立大学大学院 
都市イノベーション研究院教授 

都市環境工学 会長 

７ 關 剛治 市民公募 市民代表  

８ 関口 和彦 埼玉大学大学院理工学研究科准教授 
環境化学、 
エアロゾル科学 

 

９ 瀧村 治雄 川崎市全町内会連合会会長 市民代表  

10 竹内 勝 川崎公害病患者と家族の会顧問 市民代表  

11 寺園 淳 
国立研究開発法人 国立環境研究所 
資源循環・廃棄物研究センター副センター長 

環境工学  

12 堂前 雅史 和光大学現代人間学部 教授 
動物行動学・ 
科学技術社会論 

臨時 

13 中島 伸 東京都市大学都市生活学部 准教授 都市工学、都市計画  

14 馬場 健司 東京都市大学環境学部教授 環境政策論、政策科学  

15 葉山 嘉一 公益財団法人 日本鳥類保護連盟 評議員 造園緑地学（鳥類保全） 臨時 

16 藤倉 まなみ 
桜美林大学リベラルアーツ学群 
（環境学専攻）教授 

環境政策、 
環境システム科学 

 

17 藤野 純一 
地球環境戦略研究機関 
都市タスクフォースプログラムディレクター 

環境・エネルギーシステ
ム 

 

18 水庭 千鶴子 東京農業大学地域環境科学部教授 造園学  

19 南 佳典 玉川大学農学部 教授 生態学、環境動態学 臨時 

20 宮脇 健太郎 明星大学理工学部教授 廃棄物工学、衛生工学  
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21 森 安男 セレサ川崎農業協同組合 代表理事副組合長 市民代表  

22 横張 真 東京大学大学院工学系研究科教授 緑地環境計画  

23 若松 伸司 愛媛大学名誉教授 
都市環境工学、大気環境
科学 

副会長 

24 渡部 堅三 川崎地域連合 副議長 市民代表 臨時 

※任期：令和 2 年 4 月 1 日から令和 4 年 3 月 31 日まで（令和 2 年 12 月時点） 

 



 

 
 



 

 
 



 

 
 

 


